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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　prologue






　──この世界は、わりと何でもありなのだ。




　桐き生りゆう将まさ人とは目の前の光景を見てそう思った。

　時刻は夜８時。蛍光灯が点てん滅めつする歩行者用トンネルの中、水たまりで尻が濡ぬれているのにも気づかずに将人はへたりこんでいた。

　目の前の光景が信じられない。

　銃弾とナイフが飛び交い、銃じゆう身しんと刀とう身しんが火花を散らしている。

　その銃弾とナイフの雨あられの中で、二人の少女が殺し合っていた。

　これはいったいどういう状況だ？

　必死に考えたが答えは見つからない。

　わかるのは、どうやらこの状況の原因が自分にあるらしいということだけだ。

　何な故ぜ自分が原因でこの二人が殺し合ってるのかはさっぱりわからない。

　ナイフと銃が激げき突とつし、名も知らぬ二人の『殺し屋』が睨にらみ合あう。

「こいつは私のもんだって言ってるでしょ……！　引っ込みなさいよね、処刑人！」

「殺しを余興とする道化ピエロ共に、我らの使命を横取りする権利はありません」

「気色悪い！　今すぐ目の前から消えなさいッ！」

「消えるのはあなたです」

　互いに罵ば声せいを浴びせながら、暴風のような二人の戦いが再開される。

　一人は制服を着た金髪の少女だった。

　金髪であることと顔が整っていてやたらとスタイルがいいところ以外は、特におかしな点は無い。女子高生特有の裾すその短いスカートとか、白さの眩まぶしいソックスとか、柔らかそうな唇を潤うるおわせる薄いピンクのリップクリームとか。

　少々目つきは悪いが、ぱっちりとした瞳ひとみの可愛かわいらしい普通の女子高生だ。

　──いくら投げても無限に増えるナイフを持っていなければの話だが。

　かたやもう一人は、黒いパンツスーツに黒い手袋、濡ぬれたように艶つややかな黒髪。黒一色の少女だ。別に珍しい恰かつ好こうではない。スーツの女性なんて普通だ。黒手袋もきっとバイクに乗っているとか何かで身につけているに違いない。

　顔は幼く背も低いが、童どう顔がんだからといってスーツを身につけるのは悪いことじゃない。

　──腕とほぼ同化した巨大な二に挺ちよう拳けん銃じゆうを持っていなければの話ではあるが。

「……ちょっと待て……お前らとりあえず説明しろ……なんなんだよこれは？」

　将まさ人とは半笑いで、眼がん前ぜんで繰り広げられるはっちゃけ気味の戦いに対して、そうこぼした。




　将人のような裕福層インサイダーが知らないだけで、この世界はわりと何でもありだ。




　才能を強制的に開花させる『因子フアクター』と呼ばれる制せい御ぎよ不能なナノマシンが開発され、全人類の身体からだに定着してから早はや数百年。

　かつての戦争の最さ中なか、地球上の陸地がほぼ海に沈み、生き残った人類が建設した人工島でのみ人が暮らす地球。

　人の価値は因子の良よし悪あしで決められるようになり、絶望的格差社会が広がる時代。

　──一人の少年が、ある力に目覚めようとしていた。




「──ふざけるんじゃねえええええええええええええ！」




　何も知らない自分は、何も知らないまま巻き込まれ、何も知らないまま殺されるに違いない。

　嫌な予感が頭に浮かび、少年は怒りのままに叫ぶのだった。






FirstEncounter　アーガスシティ






　この世界はもっと面白おかしく、はっちゃけているべきだ。

『因子フアクター』の開発者である希き代だいの天才、バルタザール・アシモフは、因子を環境の改善を目的としたナノマシンと偽って世界中に散布した後、そんな言葉を残してこの世を去った。

　因子は人体に侵入しても基本的には無害であるが、特定の条件が揃そろうと宿やど主ぬしの身体からだと完全に同化し、覚かく醒せい状態へと至ることで様々な恩恵を人に与える。

　因子の宿主となった人間は、条件さえ満たせば人間を超越することができるのだ。

　単純な肉体の強化、脳の強化、超能力のような力すら人間に与えてくれる。

　つまり何でもありだ。

　世界を面白くしたい。その願いは彼の死をもって叶かなえられたように思われたが……

「全然面白くねぇよ……バカヤロウ」

　桐き生りゆう将まさ人とは授業で習った因子の歴史を思い出しながら、青空に愚ぐ痴ちを吐き出した。

　彼は今、誰もいない校舎裏で地面に大の字で寝転がっている。

（因子が開発されてから百年以上経たってんのに、なんでいまだに覚醒できる奴やつとそうでない奴がいるんだ……？　未覚醒者と覚醒者で戦争までして、何の解決もできずに覚醒者による支配が広がってるだけじゃないか。おかしいじゃないか、不公平じゃないか。何がしたかったんだよバルタザール・アシモフって野郎は）

　過去の戦争のせいで、地球は原因不明の大洪水で水浸し。あらかじめこの災害を予期していた者達はシェルターと潜水艦でなんとか生き残り、巨大な人工島を数十年かけて建設。人類の滅亡は免れた。

　しかし、戦争から百年以上経った現在でも、因子を覚醒できる者とできない者がいる上に、コントロールできずに暴走させてしまう者も多かった。

　人類は因子と呼ばれるナノマシンを、いまだ完全には制せい御ぎよできていないのである。

「努力じゃどうにもならないもん開発すんなよ……チクショー」

　ぼんやりした彼の顔には、右みぎ頰ほおに青あざが出来上がっていた。

　おまけにトランクス一丁である。

　何な故ぜ彼がこんな身み包ぐるみを剝はがされた状態にあるのかと言うと、簡単に言ってしまえば喧けん嘩かに負けたからだ。相手は因子に覚醒済みの生徒だった。勝てるわけがない。

　もはや羞しゆう恥ち心しんすら抱けないほどに、将人のなけなしのプライドはズタズタだった。

「俺達未覚醒者は、ずっとこうやって奪われ続けて生きなきゃいけないのか？」

　青空に向かって、一人でぼやく。

　将まさ人とが午後の授業をサボタージュしようと考えていると、突然顔面にびしゃりと瑞々しい何かが張りついた。

「ぶぇ!?」

　奇妙な声を上げて、顔面の物体を剝はぎ取とる。

　濡ぬれタオルだった。

「またやられたの？　いたそー」

　独特なハスキーな声が聞こえて、将人がタオルをどけて真ま上うえを見ると、女の子が顔を覗のぞき込こんでいた。

　同じ学園の制服を着ているが、胸のエンブレムで将人より一年下であることがわかる。

　純白の美しいパンツが丸見えだったが、将人はこの程度のことで動どう揺ようしたりはしない。

「りんごか。学園で俺に声をかけるのなんて初めてじゃないか？」

「別に声をかけたくてかけてるわけじゃないし」

　少女は肩にかかった髪を指でくるくるさせながら、まるでゴミでも見るかのように将人を見下ろしている。

　少女の名前は、桐き生りゆうりんごと言う。

　正しよう真しん正しよう銘めい、将人の妹だ。同じ学園に通っており、歳としは一つ下。淡い灰色の髪に、ほんのりと日焼けした肌。スレンダーな体型は美しく、胸が無い以外は非の打ち所が無い。

　顔も非常に整っており、どこにでもいるモブキャラクターのごとき将人とは似ても似つかない。アイドルやモデルだと言われても違和感が無いレベルである。

　それもそのはずで、りんごは実際にアイドルとしての仕事を持っており、桐生家を支えている状況にあるのだ。

「馬ば鹿か面づらがますます様になったね。ほんと馬鹿じゃないの？」

　りんごは将人の頭の上にしゃがみこんで、青あざを指でつんつん突いた。

「いてっ！　いてぇっつの！　自分の兄ちゃんに対して馬鹿馬鹿ゆーなっ、なんだよ全部見てたのか？」

「ん。どうせ未覚かく醒せい者の子がいじめられてるのが見ていられなくて助けに入って、返り討ちにあったんでしょ？　自分だって未覚醒者のくせに……何回繰り返せば気が済むの？　いじめられてた子、逃げちゃったじゃん。あそこであにぃが不良連中に絡む必要なんて無かったのに、馬鹿みたい」

「絡んでなんかねーよ。ただ、ああいうことはよくないからやめろって言っただけだ」

「それを絡むって言うんでしょ、お馬鹿さーん」

　りんごは眠たそうな目をしながら、べちゃべちゃに濡れたタオルを畳んで頰ほおに当ててくれる。

　まるで姉と弟だった。こうしていると、将人自身どっちが年上かわからなくなってくる。

「どうして負けるのがわかってるのに立ち向かっていくかなぁ」

「む。男にはな、負けるとわかっていても立ち向かわなきゃいけない時が──」

「はいはい、かっこいいかっこいい」

　言いながら、りんごが将まさ人との真横にジャージを置く。

「悪い、持ってきてくれたのか？」

「その格好で歩かれたら、りんごまで変質者扱いされかねないもん」

「……迷惑かけたな。ありがとう、りんご」

「迷惑なのはいつものことだし」

　りんごが将人の前髪を払って、軽く手の甲で額ひたいを撫なでる。

　冷たくて気持ちいいなと思っていると、りんごと目が合った。

　無表情だが、こうして見ると本当に自分の妹なのか疑いたくなるほどの美少女だ。

「ごめんな……弱い兄ちゃんで」

「風邪引くよ。早くジャージ着て」

　りんごがせっかく置いたジャージをわざわざ持ち上げて、将人の顔にどさっと被かぶせた。

　将人はジャージを顔から剝はぎ取とって、もそもそとズボンから穿はいていく。

「そういや、学園にいるなんて珍しいじゃないか。仕事はいいのか？」

　将人が聞くと、りんごは不機嫌そうに明後日あさつての方を向いた。

「りんごが学園に来ちゃいけないの？　たまには息抜きしたっていいでしょ」

　胸の前で腕を組み、頰ほおに空気をためてりんごは言った。

「まったく、誰のせいでアイドルなんてやってると思ってんのかな？」

「それに関しては……俺からは感謝の言葉しか出せねぇけど……別に俺は学園に来ちゃダメだなんて言ってないだろ？」

　ズボンを穿き終えて上着に袖そでを通しながら、将人は困ったような顔をする。

「……ふん」

　りんごは鋭く目を細めて、心底不機嫌そうにしながら踵きびすを返そうとした。

「あれ？　もう行っちゃうのか？　久しぶりに兄妹きようだい水入らずで語らおうと思ってたのに」

「授業始まるし。それに、別にあにぃと話をしに来たわけじゃない」

　りんごがため息を吐ついて、連絡事項を告げる。

「放課後、因子測定するから保健室に来いってさ。さっき通りかかった保ほ健けん医いに頼まれた」

「……あ、そう……」

　将人の空気が一気にどよんと重くなった。

　それを見て、りんごはまた怒ったように口に空気を含んだ。

「あにぃがさっさと因子フアクターを覚かく醒せいさせてくんないと、りんごも困るんだけどな。18歳までに因子を覚醒できなきゃ、永遠に未覚醒者のままなんだよ？　わかってる？　そうなったらりんごは、ずっとあにぃの面倒を見なきゃいけないんだけどなー」

「……う、それを言われると兄ちゃんも弱いんだが」

「お父さんが死んじゃってから、りんごがどれだけ苦労してると思ってるのかな？」

「わかってる……なんとかする。なんとかしてみせるから」

　髪の毛をもしゃもしゃさせて、将まさ人とは深く嘆たん息そくした。

　桐き生りゆう家の家庭事情は少々複雑なのだ。

「お前が自分の夢を我が慢まんしてアイドルなんか続けてるのは、俺も見てて辛つらいんだ」

「…………」

「安心しろよ。因子フアクターが覚かく醒せいしなくても、俺が海上労働施設に行けばお袋くらいはなんとかなると思うし。そうしたら、りんごは自分の好きなことをやればいい」

「そういうこと言ってるんじゃない。ただりんごは……」

　言いながら、りんごが怒ったように将人へ振り返る。

　将人はきょとんとした顔でりんごを見た。

「……っ、もういい。やっぱあにぃと話してるとイライラするよ」

「えー」

　りんごは急に子供っぽい態度になって、将人にまた背を向けてしまった。

　将人は何な故ぜりんごが突然怒ったのかわからなかった。思春期の妹というのはどうにも接し方が難しい。地べたに座ったまま、りんごの背中を見送る。












「おーいりんご～。さすがに寝そべってる男の顔の上に立つのはやめとけ～。パンツ丸見えだったぞ～」

　声をかけると、りんごは校舎の角に姿を消そうとした時、将まさ人とに一いち瞥べつくれた。

「別にあにぃに見られても何とも思わない」

　りんごがべーっと舌を出してから、校舎の向こうに消える。

　将人はもう一度大の字に寝転がり、空を見上げた。

「あーあ……なっさけない兄貴だな」

　一人ごちて、目を瞑つぶる。

　世界をこんな風にしたバルタザールも気に入らないが、いつまでも目覚めることのない自分の因子フアクターも気にいらなかった。

　この世界での才能とは、因子の善し悪しとイコールだ。一度覚かく醒せいしてしまえば努力のしようもあるのだが、未覚醒状態では何をやっていいのかすら判別できないのが現状だった。これでも将人は、因子を覚醒させるために今まで人並み以上の努力をしてきたが、全すべて意味が無かった。

　資質があろうが無かろうが、体内の因子が目覚めなければ人間としての価値を得られない世の中。

　因子が目覚めていない将人にとってこの世界は、面白いかどうか以前の問題だった。







　将人のいる望もち月づき学園は、第四海上都市『アーガスシティ』にある因子開発学校の一つだ。因子開発学校とは、新しく産まれてきた子供達の因子を覚醒、育成させることを目的とした教育機関である。

　因子フアクターは育成よりも覚醒の方が困難と言われていた。

　因子の未覚醒者は世界の人口のおよそ１％、アーガスシティに至っては総人口の10％にまで及んでいた。

　これだけ多いのは、18歳までに覚醒できなければ死ぬまで因子が目覚めることはないからだ。現状、未覚醒者の末路は悲ひ惨さんだ。因子無しでまともな仕事についている人間もいるにはいるが、よほど優秀でなければ認められない。

　たいていの未覚醒者は専用の労働施設へ行くことになる。具体的な仕事内容は、海底に沈んでしまった旧都市の調査、資源の調ちよう達たつ、及び新たに作られる海上都市の建設だ。

　不自由な生活を強要されることを嫌った者達の中には、都市部である『内郭インサイド』の周辺を覆おおうように形成されている、『外郭アウトサイド』と呼ばれる無法地帯へ逃げる者もいた。

「前回の結果は、どんな感じっすかね？」

　将まさ人とはおっかなびっくりといった様子で、対面に座っている保ほ健けん医いに尋ねた。

　放課後になり、将人は呼び出し通りに保健室まで来ていた。

　保健室と呼ぶにはあまりに物々しい。様々な大きな計器が部屋を埋め尽くし、中央には巨大な棺ひつぎのようなものが置かれている。

　その物体は、最新型の因子測定器だった。因子フアクターの性能が表記されたパラメーター、及び因子覚かく醒せい傾向を調べるための計器だ。

　因子測定器の横の椅い子すに腰かけて、将人は保健医の言葉に耳を傾ける。

「最近、網もう膜まくに文字が映るようなことはなかった？　『説明書』と呼ばれるバルタザール・アシモフが組み込んだ、因子覚醒時に表示されるプログラムなんだけど……授業で習ったわよね？　あれが一いつ瞬しゆんでも表示されればもう目覚めたようなものなのよ」

　デスクに座り、美しい脚を組んだ保健医がタブレット用のペンをくるくると回す。

「ありません。一度も」

「じゃあ、体調はいいのに身体からだが熱を持ったり、血液が逆ぎやく流りゆうしているような感覚を味わったことは？」

「無いっす」

「……ふぅむ」

　保健医はペンを置いて、タッチパネル式の液晶ディスプレイに指を走らせた。

　画面の中で目にも止まらぬ速さで文字が流れていく。保健医は文字を目で追うでもなく、写真でも眺めるように画面を見つめた。

　そして文字が流れ終えると、右手の平をパッと将人へ差し出した。

　瞬間、彼女の手の平の上に紙がひとりでに出現した。

　この紙は、因子の特殊性能である、『リアライズデバイス』だ。

「……そんな羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見られても困るのだけれど？」

「あ、いや。すごいっすね……リアライズデバイス」

「当然よ。私の因子は優秀だもの。言っておくけど紙だけじゃなくて立体映像としても具現化できるから、勘違いしないでちょうだいね。あなたのような人達は紙のほうが馴な染じみがあるでしょ？　資源食い虫の未覚醒者さん？」

　自じ慢まん気げにふふんと笑ってくる保健医。

　将人はこの勝ち誇ったような優ゆう越えつ感かんアリアリの表情が実に嫌いだ。

「ぐぬぬ……」

「そんな顔しても因子は覚醒してくれないわよ～。悔しかったら努力なさい。もっとも、あなたの因子はお寝坊さんすぎるようだから、どんなに努力したところで目覚めそうにはないけれどね」

　保健医が、再びディスプレイの文字に目を走らせた。

　彼女の因子フアクターは分析に秀でた性能を発揮しているらしく、普通の人間よりも感覚神経と知ち能のう指し数すうがずば抜けて高い。

　そして、自分が見たデータを分析し、まとめ上げた頭の中のデータをそのまま物質として具現化できるのだ。

　リアライズデバイスは因子が覚かく醒せいし、成長を遂げることで初めて使用可能となる便利アイテムである。因子は体内に侵入したもの以外にも、空気中で無限に増ぞう殖しよくしている。その粒りゆう子し化して漂っている因子同士を、磁じ石しやくで砂さ鉄てつを引き寄せるように連結、凝ぎよう結けつさせて物質を構築するらしい。

　説明されても将まさ人とにはよくわからなかった。

「あなた程度の頭でも理解できるように、わかりやすくまとめてみたわ。それが前回の因子測定器が出した、あなたの因子のパラメーター」

　将人は具現化した紙に描かれたグラフを見やる。

　覚醒前の因子パラメーターが記されたレーダーチャートだった。

　因子のパラメーターは５項目存在する。身体強化ＳＴＲ、感覚強化ＡＧＩ、知能指数強化ＩＮＴ、第六感強化ＣＨＲ、精神強化ＭＮＤだ。覚醒した者は因子の恩恵としてこれらの強化を得ることができる。どの強化に特化しているかは個人により様々だが、複数の強化を同時に得ている因子覚醒者も多く存在する。

　本来これらの強化傾向は未覚醒状態でも何らかに特化した反応を示しており、スポーツが得意な人間は身体強化ＳＴＲを、反射神経が良い人間は感覚強化ＡＧＩを、勉学が得意な人間は知能指数強化ＩＮＴを得る傾向が強い。

　ようは、元から尖とがった才能があれば因子は覚醒しやすいのだ。

　しかし将人は、

「まん丸ですね」

「ええ。まーん丸よ」

「……美しい」

　カーテンから差し込む太陽光に紙を透かしながら、うっとりと将人がレーダーチャートを見つめる。保ほ健けん医いも横に並んで、太陽に重なる将人のパラメーターを見た。

「まるでお日様のようじゃあないですか」

「ええ、本当に美しいわね。でも誉ほめられたものではないわ。因子に限って言えば、どの項目も突とつ出しゆつしていないということが一番問題なの」

　保健医に胸の中央をペンの先で突かれる。

「つまりあなたの因子は、現状全すべてにおいて平均的に眠ったままってことよ」

「オールマイティって……いい言葉っすよねっ」

「あなたの場合オールマイティではなくて器用貧乏。わざとやってるのかしら？」

　別に将まさ人とは、目立ちたくないからとか、そういうくだらない理由で狙ねらってやっているのではない。素でこのようなパラメーターの持ち主なのだ。

「覚かく醒せい前にこの５項目に微び弱じやくでも反応があれば、おのずと覚醒する可能性が高いんだけど……パラメーターが何一つ突とつ出しゆつしていないあなたの因子フアクターは、経験値型の可能性がほぼゼロってこと」

　経験値型というのは、因子が覚醒するパターンのことだ。

　覚醒傾向は三つ。経験値型、潜在型、そして突とつ発ぱつ型である。

「せ、潜在型なのかもしれないんでしょ……？」

「確かに、パラメーターが平均値の子は潜在型の可能性が高い。潜在型の因子は覚醒させるのが難しい。インスピレーション……つまりひらめきによって因子が覚醒するから、そのためにはいろんなテストを実じつ践せんして、因子を刺激する必要がある。でも、あなたは因子を刺激させるために、これまでどれだけテストを行ってきた？」

　保ほ健けん医いの言う通り、将人は潜在型の可能性を考慮して因子の活性化を促すために様々なテストをしてきた。中学時代を入れれば５年間みっちりテストをしてきたのに、将人の因子はうんともすんとも言わなかったのである。

「……じゃあ……突発型……」

　将人が呟つぶやくと、保健医は肩をすくめて首を横に振った。

「突発型はうちの学園じゃ推すい奨しようしてないの、知ってるでしょう？　トラウマや心的外傷によって因子が覚醒してしまうのが突発型。脳の防衛本能に影響されて、因子が攻撃的で反社会的な才能を開花させてしまう。そういった因子はコントロールが難しかったり、暴走状態に陥ってしまうものが多いわ」

　将人は苦い顔をした。

　反社会的因子は、世界で大きな問題になっている。因子の中には人を傷つけたり殺したりするような力を開花させてしまうものもある。

　危険な因子を覚醒させた場合、捕ほ縛ばくされるか、因子軍ギアフアクターズと呼ばれる統治組織の一兵士になることを義務づけられてしまう。中には外郭アウトサイドへ逃げて因子軍ギアフアクターズと敵対する者もいた。

「……さすがにそれは嫌っすね。軍にいたらお袋の世話ができないですから」

「賢明よ。まああなたの因子は、心的外傷くらい負わないと覚醒しなそうだけれどね」

　酷ひどい言われようだったが、将人は何も言い返せない。

「とりあえず今日も計っておきましょう。いつも通り測定器に寝そべってちょうだい」

　保健医がそう言って測定器のボタンを押すと、重低音を響かせて蓋ふたが開く。

　将人は言われた通り測定器の上で横になる。

　蓋が閉じて、無色透明な麻ま酔すいガスが測定器の中に入り込むと、一いつ瞬しゆんで意識が闇やみに沈んだ。







「まったく難なん儀ぎな子だわ……」

　保ほ健けん医いは測定器の中で眠る将まさ人とにため息を吐ついて椅い子すに座ると、計器をしなやかな指先でいじり始めた。

　機械が重低音を響かせて測定を開始。レーザーのようなものが将人の身体からだを何度も通過していく。保健医は液晶を自分の真横へ移動させて、コーヒーを飲みながら将人の測定結果をけだるそうに眺めた。

　高速で流れていくデータを鼻で笑う。

　前回と何も変わらない。平凡な数値が表示されるだけなように思われたが……。

「……？」

　保健医は、一いつ瞬しゆんウィンドウにノイズが走ったのを見逃さなかった。

「変ね……故障かしら、メンテナンスは二日前に行ったばかりだけど」

　測定を中断しようとした、その時。

　突然アラームが鳴り響き、ディスプレイにエラーの文字がもの凄すごい勢いで表示された。

　盛大にコーヒーを噴き出して、保健医は立ち上がる。

「な、何よこれ!?」

　口元を拭ぬぐいながら測定器のコントロールパネルを開き、異常が無いかをチェックする。

　問題があるのは機械の方ではないことがすぐにわかる。

「どうなっているの……」

　狼ろう狽ばいしながら、測定器の中で気を失っている将人を見る。

　保健医はウィンドウに視線を戻して、表示されている項目を確認した。

　エラーが出たものの、測定は終了している。

　だが、結果を見て保健医の顔が蒼そう白はくとなった。




【因子フアクター■覚かく醒せい傾向　■り　特化系統は■】

【適■職業は【Error】【Error】】

【覚醒促進効果のある推すい奨しようテスト7,777Bfffffffh.ErrorErrorError

　──NNNNNOt Found】




　エラーだらけの結果項目を指で吹っ飛ばして、因子の詳細パラメーターを凝視する。

　高速で眼がん球きゆうを動かして、将人の因子の状態を確認する。

　結果、信じられない事実に保健医は口元に手を当てた。

「……そんな……噓うそでしょ……こ、この子が……!?」

　測定器から後ずさりながら、保健医はデスクに腰をぶつける。

　彼女は一度だけ身震いすると、デスク脇にある携帯電話を手に取った。

　携帯に耳に当てると、ワンコールもしないうちに相手が出る。

「もしもし！　あ、あの実は──」

　忙せわしなく額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、保ほ健けん医いは通話相手に事情を伝える。

《少々お待ちください。主あるじへお繫つなぎします》

　保留音が流れ、保健医は落ち着かない様子でデスクを指先でトントン叩たたいた。

　数十秒の間を置いて、スピーカーの向こうから男の声が響いた。

《状況は把握した。全すべてこちらで対処する。君はこのことについて一切口こう外がいしないように……くれぐれも本人には伝えるな。２時間待って、保持者をいつも通り家へ帰せ》

「は、はい……あの、この子はどうなるんでしょうか？」

　保健医が尋ねると、相手はしばらく沈黙した。

　そして、

《──君が知る必要はない。記録も全て抹消しておけ》

　一方的に通話を切られ、虚むなしい電子音が耳元で響いた。

　保健医は脱力して椅い子すに座り込み、頭を抱えるのだった。







　４時間後。バイトの面接を終えての帰り道、将まさ人とは一人で夜の街を歩いていた。

　人工島とは思えないほどにアーガスシティは巨大だ。建設からたった数十年で、まるでＳＦ小説の未来都市のような発展を遂げていた。

　空中に浮かぶ巨大な立体映像スクリーン。明らかに物理法則を無視した巨大すぎるビル群。自動的にゴミを拾うお掃除ロボット。

　これらも全て、因子覚かく醒せい者の強化された力により開発されたものだった。

　因子フアクターのおかげで科学技術も飛躍的に進化していた。科学だけでなく、経済、政治、芸術から料理、プログラミングやスポーツからギャンブルまでありとあらゆるジャンルで、因子を持つスペシャリスト達が競い合っている。

　社会に未覚醒者がつけ入る隙すきなどどこにもない。バイトですら雇ってもらえないのだ。

　今日の面接も、安定の即落ちだった。未覚醒者とわかるや否や、「バイトしている暇があるなら因子の覚醒に努めなさい」と言われてしまった。

　因子の覚醒を強要される世界……それが将人の生きる世界なのだ。

　安定した生活を約束された『内郭インサイド』と、無法地帯の『外郭アウトサイド』。内郭インサイドは海上都市の中央部を占め、逆に外郭アウトサイドは内郭インサイドと壁で隔てられ、海上都市の外周を占めている。

　最新技術に溢あふれ、栄えている内郭インサイドの壁の外に出れば、荒こう廃はいした外郭アウトサイドのスラムが広がっているのだ。そこは反社会的因子の持ち主や、内郭インサイドで居場所を失った未覚醒者や有益な因子に目覚められなかった者達で溢あふれていた。

　因子軍ギアフアクターズによる統治が届かない外郭アウトサイドでは、生きるか死ぬかの修羅場が日常だと聞いている。将まさ人ともこのまま因子フアクターが覚かく醒せいしなければ、そんな世界の仲間入りをする可能性は否定できなかった。

「……はぁ」

　ため息を吐ついて、とぼとぼ歩く。

　街中には、聞き覚えのある歌が流れていた。

　顔を上げれば、上空の巨大スクリーンいっぱいに、歌いながら踊っている少女の姿が映っていた。テロップには【今注目の新生アイドル！　ＲＩＮＧＯ、２枚目のシングル発売！】と書かれていた。

　紛まぎれもなく妹のりんごである。

　スクリーンの真下には鉢巻きを巻いて、旗とサイリュームを狂ったように振り乱すファンが騒いでいる。ソロデビューから３ヶ月も経たっていないのに結構な人気だった。

　スクリーンのりんごは決して嫌々やっているようには見えない。笑顔を振りまきながら、露ろ出しゆつ度の高い服を着て、別に得意でもなんでもないダンスを一生懸命踊っている。頭には猫耳までついていた。

　歌が上う手まいことで評判なのだが、歌っている曲は脳がとろけてドロドロになりそうな甘ったるいものだ。そのせいもあってか、ファンの人々は歌ではなく、りんごの演じるキャラクターを重視しているようにしか見えなかった。

「りんご……兄ちゃんのせいで猫耳とかつけさせてごめんな」

　涙を流しながら、いたたまれない気持ちのまま将人は繁はん華か街がいを離れた。

　わざわざ遠回りをしながら、人通りの少ない線路脇の小道を歩く。

　リニアレールカーが高速で横を通り過ぎていくのを見つめながら、ぼんやりと自分の将来について考えた。

（このままじゃいけないのはわかってるんだけどな……どう努力すりゃいいんだ）

　リニアレールカーが将人を追い越して、遠くへ消えて行く。

　その光景は周りのみんなが自分を追い越していく暗あん喩ゆのようで、妙に虚むなしかった。

　暗あん澹たんとする己の将来に鬱うつになりそうになったところで、将人は両りよう頰ほおをパンと叩たたき、気合いを入れた。

「ちくしょ～悩んでても仕方がねぇよな、あと１年あるんだ……！　それまでになんとかしてみせる……！」

　ネガティブな状態に陥ってもすぐに立ち直れるのが将人の取とり柄えだった。

　将人はシャドウボクシングの真ま似ね事ごとをしながら小道を走った。

「パンチ力にはそこそこ自信がある！　もしかすっとボクサーの因子に目覚めるかも！」

　安易な希望的観測だったが、やらないよりはずっといいと思った。

　今まで学園で様々な分野に手を出してきたが、まだまだ試していないことはたくさんある。こうした小さいことでもやってみることが大事なのは本当だ。

　じめじめとした線路下の歩道トンネルに入ると、将まさ人とは動きを変える。

「テニスなんかもいいかもなっ。一度試してみたが、１回のテストで結果が出るほど世の中甘くないだろうし……！」

　両手にラケットを持ったジェスチャーで、左右にボールを打ち返す動きを繰り返す。

「ふんっ、ふんっ……お？」

　不意に、トンネルの出口に人影が立っていることに気がついた。

　将人はエアラケットを振り切った姿勢のまま、ピタリと止まった。

　恥ずかしいというより、珍しいなと思った。ここは将人が考え事をする時に利用する道で、滅めつ多たに人と遭遇することがないからだ。

　天井につけられた蛍光灯が点てん滅めつしているので、はっきりと顔が見えない。

　シルエットから、女の子であることはわかった。

　将人はわざとらしく咳せき払ばらいをしながら、少女のいる出口の方へ歩き出す。




「あんた──桐き生りゆう将人よね？」




　突然、進行方向にいる少女が将人の名を呼んだ。

　びっくりして顔を上げて、目を凝らす。蛍光灯の点滅が止やみ、こちらを睨にらんでいる少女の姿をはっきりと見ることができた。

　金糸のようにしなやかかつ艶つややかな金髪と、宝石のように澄んだエメラルド色の瞳ひとみの持ち主だった。将人と同じ学園の制服を着ているが、知り合いではない。

　少々制服のサイズが小さいのか、ただでさえ大きい胸が窮きゆう屈くつそうだった。胸のリボンも解けかけて制服がぱんぱんに張っている。スカートも短すぎるのか、生足が見えすぎじゃないかというくらいに露ろ出しゆつされていた。

　リボンの色から察するに、将人と同じ２年生だろう。

　背は普通で顔も年相応に童どう顔がんだが、かなりの美少女であることは間違いなかった。

　どう考えても面識は無い。

「……えっと、どこかで会ったか？　同じ学園だよな」

「…………」

「も、もし会ってたんならごめんな。俺の記憶力ってすげー当てにならなくて、どうも人の顔を覚えるのが苦手で……ははは」

　後頭部に手を当てながら剽ひよう軽きんに笑ってみせるも、少女から返事は無かった。

　どうしよう気まずい。覚えてなくてすみませんってさっさと謝るべきか？

　どぎまぎしていると、少女は睨にらむのを止やめて訝いぶかしげな視線を将まさ人とへ向けた。

「……聞いていた話とずいぶん違うわね。もっとゲスい奴やつを想像してた……本当にこんなのが桐き生りゆう将人なの？」

　腰に手を当てながら、独り言のように少女が呟つぶやく。

　こんなのと言われて、将人はちょっとムッとした。

「いかにも俺は桐生将人だが……こんなのとは失礼だな。確かに一人で恥ずかしい行動を取っていたかもしれないが、初対面の相手に言われるとちょっと傷つくだろうが」

「まいっか。外見と態度だけで人間ははかれないわよね」

「……話聞けよ」

「突とつ発ぱつの仕事だったけど、こいつなら余裕でこなせそう」

　少女の無ぶ礼れい千せん万ばんな態度に苦言の一つでも呈してやろうと将人は思った。

　少女がトンネルの中へ一歩足を踏み出す。

　静かなトンネルの中で、少女の靴くつ音おとが響いた瞬間、

「──《ルージュ》」

　殺意が疾しつ走そうした。

　将人が目を見開く。少女の身体からだの内側が一いつ瞬しゆん輝いたかと思えば、広げられた手の平へ空気中の因子フアクターが集まっていく。

　そして気がつけば、少女の両手に真しん紅くのナイフが握られていた。細身のナイフだが、その形は果物や紙を切るためのものではなく、肉を切り裂くためのものだと一目でわかる。

　リアライズデバイスだ。

「えーっと……？　すごいリアライズデバイスだな……どんな因子なんだ？　なんで俺の名前知ってるの？　ていうか、君、誰？」

　将人の問いかけに一切答えず、少女はさらに一歩前へ足を出す。

　カツン、カツン、と……靴音がトンネルの中で反響する。

　蛍光灯の点てん滅めつが再開し、再び少女の顔が見えなくなる。

「桐生将人、あんたには今から死んでもらう」

　宣言と共に、両手に持ったナイフが逆手に握り替えられる。

（なるほど死んでもらう、か。つまりこの子は、俺を殺しにきたわけだ）

　さすがに平和ボケした将人の背中にも、冷たい汗が流れ始めた。

「いや待て待て！　さすがに冗談でも面白くなさすぎだぞ！　身に覚えがなさすぎる！」

　将人はおどおどしながら、一歩一歩後ずさる。

　少女は将人の反応を、わざとらしいとでも言うように鼻で笑った。

「身に覚えが無いですって……？　笑わせないでよ。アレだけのことをしてきたあんたが言い逃れできるとでも思ってんの？」

　ナイフを構えて、まるで仇かたきでも見るように睨にらんでくる。

「言い逃れもなにも一切事情がわからねぇ！　俺はただの未覚かく醒せい者だぞ！」

「あんたみたいなクズに『王の因子』に目覚められるとこっちも困るのよ。あたしも人のこととやかく言えるような経歴の持ち主じゃないけどさ……あんたほどのクズになれる自信は無いわ」

　少女の話にはまったくついていけなかった。

（『王の因子』ってなんだ……大丈夫かこの子？）

　ポカンとして口を半開きにさせていた将まさ人とだったが、少女の言動の怪しさから急に冷静さを取り戻した。

「なるほど～わかったぞ。お前ちょっと痛い子だろ？」

「…………」

「いるんだよなぁ、外郭アウトサイドの世界に憧あこがれちゃってる奴やつ。いいか君、ここは内郭インサイドだ。そういう悪戯いたずらをして自分に酔っちゃうのもわからんでもないけど、人に迷惑をかけるのはよくない。かくいう俺も昔は異能バトルに憧れて──」

　将人がやれやれと首を振った直後、

　ヒュンッ──！

「……ふえ？」

　将人の頰ほおをナイフが掠かすめていった。

　掠めたというより、抉えぐっていった。

　将人の青あざがあった頰がぱっくりと割れて、血が噴き出す。

　痛みを感じている余裕もなかった。相手の一連の行動で理解したことは、少女が本気で自分を殺そうとしているということだけだ。

「……マジか……」

　投げたはずのナイフは地面に落ちたと同時に闇やみに消え、少女の手にはすでに新たなナイフが握られている。

「残念だけど、あたしは正しよう真しん正しよう銘めいの外郭居住者アウトサイダーよ」

「……うそだろ……」

「好きに喚わめいていいわ。楽に死ねると思ってもらっても困るしね」

「まて……話せばわかる……」

　顔面蒼そう白はくとなった将人を見ながら、少女はナイフの峰でゆっくりと自分の髪を払う。

　鈴の音のような音を響かせて、真しん紅くのナイフが煌きらめいた。

「正直小物で助かったわ。ガキを殺すのは勘弁してほしかったけど、こういう奴なら喜んで──ズタズタにして殺してやるわよ」

　蛍光灯の一いつ瞬しゆんの瞬まばたきで、殺意に充みち満みちた少女の笑みを将まさ人とは見てしまった。

「行くわよ、ゲス野郎」

　瞳ひとみから光が消えて、この世のものとは思えないような殺意がこもる。

　たまらず、将人は振り返って走り出した。

（本当に殺されちまう……！　あいつはヤバい！　絶対ヤバい！　話してわかるような相手じゃねぇ……！　でもなんだって俺が!?）

　頭に浮かんだ疑問を振り払い、将人はトンネルの出口へひた走る。

　少女の不気味な足音が速度を上げて迫ってくる。

（今は考えてもしかたねぇ！　とにかくトンネルを出たら繁はん華か街がいまで走れ！）

　背後に寒気を感じながらも、将人は逃走経路を頭の中で練っていた。

　だが、少女のいる方向と反対側、将人が入ってきた方の入口に、もう一つの影が立っていることに気づく。

（人!?　助かった……！）

　将人は叫んだ。

「こっちに来るな！　すぐ後ろに通り魔がいるんだ！」

　将人は滑るように人影の前で止まると、鞄かばんを胸の前に構えて金髪少女の方へ振り返った。

「頼むっ、走って人を呼んできてくれ！」

「…………」

「何やってんだ！　お願いだから早く──」

　将人が首だけ動かして、背後のトンネルにやってきた人物を見た瞬間、




「──桐き生りゆう将人さん、ですね？」




　その人物も、自分を殺しにきた少女と同じように、将人の名を呼んだ。

　黒髪に黒いスーツ。黒い手袋をはめた異様な風ふう貌ぼうの少女だった。

　なんだかさっきと似ていた。デジャヴ。嫌な予感。

　将人は黒い少女に背中を向けるのを止やめて、わずかに距離を取る。

　点てん滅めつする蛍光灯の明かりの下で、少女の顔が露あらわになる。

　その風貌、光の無い暗い瞳ひとみ、自分の名前を知っているという事実。

　そして──黒ずくめ少女の両手に装着された、巨大な二に挺ちよう拳けん銃じゆう。

　これは、このパターンはもしかして。

「あなたに恨みはありません。ですが、あなたの死を望んでいる者がこの世界にはいます。心当たりはありますね？」

　将人が全身から嫌な汗を噴き出していると、少女が口を開いた。

「義のために、そして世界のために──あなたの処刑を開始します」

　黒ずくめの少女が宣言したと同時に、巨大な拳けん銃じゆうが自動的にスライドして装そう弾だんを完了した。そして彼女は、まるで格闘技と組み合わせたような構えで銃口を将まさ人とへ向ける。

「んなアホな……！」

　後方からは赤いナイフ。前方からは黒い銃。

　両方とも因子覚かく醒せい者であることは間違いない。

　それも人を傷つけるための反社会的因子を持った社会不適合者。

　反社会的因子を持つ人間は因子軍ギアフアクターズの兵士か外郭アウトサイドのマフィアじみた連中だけだ。因子軍ギアフアクターズは少なくとも未覚醒者を意味なく殺そうとはしない。

　十中八九──外郭アウトサイドから来た奴やつらだ。

（……挟み打ちかよ……っ！）

　将人は前方と後方を交互に見やって警戒する。

　赤いナイフの少女は将人から５メートルほど離れた位置で停止した。

　黒い銃の少女は構えたまま動かない。

　将人を間に挟んだ状態で、二人は睨にらみ合あっていた。

「……その格好、あんた……ローグカンパニーの雑用係かなんかよね？」

　ナイフの少女が銃の少女へ忌いま々いましげに問いかける。

「そう言うあなたは雑伎団サーカスの道化ピエロですか。その下げ卑びたデバイスを見ればすぐにわかります。殺し屋ごときが彼に何の用でしょう？」

　銃の少女は微動だにせず、唇だけを動かしてそう返した。

「そっちこそ、偽善者の処刑人風情ふぜいが何の用よ。こいつの始末はあたしら雑伎団サーカスの仕事。あんた達は雑伎団サーカスの仕事に口出ししない……うちの『女王』と、あんたらのとこの『死神』が休戦協定を結んだ時に、そう約束したはずだけど」

「それはこちらの台詞せりふです。我々の仕事の邪じや魔まをしているのはあなた方だ。この男を殺す大義名分は我々ローグカンパニーにこそある。信念を持たぬあなた方のような殺人集団に、邪魔立てされるいわれはありません」

　不穏な空気が二人の間に流れていた。この二人は、味方同士ではない。

　雑伎団サーカスとローグカンパニー。将人ですら聞いたことがあった。

　外郭アウトサイドの区画を支配する巨大な反社会的組織だ。

　様々な悪事を行う集団らしいが、主な生業なりわいは殺し屋稼業だという噂うわさもある。

　その二つの組織が、将人を殺せという依頼を受けたわけだ。

（いやいやいやわけわかんねぇよ……なんだってそんな連中が俺を殺すんだ!?）

　将人が二人の間で狼ろう狽ばいしていると、背後で何かがくるくると回る音がした。

　金髪の少女がナイフを回転させて、逆手に握り直したのだ。

「宗教かっつの。殺しに大義だのなんだのと理由をつける連中って、心底気に入らないのよね。こいつを殺すのはあたし。これ以上邪じや魔ますんなら容よう赦しやしないわよ」

「ローグと雑伎団サーカスの休戦協定が破られることになりますが、よろしいのですか？」

「そんな理由で引くほどへたれなんだ？　あたしら雑伎団サーカスがそんなに怖いの？」

「勘違いも甚だしい。私はただ、我々が雑伎団サーカスを滅ぼしても構わないかどうかを確認したかっただけです」

　黒い少女が、ギチリと音が鳴るほどグリップを強く握った。

「……いいわ。じゃあ、どっちが殺す権利を得るか勝負といこうじゃないの。桐き生りゆう将まさ人とはあんたを殺してからでも十分対処できるしね」

「低俗な提案です……が、私としても、あなたの存在は目障りです。処刑の場を汚されるのはご免ですので、先に排除するとしましょう」

　トンネルを流れていた風が止やみ、空気が痛いほどに張り詰める。そこにいるだけで悲鳴をあげたくなるほどの威い圧あつ感かんが充満する。

　将人は二名の間でがくがくと身体からだを震わせながら、意を決して叫ぶ。

「ふ、二人で盛り上がってるところ恐縮なんですが！　関係無いようなので僕は帰ってもよろしいでしょ──」

　将人が叫び終える前に、少女達の足下の地面が──爆はぜた。

　何が起こったのかわからなかったが、反射的に将人は横へ飛とび退のいた。

　体勢を崩して仰あお向むけに地面に倒れそうになった時、将人は見た。

　──二つの刃やいばと、二つの銃がぶつかり合う瞬間を。







　飛び散る火花。衝突による余よ波はが風となって顔面を襲う。

　時速一〇〇キロで車が正面衝突したかのような炸さく裂れつ音が響いても、将人は目を閉じることができなかった。

　金色と漆しつ黒こくの髪が、ナイフと銃の衝突による反動で絡み合う。

　そのあまりに美しいコントラストを目に焼き付けて、将人は地面に尻しり餅もちをついた。

　ギリギリと互いの得え物ものを押し合いつつ、二人の少女が睨にらみ合あう。

　互いに互いを敵と見なし、あふれんばかりの殺意を向け合っていた。

「っ、この、馬鹿力……！」

　ナイフで銃を受け止めた金髪は、奥歯を嚙かみ締しめながら唸うなるように悪態を吐つく。

　対する黒髪は涼しい顔で容易たやすくナイフを銃で押し沈めていく。

「その程度のデバイスでよく私の《ダンデライオン》を受けられましたね」

「ハッ！　デバイスの力に頼りっきりなローグらしい台詞せりふだわ！」

　無表情に徹していた黒髪の目元が、一度だけぴくりと痙けい攣れんする。

　金髪はその一いつ瞬しゆんの隙すきを見逃さなかった。

　銃じゆう身しんをナイフで弾はじき返かえし、後方へ飛とび退のくことに成功。

　だが、黒髪少女の得え物ものは銃だ。距離を取れば銃の間合いである。

「愚かな」

　銃口が火を噴いたのは金髪が地面に着地したのと同時だった。

　銃声というよりは砲声、弾丸というよりは砲弾だった。発射された二つの鉛弾は空気を渦巻かせて疾しつ走そう。まるで竜巻のように回転する弾丸が金髪に迫る。

「あたしを舐なめすぎよ！」

　だが彼女は高速で接近する脅威を、目で見てからそれを上回るスピードで回避した。

　常軌を逸した動体視力と肉体の超ちよう過か駆く動どう。金髪は振り乱した髪を手で払い、軽くスカートをたくし上げて太ももにナイフが収納されたベルトを出現させる。

「そのどんくさい弾丸で、あたしのスピードについてこられると思わないでよね！」

　金髪の身体からだが深く沈み、ベルトから抜き放った八本のナイフを一気に黒髪へと投とう擲てきする。閃せん光こうと化したナイフが放たれ、風を切り裂くような嘶いななきをあげて黒髪へ襲いかかる。

「速いから何だと言うのです！」

　二に挺ちよう拳けん銃じゆうの銃口が連続で火を噴く。左右交互に連射して、弾丸の嵐あらしが荒れ狂った。

　ナイフと弾丸が空中で衝突し、両方とも弾はじけ飛とぶ。

　金髪は無尽蔵に増え続けるナイフを投擲し続けている。数本のナイフが黒髪の間近に迫るも、弾幕を抜けてきたナイフは拳銃の銃身で叩たたき落としていた。

　対する金髪も、休み無く投擲を続けながら弾丸を避よけまくっている。

（……俺は、夢でも見てんのか？）

　あまりに非現実的な本気の殺し合いを目の前にして、将まさ人とは瞬まばたきすらできない。何が起こっているか速過ぎてわからなかったが、すごいということはわかる。

　確かに因子フアクターは常識を逸脱した力を人間に与えるが、リアライズデバイスと呼ばれるアイテムはあくまで便利な道具に過ぎない。

　今まで彼が見てきたものだって、何かのため、誰かのためになる因子ばかりだ。

　けれど目の前のこれはどうだ。

　人を殺すためのデバイスと、人を殺すための因子だ。

　外郭アウトサイドに行ったことがない将人にとっては信じられないような力だった。

　再び殺し屋二人が真っ向から激げき突とつし、見開かれた瞳ひとみからあふれんばかりの殺意を放つ。

「こいつはあたしのもんだって言ってるでしょ！　引っ込みなさいよね、処刑人！」

「殺しを余興とする道化ピエロ共に、我らの使命を横取りする権利はありません」

「気色悪い！　今すぐ目の前から消えなさいッ！」

「消えるのはあなたです」

　醜みにくい殺し合いが、目の前にある。自分を殺す権利をどちらが得るかというだけのくだらない理由で、二人の少女が殺しあっている。

　今逃げれば助かるなどという隙すきは、二人には無かった。少しでも逃げるそぶりを見せれば、二人は襲いかかってくるだろう。殺し合っているのに、将まさ人とへの殺気は消えていないのだ。視界の端で、二人は将人の姿を捉とらえ続けている。

　死しか生まないこの状況に将人は、

「……待てよ……お前らとりあえず説明しろ……」

　将人は、引きつった笑みを浮かべた。

　あまりにもバカバカしいと思ったのだ。

（バルタザールって野郎は……こんなもんが世界を面白くすると思ってたのか……？）

　誰のためにもならない才能を開花させて、何が面白いというのか。

（全然面白くねぇ……面白くねぇんだよ馬鹿野郎……！）

　笑みの次に湧わいたのは──怒りだった。

　事情も知らずに殺される？　殺されるような罪を犯した記憶もないのに殺される？

（──ふざけんな）

　将人は拳こぶしを握り、立ち上がる。身体からだが恐怖ではなく怒りで熱を持っていた。身体中の血液が逆ぎやく流りゆうしているかのようだ。視界がチカチカと弾はじける。冷静な判断ができなくなる。












　力の無い自分が嫌いだった。いつまでも眠ったままの自分の因子フアクターが嫌いだった。

　世界のせいにしたこともある。バルタザールのせいにしたこともある。

　それでも自分なりにこの世界に順応しようとがんばってきた。弱音は吐いても、自分のために、家族のために頑張ってきた。少しの希望に縋すがり付つこうと努力してきた。

　悪いのは自分だ。努力が足りないだけだ。頑張れば頑張っただけ成果があるなんて思わないけれど、頑張らなければ何も手に入らない。

　だから前向きに頑張ろう、そう思ってきた。

　それなのに無意味に殺されるなんて、こんな理不尽があっていいのか？

　世界はこんな理不尽を許容するのか？

　ふざけるな。

　ふざけるんじゃない。

　因子なんてクソ喰くらえ。バルタザールなんてクソ喰らえ。

　こんなくそったれな世界に、殺されてたまるか。

（俺は──そんなもんの犠牲になんざ死んでもならねぇぞ）

　将まさ人とは怒りに任せて息を大きく吸い込んだ。




「──ふっざけんじゃねええええええええ！」




　その怒号は、銃声と剣けん戟げきの中であってもトンネル全体に轟とどろいた。

　金髪と黒髪の戦闘が中断し、二人が驚いたように将人を見る。

　将人は肩で息をしながら、二人を指差した。

「……いい加減にしろよ！　人を殺す権利だのなんだのと物ぶつ騒そうなことばっか言いやがって！　俺の命は賞品か何かか!?　こっちの都合はおかまいなしか!?　ゲームじゃねぇんだぞふっっっざけんな！」

「「…………」」

「お前ら覚かく醒せい者にとっては未覚醒者の命なんて安いものなのかもしれないけどなぁ！　俺だって自分なりに必死こいて今まで生きてきたんだ！　殺されるからはいそうですかって命差し出せるほど自分を安売りするつもりはねぇぞ！」

　将人は指差していた手を振り払う。

「守りたいもんの一つや二つあるんだ……！　どんな理由か知らないが、何の説明も無しに殺されるほど俺はお人ひと好よしじゃねぇ！」

　将人が宣言すると、二人の少女は組み合ったまま目を鋭く細めた。

　将人は言い切って、深く息を吐つく。

　二人の少女は、しばらく将まさ人とを睨にらんでいたが、大人しくナイフと銃を下ろした。

　そして、

「ローグの雑用……一つ提案があるわ」

「なんでしょうか、雑伎団サーカスの道化ピエロさん」

　互いに呼び名に侮ぶ蔑べつを含ませながら、二人は並び立つ。

「あたしらが殺し合っても、実のところあんまり意味はないわよね？」

「……そうですね。不本意な休戦協定でしたが、この争いを機に両組織の対立が再開すればお互いに不利益を被るのは事実です」

「単細胞のくせに理解が早くて助かるわ」

　金髪が目を閉じてナイフを回転させる。

「だからこうしましょう。あたしのナイフとあんたの銃──先にこのゴミを始末した方が仕事を完了したことにするってのは、どう？」

「賛成します。道化ピエロにしては良好な提案です」

　提案を受け入れた黒髪も、銃を再び将人へ向ける。

　将人は目の前の二人の決断に、肩を落として脱力した。

「……そうかよ……結局俺は、お前らにとってゴミ同然ってことか……！」

　今から殺されるかもしれないのに、事情すら話してもらえない。

　二人は将人を人間として見ていない。道ばたに転がるゴミそのものだ。

　この世界での将人の立場と同じだった。学校では陰で笑われ、バイトはろくに話もできずに即落とされる。家族への恩を返す目め処ども立たず、未来なんかに希望は持てなくて、そしてあげくの果てに……本当に、ゴミのように……。

　そんなのは、嫌だ！

「──ゴミのまま死ねるか！」

　相手が自分から奪おうとするのなら、武力によって身を守るしかない。

　相手がもうやめてくれと泣き叫ぶまで、たたきのめすしかない。

　奪われるくらいなら、奪う。奪う力がどこにも無くても、奪うのだ。

　将人は意を決して、相手の攻撃に備える。

　できそこないの拳けん闘とうの構え。背を向けて逃げるのはダメだ。

　殺し屋二人が将人へ向かって銃とナイフを向け、今まさに殺そうとしてくるのだから。

「おおおおおおおおおおおおらあああああああああああああああ！」

　将人は二人に向かって地を蹴けった。

　思い切り腕を振り上げて、二人に襲いかかる。金髪と黒髪は冷ややかな視線を将人へ向けながら、突っ込んできた将人に応戦しようとする。

　将人は本当にただ突っ込むだけだった。

　脳裏に今までの記憶が過よぎった。走そう馬ま灯とう。冗談じゃない。まだ死ねない。死にたくない。

　こんなクソみたいな世界で、クソみたいな連中に殺されてたまるか。

　負けるとわかっていても全力で足あ搔がく。そのぐらいの根性は見せるべきだ。

　視界が真っ赤に染まり、警鐘が頭の中でガンガンと響く。

　黒髪が銃のトリガーの指を引き、金髪が振りかぶった腕と共にナイフを投げる。

　将まさ人とは目を瞑つぶったまま二つの障害を振り払うように思いきり両腕を振るった。

　腕を犠牲にするつもりで、ナイフと銃弾を防ごうとしたのだ。

　──ブォン！

　将人の耳に、腕が空ぶった音が届く。

　タイミングが外れて、なけなしの防御が無駄になる。

　だが、将人の耳に届いた音はナイフが突き刺さる音でも、弾丸の着弾音でもなかった。




　……カチリ。




　まるで、何かがはめ込まれるような音。

　いつまで経たっても、痛みや衝撃はやってこない。

　恐る恐る目を開けて、自分の身体からだを確認する。銃創も裂傷も無い。服すら破れていない。

　アドレナリンの影響か、赤くチカチカと点てん滅めつするような視界で、自分の敵を確認する。

　金髪少女と黒髪少女が、呆ぼう然ぜんとしたような顔で将人を見ていた。

（……何だ？　何が起こった？）

　何か異常な出来事が発生したのは確かだ。

　将人は異常を確認するために目を凝らす。

　空中に、キラキラと光る粒りゆう子しのようなものが浮ふ遊ゆうしていた。

　それだけではない。よく見れば、二人の少女の首に薄く発光する首輪がつけられている。

　さっき見た時は、絶対にあんな首輪は無かった。

　まるで闘犬につけるような強固な首輪からは、同じように発光するチェーンのようなものが繫つながっていた。将人は二人の首輪から伸びた二本のチェーンを目で追う。

　その鎖は──将人の周りからひとりでに出現し、伸びていた。

「ま、まさか……これって……！」

「……首輪？　鎖、ですか……？」

　二人の殺し屋が狼ろう狽ばいしながら、自分にかけられた首輪をいじる。

「…………え？」

　将人が呆ほうけたような声を漏らした、その時だった。

　彼の視界にノイズが走り、何か文字のようなものが立体映像のように表示された。




【おめでとうございます。あなたは因子フアクターに目覚めることができました】




　簡潔な電子文字と、淡々とした文章だった。

　幻覚かと思い、目を擦こするが文字は消えない。手で触れようと試みるも、電子文字は手をすり抜けるどころか遠近感が行方不明だった。

　将まさ人とはその文字が自分の眼がん球きゆうそのものに表示されていることに気づいた。

「これは……『説明書』か……!?」

　間違いない。この網もう膜まくに映し出された文字は、因子覚かく醒せい時と成長時に必ず表示されるもので、俗に説明書と呼ばれている。

　バルタザールが因子に組み込んだプログラムの一つだと、保ほ健けん医いが言っていた。

　続いて、パラメーターのようなものが視界に表示される。




【俗称『覇王因子ヴアンキツシユ・フアクター』】

【身体強化ＳＴＲ　×】

【知能指数強化ＩＮＴ　×】

【感覚強化ＡＧＩ　×】

【第六感強化ＣＨＲ　０】

【精神強化ＭＮＤ　０】




　めまぐるしく文字が流れていくが、文章は将人の頭の中に直接刻み込まれていく。




【リアライズデバイス《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》】

【ＥＸＰスキル　未覚醒】

【リミットブレイクスキル１　未覚醒】

【リミットブレイクスキル２　未覚醒】




　情報と知識の波に、将人はよろめいた。




【リアライズデバイス取扱説明《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》】

【敵性対象に首輪をかけることで、対象を『奴ど隷れい』として使役することができます。あなたは奴隷化させた対象の、心以外の全すべてを自由にできます。首輪をかけられた奴隷は、自分の意思で首輪を外すことはできません。また、あなたが死ねば奴隷も諸もろ共ともに死ぬことになります。このデバイスがあれば、奴隷はあなたの命令に絶対服従することでしょう。世界中の人間を奴ど隷れいにしてしまいましょう。世界はあなたのものです】




　説明書はデフォルメされた将まさ人とが首輪を投げて人間を奴隷にする悪趣味なアニメーションを映し出して、デバイスの説明を終えた。




【因子フアクターはまだ発展途上、経験を積んでさらなる成長を遂げさせてください。あなたの才能が、世界をより面白くしてくれることに期待しています】




　アニメーションの将人が玉ぎよく座ざで高笑いを上げている映像で締めくくると、説明書の文字は網もう膜まくから消えた。

　頭痛が止やみ、赤く点てん滅めつしていた視界が元に戻る。

　呆ほうけた顔を上げると、絶句したような顔の金髪と、さっきよりも殺意を込めて睨にらんでくる黒髪が目の前に立っていた。

「桐き生りゆう将人、この首輪と鎖は何ですか？　これはリアライズデバイスですよね？」

　黒髪が問うてくる。

「お、俺にだっていきなりのことでよくわかんねぇよ……！　確かにデバイスみたいだけど……いきなり使えるもんなのか？　そもそも、何でこの状況で因子が覚かく醒せいしたんだ？」

　そこまで言って、将人は保ほ健けん医いの言葉を思い出す。

　──心的外傷、トラウマ、命の危機。

　突とつ発ぱつ型の因子覚醒タイプと、今の将人の状況は一致していた。

　ごくりと、将人の喉のどが鳴る。

「これがお前らの言ってた……『王の因子』ってやつなのか……？」

　何も無い自分の周囲から伸びる錆さびだらけの鎖と、少女二人の首につけられた首輪を見て、将人は引きつった顔で呟つぶやいた。

「──構いません。答えるつもりがないのでしたら今ここで殺すだけです」

「待て！　俺にだって何が何だかわかんねぇんだって──！」

　黒髪が銃口を向け、即そく座ざに引き金を絞る。

　──だが、

　ガギィィィン！

　銃弾が空中で真っ二つに両断されて、あらぬ方向へ破は片へんが飛んでいくのを将人は見た。

　黒髪が忌いま々いましげな視線を、将人を守るようにしてナイフを構えている金髪へ向けた。

　弾丸を両断したのは、あろうことか金髪の少女だったのだ。

「お前……どうして……」

「うるさいこのクズ……！　それ以上口開くんじゃないわよ……！」

　殺意と苦く渋じゆうのこもった声で、金髪少女は将まさ人とに言った。

「……どういうつもりですか、何な故ぜその男をあなたが守るのです？」

　黒髪が問う。

　金髪は苛いら立だちを露あらわにしながらナイフを構えたまま睨にらみ返した。

「あたしだってこんなクズ守りたくないわよ……！　状況が変わったのがわからないの!?」

「やはり私を葬った後に、仕事を完遂しようというのですね？」

「違うわよ単細胞！　あんた『王の因子』の特性知らないの!?　『王の因子』は、自分の配下にした因子覚かく醒せい者から何らかの自由を奪うのよ！」

　金髪の怒声に、黒髪の目元がぴくりと痙けい攣れんする。

「それだけじゃない……王が死ねば、配下も死ぬ……！　つまりこいつを殺せば、あたしらも死ぬってことよ！」

　切羽詰まった声が響き渡る。

『王の因子』の特性をあらかじめ知っていたのだろう。金髪の言葉が正しいことは、説明書に目を通した将人が一番よくわかっていた。

「この力を目覚めさせないために……お前らは俺を狙ねらってたのか？」

「うるっさいって言ってんでしょ！　あんたは黙ってなさいよ！　これ以上あたしに何かしてみなさい……っ、自分の命捨ててでもあんたを殺すからね!?」

　前方の黒髪と、後方の将人にナイフを向けながら、金髪は涙目で怒鳴りつける。

　彼女の息は荒れ、危機的状況に瞳ひとみが泳いでいた。

　反して、黒髪は少しも動どう揺ようしていない。

　それどころか、呆あきれたように首を左右に振っていた。

「……何かと思えば。言っておきますが、そんなことは最初から知っています」

「だったらさっさと銃を下ろしなさいよ！」

「お断りします。私の命程度で『王の因子』覚醒者を処刑できるのならば安いものです。この男は過去、未来において最優先で処刑すべき対象。私の使命は誰にも邪じや魔まさせはしない……たとえ私自身の命であろうと」

　黒髪が固い決意を口にする。

　金髪は思いきり舌打ちをして、将人へ向けていたナイフを引っ込めた。

　そして、

「っ──だから気色悪いって言ってんのよ！　この狂信者！」

　腰を深く沈ませて、黒髪へ向けて飛びかかった。

「義を通すことを知らない道化ピエロにわかってもらおうとは思いません！」

　黒髪が金髪へ銃を射撃する。

　ナイフの刃と銃弾が、再び荒れ狂った。

　銃声と剣けん戟げきが響く中、将まさ人とはおどおどと宙に手を伸ばす。

「あの……お、お前ら……ちょっと待てよ……俺も何が何だかわかんねぇけど、とりあえず話し合おうぜ、な？」

　苦笑して口元をひくつかせながら、なるべく刺激しないように将人が提案するが、

「「うるさい……！」」

　剣と銃を交わす女子二人に、もの凄すごい形ぎよう相そうで怒鳴られてしまう。

　キンキンドカンドカンとけたたましく戦闘が行われる中、引きつった将人の顔がぴくぴくと痙けい攣れんする。

　こめかみには血管が浮かび上がり、目が据すわっていく。

　中心人物っぽいのに蚊か帳やの外。自分の命がかけられているのに本人は蚊帳の外。

　ぷつんと、将人の血管が切れる音がする。

「俺の話を聞けええええええええええええ！」

　思い切り肺に息を送り込み、腰の両脇に拳こぶしを握って将人は叫んだ。

　意図したわけではない。

　ただ苛いら立だちに任せて咆ほう哮こうしただけに過ぎなかったのだが、

　──ビダン！

「──きゃあっ！」

「──なっ!?」

　将人の咆哮に合わせて鎖が煌きらめいたかと思うと、戦っていた二人の少女が突然うつぶせで地面に倒れた。

　まるで見えないものに上から押さえつけられたような感覚に、二人が悲鳴を上げる。

　頰ほおと胸を地べたに押しつけながらも、少女達は起き上がろうとした。しかし、いくら腰を浮かせたり腕をついたりしようとも、見えない力で再びひれ伏すことを強要される。

　将人は何が起こったのかを理解して、自分の周りから伸びる鎖を見つめた。

「まさか、今のが《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》の……？」

　奴ど隷れい化した人間に命令を強要できる。

　将人の願いは『話を聞いてほしい』という単純なものだったが、因子フアクターは愚ぐ直ちよくにその命令を奴隷に強要したのだ。結果、二人は地面にひれ伏したのである。

（とんでもねぇ方向に因子が目覚めちまったな……）

　こんな因子、見たこともなければ聞いたこともない。

（──でも）

　将人は拳を強く握った。

　不可抗力で目覚めたとは言え、命を狙ねらわれている今の状況には好都合だった。

「さ……さっさと、解かい除じよしなさいよ……！　今すぐに……ぶっ殺してやるから……！」

「くう……！　……何をしたのですか……！　拘束を、解きなさい……！」

　屈辱に顔を歪ゆがめながら、二人の殺し屋が芋虫のように地面で蠢うごめいている。

　ちょっとだけ気の毒に思ったが、将まさ人とは同情心を捨てた。

　二人の前に立ち、胸の前で腕を組んで仁王立ちする。

「人のことを殺そうとした奴やつらが都合のいいこと言ってんじゃねぇぞ。俺に危害を加えず、俺の話を大人しく聞くなら拘束を解かい除じよする」

「「……っ」」

「約束できないなら一生そのままでいてもらうぜ」

　将人はひれ伏した二人にそう告げて、返答を待った。

　金髪と黒髪は一いつ瞬しゆん力を抜いて将人を見たが、すぐにまたうねうねと足あ搔がき始めた。

「ふざけんっ、なっ……！　今すぐ、ズタズタにして殺すぅぅ……！」

「このような……方法で……私を屈服させられると思わないでください！」

　なおも抗あらがおうとする二人に、将人は据すわった目で見下ろす。

「そうか、わかった。だったら──言うことを聞いてもらうだけだ」

　将人は心の中で、『言うことを聞け』と命令した。

　すると、新たな鎖が出現し、突然二人の身体からだに絡みついた。

「な、何よ!?」

「!?　このっ！」

　ぐるぐると、鎖が二人の肢し体たいに巻き付いていく。

「ふっ……聞いて驚け、俺の《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》は首輪をつけた相手ならどんな命令にも従わせることができ────あれ？」

　ドヤ顔を炸さく裂れつさせていた将人だったが、鎖の動きの雲行きが怪しくなってきたことで目を点にした。

　いつのまにか鎖が触しよく手しゆのように二人に絡みついている。

　鎖はうねうねと蠢きながら、少女達の服の中へ伸びていく。

「ちょっ、ちょっとどこ触って──きゃゃぁあ!?　スカートの中に入ってこないでよ！」

「げ、外げ道どうめ！　──はぅぅ!?　どどどどこをいじっているのですか！」

「こ、殺してやひゃぁ！　そ、そこはっ、ダメだってぇ……！　ほんとにダメぇぇぇ！」

「や……やめろ……！　こ、このような恥ち辱じよくを味わわせるくらいならいっそ殺──ふぁっ、そんなとこっ、つまむな……ぁぅぅ！」

　…………。

　鎖が、女の子を、目の前で、もみくちゃにしている。

　服の中に入り込み、身体中をいじくり回している。じゃりじゃりと音を立てながら、胸へ食い込み、腿ももへ食い込み、股またの間で蠢いている。

　少女達の身体からだは次第に熱を持ち、息が荒くなって頰ほおは紅潮していく。

　思わず見入ってしまったが、将まさ人とはすぐに正気に戻った。

「待て！　勘違いすんなよ!?　俺はこんなことしろとは命令してねぇんだ！　く、鎖が勝手に……！」

　そこまで言って、将人は説明書の内容を思い出した。

　あなたは奴ど隷れい化させた対象の、心以外の全すべてを自由にできます。

　説明書にはそう記してあった。

　つまり、身体は自由にできても、心は自由にはできない。

　身体を地面にひれ伏させることや、攻撃を止やめることを強要できたとしても、『言うことを聞け』という相手の心に直接関かかわる命令は行使できない。故に鎖は、二人に拷ごう問もんという形で言うことを聞かせようとしたのだ。

　身体は奴隷にされても、心は自由。

　身体は自由にできても、心は縛れない。

　そんな主従関係を構築するのが《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》、そして覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターなのだ。

　……それでも、喚わめかないように口を閉じさせるとか、言うことを聞かせるだけなら他にやりようがありそうな気もする。

「お、おねがい……もう、ひゃめ……わかた……わかったきゃら……ぅぅっ」

「わにゃ、わにゃしは……屈しない……屈しゅる、ものくぁ……」

　気づけば、あまりの恥ずかしさに二人が涙をぽろぽろ流していた。

　自分がとんでもない外げ道どうになってしまったことを自覚して、将人は慌てて命令を撤回するのだった。






SecondEncounter　王の因子






　一時間後。

　アーガスシティの都心から少しだけ離れた場所にあるファミリーレストラン。

　午後９時。まだ早い時間だが、客は三人しかいない。

　一番端っこの禁煙席に、青あお痰あざだらけの少年と、しかめっ面の二人の少女が座っている。まるで浮気がばれた男が二人の女性に責め立てられているような光景だったが、現実は違う。三人の関係は、殺し屋とそのターゲットだった。

「じゃ、じゃあ、その……まずは名前と年齢と、出身とか聞いてもいいか？」

　青あざまみれの顔で、将まさ人とは目を線にしながら二人に問うた。

　何な故ぜこうもボコボコにやられているのかと言えば、拘束と鎖くさり攻ぜめを解かい除じよした直後、二人から思い切り殴られたのだ。

『殴るのを止やめろ』と二人に命令すれば済むはずだったのだが、将人が『この状況で殴られないのはおかしい』と思ってしまっていたため、鎖が反応しなかった。

　コントロールが意外と難しいということを将人は学んだ。

　首輪は今も二人の首につけられたままだが、繫つながった鎖は将人が意識しない限りは目に見えないようになっていた。

　目の前の少女二人は、横を向いたまま黙っている。

　あんな恥ち辱じよくを与えてしまった後だ。拒絶されても無理はない。

「飯、食ってからにしようか……選んでいいぞ。奢おごるから遠慮しないで食べてくれ」

「「…………」」

　二人は相手にしてくれない。

　将人はしゅんとして肩を落とした。何故殺害対象だった自分が、刺客の二人に気を遣わねばならないのだろう。そう思わなくもないが、仮にも女の子にあれだけ恥ずかしい思いをさせてしまったので強くは出られなかった。

　けれど、素性を知らないことには話にならない。

　将人が二人のことについて知りたいと願った、その時。

【覚かく醒せい者名、立たち花ばなアイリ。俗称『暗殺者アサシンズ因子フアクター』】

【身体強化ＳＴＲ　９】

【知能指数強化ＩＮＴ　２】

【感覚強化ＡＧＩ　15】

【第六感強化ＣＨＲ　×】

【精神強化ＭＮＤ　×】

【リアライズデバイス『ルージュ』】

【ＥＸＰスキル　《ロックオン》《高振動ヴイブロブレード》】

　目の前に文字が浮かび上がり、びくっとして水の入ったコップを倒してしまった。

　将まさ人とは二人に謝りながらテーブルを紙布ふ巾きんで拭いた。

　拭きながら、目の前の文字を読む。どうやら、奴ど隷れい化した人物の名前と因子パラメーターをいつでも閲えつ覧らんできるらしい。

「……えーと、金髪の方は……立たち花ばな、でいいのか？」

「!?」

　金髪の方、立花アイリが身体からだを仰のけ反ぞらせた。

　今までのやさぐれたような態度が一変、怯おびえたような表情で将人を警戒した。

「な、ななな、なんであたしの名前知ってんのよ!?」

「悪い。俺もまだ自分の因子フアクターを上う手まいこと使いこなせてないんだが……なんか、奴隷化？した人間の、因子パラメーターを自由に閲覧できるらしい」

　そう言うと、アイリは真顔になった後、再び怯えたような表情で自らの肩を抱いた。続いて赤面すらしながら、自分の身体をさわさわして確認する。

「……安心しろ。スリーサイズとかそういうのはわから──」

【上から88　56　86　体重44kg　身長は１５７cm】

「──ってわかるのかよ！」

　表示された文字に思わずツッコミを入れてしまう。

　アイリは涙目になりながら、身を乗り出して将人の首にナイフを突きつけた。

「オーライオーライ！　もう見ない！　絶対見ないから！」

「っ！」

　将人が両手を挙げて降参の意を示すと、アイリは恥ち辱じよくに顔を歪ゆがませながら腕を組んでそっぽを向いた。いきなり崩せそうにない壁を築き上げてしまったように思われたが、

「……立花アイリ。16歳。出身はアーガスシティの内郭インサイド。育ったのは外郭アウトサイド。所属は雑伎団サーカス……見ての通り殺し屋よ」

　アイリは、ぼそぼそっと自分の生い立ちを口にした。

　見ての通りと言われても、制服を着ているし、見た感じ普通の女子高生だ。普通と違うところをあげるとすれば、かなりスタイルがいいことと美人なことだろう。

「雑伎団サーカスは外郭アウトサイドの殺し屋組織。あたしは上に命令されてあんたを殺しにきた。どう？　これで満足？」

「ああ……えと……立花って呼べばいいか？」

　将人が問うと、アイリはテーブルに頰ほお杖づえをつきながら目を細めた。

「……苗みよう字じは嫌いなの。アイリでいい」

「そっか……答えてくれてありがとな、アイリ」

「……勝手に自分のプライバシー見られるより自分で言った方がマシってだけよ……」

　恥ずかしいのか、アイリは一度も将まさ人とに目を合わせず、ふんと鼻を鳴らした。

　アイリが答えたのを横目で見て、黒髪の方が胸の中央に手を当てながら姿勢を正した。

「リゼット・ドラクロワと申します。16歳。生まれも育ちもアーガスシティの外郭アウトサイド。見ての通り、ローグカンパニーの処刑人です。私も呼びづらいと思いますので、リゼットと呼んでいただいて構いません」

　アイリとは違い、リゼットと名乗った少女は礼儀正しく自己紹介をした。

　こちらはスーツ姿で殺し屋っぽいが、顔立ちは幼く、童どう顔がんだ。背は女の子にしても低い。やはり殺し屋と言われてもぴんとこなかった。

【覚かく醒せい者名、リゼット・ドラクロワ　俗称『処刑人ギロチンズ因子フアクター』】

【身体強化ＳＴＲ　15】

【知能指数強化ＩＮＴ　×】

【感覚強化ＡＧＩ　５】

【第六感強化ＣＨＲ　２】

【精神強化ＭＮＤ　２】

【リアライズデバイス『ダンデライオン』】

【ＥＸＰスキル　《アンチマテリアル》《アンチバレット》】

　意識してしまったためか、リゼットのパラメーターも表示されてしまう。

　リゼットは将人が何も無い宙を見つめているのに気づいて、顔を赤くして口をもごもごさせながら身体からだを捩よじらせた。

「……あの、それから、そのぅ……スリーサイズは」

「い、言わなくていいよ。俺が意識しなければ出てこないみたいだから、気をつければ大丈夫だ」

　将人の言葉を聞いて、リゼットがホッと胸を撫なで下おろす。

　すると横にいたアイリが、いろいろと小さいリゼットを見下すようにして笑った。

「それって、意識するまでもないくらい貧弱ってことじゃん？」

　アイリの言葉にハッとして、リゼットは自分の胸に手を当てながら泣きそうな目で将人を睨にらんだ。

「そういう意味じゃねぇって！　あぁもうっ、話を戻すぞ。それでその……雑伎団サーカスが殺し屋の組織ってのはわかった。ローグカンパニーは何なんだ？　一応両方とも名前は聞いたことあるけど、外郭アウトサイドのことはよく知らないんだ。できれば教えてほしい」

　将人が懇こん願がんすると、リゼットが目を瞑つぶって口を開く。

「ローグカンパニーとは、外郭アウトサイドの一区画を統治している組織です。区画の住民はお世辞にも柄がらがいいとは言えませんので、彼らが犯罪行為を行わないように治安を維持するのが主な活動内容です。殺しは、その一環だと思っていただければ……」

　リゼットが言うと、横のアイリが鼻で笑った。

「噓うそつき、ようはただのマフィアでしょ」

　リゼットがムッとする。

「……言葉には気をつけていただきたい。我々の仕事は処刑だけではありません。ましてあなた方のような金さえ払えばどんな人間でも殺すような、下げ卑びた連中と一緒にしないでください」

「うちは殺しだけだけど、あんた達は他にもあくどいことやって潤うるおってるくせに」

　二人の空気に殺意が混じる。リゼットが両手に銃を出現させ、アイリもそれを読んでいたのか太もものベルトからナイフを引き抜いた。

「はい、そこまでな」

　将まさ人とが頭の中で『デバイスを消せ』と命令すると、手に持っていた二人の武器が霧む散さんした。どうやら目的がはっきりしていれば、頭の中で命令を下すことで奴ど隷れいを簡単に従わせられるらしい。

　将人はうんざりした顔で嘆たん息そくする。

「二人が微妙に敵対してんのはわかったけど……今重要なのはそこじゃない。俺が問い詰めたいのは、どうして俺がその二つの組織に命を狙ねらわれなければならないかってところだ。確かに『覇王因子ヴアンキツシユ・フアクター』とかいうもんの覚かく醒せい者になっちまったけど、だからって殺されるようなことをした覚えはないぞ」

「「…………」」

「だいたい、『王の因子』ってなんなんだ……？」

　アイリとリゼットは、そんなことも知らないのか？　とでも言いたそうな顔をした。

「王という名の通り、単独で世界に影響を与えるほどの力を有しています。たった一人で軍隊を作ることも可能とか……私も遭遇したのはあなたが初めてですが、野の放ばなしにできないのは当然と言えるでしょう」

「『王の因子』に目覚める奴やつは人格破は綻たん者よ。とてもまともな人間じゃないわ。外郭アウトサイドで勢力をまとめ上げている奴らは、だいたい『王の因子』に覚醒した連中だからよく知ってる。独善的だったり、破滅的だったり……何かしら頭のネジがぶっ飛んでるわ」

　他にも『王の因子』を持つ者がいることがまず驚きだったが、そんなものに目覚めてしまった自分が一番驚きだった。

「お……俺以外にもたくさんいるのか？」

「はい。現在確認されているのは、《雑伎団サーカス》の『女王』。外郭アウトサイド解放を謳うたう《革命軍》統治者の『英雄』。因子フアクターを持たない者や因子が暴走傾向にある不ふ憫びんな者達をまとめ上げている、《招かれざる者達》の『冥めい王おう』。最近出現した、詳細不明の『魔王』です」

「…………」

「そして、五人目の覚かく醒せい者……因子の名が覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターであるのなら、あなたは『覇王』なのでしょう」

「……オーケーありがとう。ちょっと失礼」

　将まさ人とはリゼットとアイリに無表情で礼を言うと、しばらくぼんやりとレストランの天井を見つめてから、いきなりゴンッとテーブルに額ひたいを打ち付けた。

　アイリとリゼットは特に動どう揺ようした風もなく、奇行に走った将人を見ている。

「あー……痛ってー……痛てーちくしょー……夢じゃないんだこれー。何だよ『女王』とか『魔王』とか『覇王』とかさー。初耳っていうか時代錯誤も甚だしいっていうか、ここにきて『冥王』とかファンタジーかよ……頭おかしいよバルタザール」

　将人はこんな因子を作ったバルタザール・アシモフに対して心底呆あきれた。

　やたらと切羽詰まった様子の将人に、アイリが訝いぶかしげな顔をする。

「何テンパってんのよ。異常者のくせに」

「異常者って……まともかどうかは知らねぇけど、そんなこと勝手に決めんなよな。これでもそれなりにがんばって真面目まじめに生きてきたんだぞ、俺は」












　頭を搔かきながら、将まさ人とは愚ぐ痴ちのように零こぼした。

　アイリとリゼットの顔がますます怪け訝げんそうになる。

「あんだけのことをしておいて何が真面目まじめよ。頭沸いてんじゃないの？」

「私も気になっていました。あなたは二重人格者か何かですか？」

　将人は自分の認識と二人の認識が嚙かみ合わず、げんなりした。

「……ちなみに聞くが、俺を殺そうとしている依頼人は誰なんだ？　二人とも、俺のことどんな風に聞かされてる？」

「依頼人なんかいないわ……あんたが悪人で、『王の因子』に覚かく醒せいしたから、うちの『女王』が殺せとあたしに命令したのよ」

「同じく。ローグは世界に混こん沌とんを招く『王の因子』を見過ごすことはできません。まして、あなたのような極悪人を野の放ばなしにはできない」

「極悪人って、どうして!?　善人だとは思わねぇけど悪人なんかじゃねぇって！」

　将人が弁明を図ろうと、大声を上げて身を乗り出す。

　アイリは将人の言い分を信用していないようだったが、リゼットは探るような目で将人の顔を覗のぞき込こんでいた。

「依頼人はいませんが、情報提供者がいたことは確かですので、あなたが今までどれだけの悪行を重ねてきたのかは存じています」

「……悪行……二人とも言ってみてくれ、全部だ」

　将人が問うと、二人はきょとんとした。

「「殺人、窃せつ盗とう、強盗、誘拐、強ごう姦かん、詐さ欺ぎ」」

　完全に声をシンクロさせて、二人が淡々と将人の罪状を述べる。

「政治家の邸宅に爆弾しかけたり、幼女監禁して10年間飼ってたんでしょ？」

「殺した相手の肉を近所のスーパーの肉と入れ替えるという悪戯いたずらもしていたとか」

「待て待て待て待て！　いくらなんでも盛りすぎだろ！　どれ一つとして身に覚えがねぇっつうの！」

　机に両手をついて、将人は立ち上がった。生まれてこのかた万引きどころか自転車の二人乗りすらしたことがない自分には、何もかも覚えがない。

　アイリはコップの氷を囓かじりながらつまらなそうに将人を見ていたが、リゼットは机に両りよう肘ひじをついて鋭い目で将人を見つめていた。

「言っておきますが、少なくとも私は何の確証も無くあなたの命を狙ねらっているわけではありません。我々ローグカンパニーは、義と道理を重んじます。虚偽の情報に踊らされることはまずあり得ない。提供者から送られてきたあなたの情報は、信しん憑ぴよう性せいのあるものでした。これを見てください」

　リゼットがポケットから携帯を取り出して、将人に差し出す。

　画面に映った将まさ人との履歴書らしきものを見る。

　確かに生年月日や家族構成は将人の認知する通りだった。

　しかし、画面が切り替わって動画が流れ出したところで、将人の顔が強こわばった。

　バットで男を撲殺する自分自身。煙草たばこ屋やの店主らしき老人を銃で脅して金を持ち去る自分自身。中には見ていられないほど凄せい惨さんな行いをする自分の姿が映し出されていた。

　思わず口元を押さえて、吐き気に呻うめいた。

　アイリが顔をしかめる。

「ちょっと、この程度でうろたえないでよ。外郭アウトサイドじゃ日常的に起こってることだし、だいたい全部あんたがやったことでしょうが？」

「ふざっ……けんな……俺にこんなこと……できるわけねぇだろっ……！」

　涙目になりながら将人が嘔おう吐とを堪こらえていると、リゼットがさらに続ける。

「鑑定師にも確認を取りました。彼は因子フアクターの力で直接検査せずとも、映像を見ただけで本人かどうかを確認できる。これは紛まぎれもなくあなたです」

「そんなわけねぇだろっ。だいたい俺は外郭アウトサイドに行ったことすら無いんだぞ!?」

　涙目になりながら弁明を口にする将人を、リゼットは黙り込んでますます探るような目つきで見た。

　アイリが、白い脚を組んで頰ほお杖づえをつく。

「もうどでもいいわよ。あたし達雑伎団サーカスはターゲットがどんな奴やつだろうと関係ないわ。要望があれば誰でも殺す。あたしからあんたに言いたいことは一つだけ。首輪を解かい除じよして、さっさとその命差し出してくんない？　あんたの存在はこの世界にとって迷惑なんだってさ」

「お前なぁ！　俺の立場になって考えてみろよ！　こんな理不尽なことがあるか!?」

「あたし達はローグの連中と違って、殺しは全部自分のためにやるのよ。言い訳も大義名分も振りかざさない。だからさ、あたしのために死んでよ？」

「断る！　そんな道理が通るか！」

　怒鳴りつける将人の首に、目にも止まらぬ速さでアイリのナイフが押し当てられる。

「道理なんてクソ喰くらえだわ。雑伎団サーカスは二度の失敗は許さない。こっちはリーチかかってんのよ……！　あんたを殺さないとあたしが殺される！」

　苦く渋じゆうに満ちた瞳ひとみが、アイリの背負う闇やみを映し出す。

　将人は一いつ瞬しゆん怖おじ気けづきそうになったが、腹を決めて制服のネクタイを緩めた。

「いいぜ、止めたりしねぇ。やってみろ。俺を殺せば、どうせお前も死ぬんだ……！」

「……っ！」

　首に当てられたナイフが、薄うす皮かわを切り裂く。

　しかし肉に届く寸前で、アイリはナイフを引っ込めた。

　将まさ人とは内心ほっとしながら、顔を引き締める。

「とにかく、お前らが俺を殺さないと誓うまで、俺はその首輪を解かないからな。お前らの上司に言っとけ、とんだ人違いだってな！」

　将人の言葉にアイリは舌打ちし、リゼットは目を閉じた。

「そうはいきません。あなたが『王の因子』に覚かく醒せいしたのは事実です。その力……覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは、野の放ばなしにすれば世界に混こん沌とんを招く。現に他の『王の因子』覚醒者は巨大な勢力を作り上げ、外郭アウトサイドの均衡を崩し始めている。あなたの人を奴ど隷れいにできるという力は、人間を支配するという面において、おそらく最強の性能を持っています。ローグの処刑人として、見過ごすことはできない」

　リゼットの言葉に、将人はぐぅの音も出ずに椅い子すに腰を下ろした。

　強制的に殺されないようにはできたが、問題は山積みだった。

　こんな因子フアクターに目覚めて、これからどうすればいいのだろう？

　考えられる道は二つ。因子軍ギアフアクターズに出頭するか、外郭アウトサイドへ逃げるかのどちらかだ。家族に迷惑をかけないためにも、前者が妥当なのだろう。まだ何もしていないのだし、自分から因子軍ギアフアクターズへ連絡を取れば悪い結果にはならないはずだ。反社会的因子に目覚めてしまったのだから、兵士として受け入れてもらえる可能性だってある。

「因子軍ギアフアクターズへの出頭を考えているのでしたらおやめください。ローグと雑伎団サーカスは彼らと敵対関係にあります。私を連れて行けば確実に敵と見なされますし、同時に、私はあなたを野放しにするつもりはありません」

　将人は頭を抱えた。

　リゼットの言う通りだ。因子軍に出向いても、今は悪い結果にしかならないだろう。

「じゃあどうすればいいんだ……外郭アウトサイドへ逃げればいいのか？」

　話の流れから察するに、この場合どこへ逃げても一緒な気がしてきた。

　自分を殺しに来た連中にこんな弱音を口にするのは実に間抜けだったが、今はもうなりふりかまってる場合じゃない。

　リゼットが瞼まぶたを開けて、サファイアのような瞳ひとみを将人へ向ける。

「……私はあなたを処刑すべきかどうか決めかねています。少なくとも、今目の前にいるあなたは……私には悪人に見えない」

「リゼット……」

　リゼットは目を伏せて、少しだけ声の調子を和らげながら続ける。

「私はこの女のように、道理の通らない処刑は行いません。もしも情報と異なる人物だとしたなら……あなたを処刑することは私の信念に反する」

「わ、わかってくれたのか！」

　感動する将人だったが、リゼットの表情はすぐに冷たくなった。

「いいえ。真実を確かめる必要があるというだけです。この一件、どうにもきな臭い。覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの持ち主なのは事実のようですが、情報提供者は虚偽の情報であなたを殺そうとしている可能性がある。あなたが何もしていないのなら、これは道理の通らない仕事です。『王の因子』覚かく醒せい者だとしても、善人であれるのなら私が殺す理由はありません」

　きっと生き真面目まじめな性格なのだろう。リゼットの声には芯しんが通っていた。

　リゼットは、「そこで」と付け加えて、自分の胸に手を当てた。

「私はあなたの身を守りながらローグと連絡を取り、真相を突き止めようと思います」

「……お、お前が、俺を守る？」

「はい。不本意ですが仕方がありません。ローグや雑伎団サーカス以外にも、あなたを殺害しようとしている者がいるのは確かです。ローグのボスは『王の因子』覚醒者ではないので、私から連絡が取れさえすれば止められるかもしれませんが、雑伎団サーカスの『女王』はあなたの抹まつ殺さつを中止することはないでしょう。革命軍の『英雄』も、必要な犠牲を厭いといません。これからあなたは王達に命を狙ねらわれ続けることになります」

　他の王達に命を狙われる。にわかに信じられない話だが、現に目の前の二人が殺しにやってきたのだから信じざるを得なかった。

「まず、情報提供者を見つけ出し、情報の真偽を確かめ、殺すべきか否かを決めさせていただきます。あなたが悪人ではないと確認できた場合は、因子軍ギアフアクターズに投とう降こうしたいのであればそれで構いませんし、一いつ旦たんあなたの身み柄がらをローグで保護することもできます。好きな道を選んでください」

「…………」

「とにかく、それまでの間、私があなたを守ります」

　口調は冷たかったが、将まさ人とは藁わらにも縋すがる気持ちでリゼットの手を取った。

「ありがとう……本当に助かるよ！」

「べ、別にこれは……あなたを助けるためではありません。自分の信念に従っただけで、礼を言われる筋合いは……」

　びっくりして肩をすくませ、リゼットが口をあわあわさせて目を見開く。

「それでも感謝だ……！　こんな力に目覚めちまって、正直俺一人じゃどうしたらいいかわからなかったんだ……！」

　自分を殺しに来た相手に感謝するというのもおかしな話だが、将人は心からのありがとうをリゼットへ贈った。

　リゼットの顔がほんのりと赤く染まる。

「あ、あの……手を、放してください。男性に触れられるのは慣れていないのです……」

　視線をきょろきょろさせながら、リゼットが恥ずかしそうに下を向く。

　正人は軽く謝罪しながら手を放した。

　同時に、アイリが片手で髪をかき乱しながら席を立った。

「くっだらない。勝手に殺し屋とターゲット同士でいちゃついてなさいよ。あたしにそういう趣味ないから」

「お、おい、どこ行くんだ？」

「あんたには関係ないでしょ。雑伎団サーカスはあんたが悪人だろうが善人だろうが、『王の因子』覚かく醒せい者なら殺す道を選ぶわよ。ローグだってわかったもんじゃないわ。『覇王』を囲ってるなんて他の組織が知ったら全力で潰つぶされるだろうから、案外あんたを騙だまして殺すかもよ？」

　リゼットが腰を浮かせて怒りを顔に浮かべる。

「訂正してください！　我々はそのような外げ道どうには走りません！」

「どうかしらね？　『覇王』を守ることでローグにどんなメリットがあるっていうの？　こいつと一緒に世界中から命を狙ねらわれるのなんて御免よ。それより、あたしは自分でこの首輪を解く方法を探すわ」

　アイリは吐き捨てるように言って歩き出す。

「いいのですか？　彼が死ねばあなたも死ぬのですよ」

　去ろうとするアイリに流し目を送りながら、リゼットは静かに言った。

「あなたが首輪を解く方法を見つけるよりも先に、彼が殺される可能性の方が高いと思います」

「…………」

「もっとも、私が彼を守るのですから、そんな心配は無用ですが……言い換えればこれはつまり──私があなたを守ってあげているのと同義になっていますね」

　くふっ、と笑いながら、リゼットが挑発する。

　アイリの瞳ひとみが鋭くなり、殺意が篭こもった。

「調子に乗らないでよね雑用……いい子ちゃんぶっちゃって反へ吐どが出るのよ。義がなんだと囀さえずるそのピンク色の唇、そぎ落としてあげようか？」

「自分の命すら捨てることのできない腰抜けに凄すごまれても、怖くはありませんね。あなたからは義を理解できないドブ鼠ねずみの匂においがします。害がい獣じゆう駆く除じよは専門外ですが、私もこれ以上は匂いに我が慢まんできません」

　殺し屋特有の濁にごった視線がぶつかり合う。

　ここはアーガスシティの市街地のファミレスだ。もしトンネルでやらかしたような場違いすぎる戦闘を行えば、すぐに因子軍ギアフアクターズが飛んでくる。

　二人の相性は最悪。《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》でいくら止めても、同じことを繰り返すだろう。

　将まさ人とは意を決して、机に思い切り両手をついて立ち上がった。

　けたたましい音に驚いて、アイリとリゼットが将人を見る。

　将まさ人とは、

「──二人とも、提案がある」

　この状況を解決するのに最善の方法を思いつき、それを二人に伝えるのだった。





　　　　◆◆◆



　妹が、りんごが泣いている声がする。

　何をそんなに泣き喚わめいているのかと瞼まぶたを開けると、目の前に血だまりが広がっていた。

　血だまりの中で、りんごが誰かに寄り添っている。

　右腕の無い少年だ。切断面から血を垂らしているその少年に、将人は見覚えがあった。

　少年が将人に気づく。彼は血の気の失うせた青い顔で、将人に言うのだ。

『大丈夫だよ。二人は僕が守るから』

　その言葉に、将人の瞳ひとみに涙が溢あふれた。少年は将人の頭を左手で撫なでながら、微笑ほほえむ。

『君は僕みたいになっちゃだめだ』

　撫でてくる手が心地よくて、将人の目からますます涙がこぼれる。

『君とりんごがちゃんと生きることが出来るような世界を、僕は作りにいく』

　少年の左手が頭から離れる。

　そして今度は、見えない何かが頭を撫でた。

　それはまるで、失われたはずの少年の右手のように思えた。

『心配いらないよ。絶対に二人を巻き込んだりはしないから』

　少年の顔が見えなくて、将人は泣きじゃくった。

『目が覚めればいつも通りの朝がくるから……全部忘れて、普通の生活に戻れるから』

　失われた右手の温ぬくもりだけが、少年の存在を教えてくれる。

『君にはちゃんと、正しい道を歩いてほしい』

　優しげに微笑む少年の顔が、頭の中から消えていく。

　いつもそうだ。悲しくて、悔しくて、どうしようもないほど手を伸ばそうとも、少年は頭の中から消えていく。

『僕は因子フアクターの存在しない世界を作る。君やりんごが、笑ったまま生きていけるような世界を……』

　この優しい声を忘れたくないのに、

　いつだって、彼の顔も声も、名前すらも、忘れてしまう。


　　　　◆◆◆






「──ッ……！」

　目が覚めると、見知った天井があった。

　寝汗に濡ぬれた額ひたいを手で拭ぬぐい、夢の情景を思い出そうとする。

　確かに夢を見ていたはずだ。けれどその夢は、手に掬すくった水のように、いつだって零こぼれ落ちていってしまう。

「ダメだ……また思い出せねぇ」

　悪態を吐つきながら、将まさ人とは体内でうずく異質なものに対して命令を下す。

　目の中に文字が浮かび上がった。

　因子フアクターの取り扱い説明書。

　将人はその文字を見て、昨日の出来事が夢ではなかったことを改めて思い知った。

　頭の中で情報の提示を命令すると、覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターのパラメーターが表示される。

　昨夜寝る前に試したところ、いろいろと覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターについて知ることができた。

　まず、《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》は投げた後も、ある程度意思を送ることで操作可能。ただし射程は10メートル。その範囲でなければ対象を奴ど隷れい化させることはできない。一度奴隷化させてしまえば、その奴隷と繫つながっている鎖は無制限に伸びる。

　首輪つき以外の鎖も展開可能。ただし、ただの鎖でしかないため攻撃には向かない。せいぜい自分の身体からだに巻きつけて防御を高められる程度。強度は最高。核爆発にも耐える。

《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》が真価を発揮するのは対象を奴隷化させた後だった。奴隷の身体を強制駆動させられるだけでなく、視覚、聴覚、触覚、そしてダメージすら同調、もしくは盗むことができ、逆も可能だとのこと。

　奴隷の居場所も鎖で繫がっている限りは、即そく座ざに察知できるらしい。

（……知れば知るほどとんでもない因子だ）

　頭が痛くなってくる。

（だいたいなんで俺が『覇王』なんだ？　俺の人生にそんなもんに目覚める要素が一つでもあったか？）

　断じて無い。慎つつましく生きてきたはずだ。『覇王』という名に相応ふさわしい、武力による侵略や征服などとは縁えん遠どおい道を歩んできたはずだ。

（リゼットの話じゃ、これから他の王から刺客がどんどん送られてくるらしいけど……もし本当に襲ってきたら、どうすりゃいいんだ。確かに覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターはとんでもねぇと思うけど、どう考えても戦闘向けじゃないだろ、これ……）

　自分のくそったれ因子に対して悪態を吐きたくなったが、今は考えても仕方がないことだと頭を切り替えた。

　気を取り直して、額を拳こぶしでとんとん叩たたきながら、将人は意識を集中させる。

　奴隷……と呼ぶのはいささか気が引けるが、アイリとリゼットの居場所を確認する。

　まだ満足に因子が成長していないため詳細な座ざ標ひようまではわからないが、頭の中で距離と方角は把握できた。

（アイリは……親父おやじが使ってた書斎にいるな。リゼットは……あれ？）

　将まさ人とはベッドから上半身を上げて飛び起きた。

「いない……？　距離と方角は──」

　慌ててリゼットの居場所を探る将人だったが……。

「んにゅ……」

　自分の真横で妙な声が聞こえたことで、将人は隣を見た。

　リゼットが隣で安らかな寝息を立てて眠っていた。

　疑問に思うよりもまずその姿に目がいってしまう。

　リゼットは黒一色ではなく、子犬のプリントがついたパジャマを着ていた。おまけに、アリクイのような生物の人形を抱いている。

「リゼット!?　何でここに……！」

　思わず誰にも見られていないか周囲を確認してしまう。

　リゼットはむにゃむにゃしながら軽く寝返りを打っている。

　しっかりと片手に人形を抱いているものの、はだけたパジャマから覗のぞくささやかな胸が彼女が女であることを否いやが応でも認識させた。

　こうして見ると本当にただの女の子だ。整った黒髪も絹のような肌も、まるで精巧に作られた人形のようである。歳とし相応……よりは少し下に見えるが、こんな後輩がいたらさぞ可愛かわいいだろうなと思ってしまう。

「……パーパ……」

　桃色の唇から漏れた一言に、将人の緊張が解ける。父親に甘える歳じゃないだろうと突っ込みたいところだが、なんだか妙にホッとしてしまった。

　しかし、何な故ぜこの子はここにいるのだろう。

　将人はリゼットを起こすために、肩を手で揺らそうとした。

　その瞬間──リゼットの目がかっ開いたかと思えば、突然人形の中から二に挺ちよう拳けん銃じゆうを取り出して将人の額ひたいに押し当てた。跡がつきそうなほどゴリゴリと銃口を押し付けられて、将人は無条件でホールドアップした。

「落ち着けリゼット！　俺だ！　桐き生りゆう将人だ！　お、お、覚えてるよな!?」

　濁にごった瞳ひとみで将人を捕ほ捉そくしていたリゼットだったが、両手を挙げて無害を主張する姿を確認して、銃を引っ込めた。

「すみません。私の因子フアクターには第六感強化ＣＨＲがあるので、邪よこしまな感情には敏感でして。おはようございます、桐生将人さん」

　寝起きはいい方なのか、目を擦こすりながら礼儀正しく頭を下げる。

　ほっと息を吐ついて、将人はベッドの上で正座をしながらリゼットと向き合った。

「おはよう……寝起きのところ悪いんだが、何で俺の部屋にいるんだ？　アイリと一緒に親父おやじの部屋を使えって言ったよな？」

「そのことですか。昨日も言いました通り、私はひとまずあなたを守ると決めた。刺客に寝込みを襲われる可能性を考慮して、横に控えさせていただきました」

　控えるというか横で添い寝してたようにしか見えなかった。

　春といってもまだ肌寒いので、無理もないと言えば無理もないが。

「ところで、男に触れるのは慣れてないんじゃ？」

　将まさ人とがそう言うと、リゼットがハッとして顔を赤らめた。

　微妙に不満そうに、頰ほおに空気をふくんでいる。

「し、仕方がないではないですか……仕事と私情は別です」

「昨日俺を殺そうとしてた奴やつが横で寝てるってのも、不思議な光景だ」

「別にあなたを信用したわけではありませんからね？　眠っていようと、あなたが邪よこしまな感情を抱けば、さっきのようにいつでも脳天をぶち抜くことができるのですからっ」

「まあ、確かにそうだけど」

「な、何よりっ、誰もあなたのようなどこの馬の骨とも知れない輩やからの横で眠ることを望んでいるわけではありませんので、誤解なきよう願いますっ」

　ぷんすかしながらキリッと口を一文字に結ぶが、犬パジャマと人形のせいでいまいち締まらなかった。

　将人はなんとなく気が緩んだ。

　外郭アウトサイドで生きてきたと言っても歳としは同じくらい。恥ずかしがったり虚きよ勢せいを張ったり、父親を恋しいと思ったりもするだろう。

　和んでいると、突然リゼットが目を見開いて銃口をドアへ向けた。

　──ドガッ！

　けたたましい音と共に、将人の部屋のドアが蹴け破やぶられる。

「…………」

　将人とリゼットの視線の先には、下着同然の姿でナイフを持ったアイリがいた。

　将人はアイリの無防備な姿に挙動不審になる。リゼットと違って、アイリはスタイルがいい。細いところは細く、出るところはしっかりと出ており、全体的に柔らかそうだ。目のやり場に困るどころの話ではなかった。

　アイリは殺気立った瞳ひとみで、将人の部屋の隅から隅まで視線を走らせる。

　そして最後にリゼットを見た。

「……さっき引き金に指をかける音がしたけど……あんた？」

「殺し屋のくせに登場がけたたましすぎるでしょう」

　呆あきれたように指摘してくるリゼットに、アイリは寝起きの不機嫌そうな目を向ける。

「答えなさいよね。あんたなの？」

「……私です。とんだ早とちりでしたね」

　リゼットが先に銃を下げると、アイリもナイフを太もものベルトへ収納した。

　アイリは明らかに寝ぼけており、髪もボサボサだった。しかしあのわずかな音を聞きつけて飛び込んでくるあたり、警戒心だけはどんな時でも鋭いのだろう。

　寝ぼけ眼まなこのアイリを鼻で笑いながら、リゼットは呆あきれたように首を横に振る。

「引き金に触れた音を聞いて飛んで来る……その感覚強化ＡＧＩはたいしたものだと誉ほめてあげたいところですが、隠密性に欠けますね。殺し屋ならば殺気を消すくらいのことをしたらどうです？」

「ふん……殺気を感じ取ったってわけ？　暴力馬鹿のくせに一丁前に第六感なんか上げてるんじゃないわよ……あーもう……最悪の寝覚め」

　アイリはぼんやりとした顔で将まさ人とを見た。

　将人は必死に目を逸そらしながら、彼女の肢し体たいを見ないようにする。

「桐き生りゆう将人……洗面所どこ？　顔洗いたいんだけど」

「……そこを出て、左の突き当たりだ。ト、トイレの横に……」

「あ……そ……」

　不機嫌そうに、アイリが背中を向ける。

　下着の食い込んだ張りのある柔らかそうなお尻に目が留とまってしまう。

　同じものを見ていたリゼットが、軽けい蔑べつの眼まな差ざしをアイリに向けた。

「下品な人ですね……ストリーキングの趣味でもおありなのですか？」

「……は？」

　何言ってんだこいつ、みたいな顔でアイリが振り返る。

　そして将人とリゼットの視線の先にある自分の身体からだに目を落とした瞬間。

　寝ぼけていたアイリの顔が、見る見る内に赤くなっていった。

「ぅぁ……っ！」

「まさか自分で気づいていなかったとは、ほとほと呆れます」

　リゼットの指摘を聞いてか聞かずか、アイリは真っ赤に染まった顔を将人へ向けた。

　目が合って、嫌な予感に将人はだらだらと身体中に汗を流す。

　案の定、次の瞬間ナイフが飛んできた。悲鳴もあげられず、将人は服ごと壁に磔はりつけにされた。

「っ……忘れろ……！」

「わ、わす、わすれ──」

「忘れなさいよぉ！」

　ヒュンヒュンヒュンヒュン！

「忘れましたぁ──ッ！」

　身体からだの型抜きができあがるほどにナイフを投げられ、将まさ人とが声を張り上げる。

　アイリは胸元を手で隠しながら部屋を出て行った。

　将人はずりずりと壁からずり落ちながら、涙目を天井へ向ける。

（自分で提案したこととは言え……なんでこんなことになっちまったんだ）

　現在、アイリとリゼットは桐き生りゆう家の一軒家に居候していた。

　昨晩将人がアイリに提示した交渉条件は、『情報を流した奴やつを見つけるまで俺を守れば、首輪を解かい除じよしてやる。その後は好きにしろ』というものだった。アイリは行くあてが無かったこともあり、しぶしぶではあったがこの条件を飲み、将人のボディーガードとして彼のそばにいるのだった。







　香ばしい匂においに食欲を刺激されながら、将人はフライパンから黄色の玉子焼きを皿へ乗せていく。

　次にソーセージ、レタス、茹ゆで上あがったブロッコリーを添えておかずの皿は完成。

　トーストが焼きあがる音が響き、バスケットに一枚ずつ入れていく。ついでにマーガリンに蜂はち蜜みつを垂らしてスプーンで混ぜていると、リビングの向こうから車輪が回転する音が聞こえてきた。

　将人が顔を上げると、車くるま椅い子すに乗った母親の姿があった。

「おはよ～マサく～ん」

　いつもののんびりとした表情を浮かべて、おっとりとした口調で朝の挨あい拶さつをする。

　将人は身につけていたエプロンを外しながら、笑顔を返した。

「おはよう、お袋。飯、できてるぞ」

　将人が言うと、わーいと子供っぽく手を上げて、将人の母、桐生詩し織おりは車椅子を動かしてテーブルについた。どう見ても20代にしか見えないが、これでも二児の母である。

　芸術家だった父親が亡くなり、未覚かく醒せい者であった母は二人の子供を育てるために海底作業の仕事に就かざるを得ず、帰ってきた時には凍傷の悪化で足が動かせなくなっていた。

　現在は働くことができないので家の収入はりんごに頼り切りだが、兄妹きようだいがここまで大きくなれたのも全すべて母のおかげだった。

　明るくも強い母なのだ。

「およ、パンなんて珍しいね。アイリちゃんとリゼットちゃんのため～？」

　詩織は人数分の牛乳をコップに注つぎながら、わざとらしい流し目を将人へ向けてくる。

「ああ……なんか、ご飯よりもパンって感じするだろ？」

　適当にはぐらかしつつ、将人もテーブルにつく。

「昨日はお楽しみだったの～？」

「おいコラ母親。事情は話しただろうが」

「だって～、マサ君がおうちに女の子連れてくるのなんて今まで無かったんだも～ん」

　嬉うれしそうにしながら下品な詮せん索さくをしてくる母親に、将まさ人とは目を線にする。

　すっとぼけた態度はいつものことなので気にしないのだが、さすがの将人も昨日のあっさりした対応には、母親の家主としての責任を追及したくもなった。

　アイリとリゼットをどうにかこうにか味方（？）につけた将人は、ひとまず宿をどうするか決めることになった。しかしこの歳としで両手に華状態でホテルに泊まるという大冒険はさすがに遠慮しておきたかったので、最後の手段として自宅という選択肢を二人に提示したのである。

　リゼットは律儀にも、将人の家族に迷惑をかけるわけにはいかないと遠慮していたのだが、その心配は無いという将人の読み通りの結果となった。

　二人は他の海上都市からの転校生であり、寮の手違いで部屋を手配できなかった……などという誰がどう考えても噓うそだとわかる理由で、居候の許可を得ようとしたのだが、

『おっけ～い！』

　まさかの即決Ｖサインだったのである。家主である詩し織おりのこの一言には、アイリもリゼットも顔を引きつらせていた。

（今回ばかりはお袋ののん気さに感謝しなきゃだが……）

　母としてどうなんだ、と将人は思う。

「俺らはそういうんじゃないから。お袋も変な詮索しないでくれよな。迷惑かけて悪いと思ってるけど……」

「うふふ～、多感なお年頃だもんね～。お母さんってば野や暮ぼだったわ～」

　ぽっ、とわざとらしく頰ほおを染める母に将人はうんざりする。

　丁度その時、制服に身なりを整えたリゼットがリビングへやってきた。

「おはよ～リゼットちゃ～ん」

「詩織さん。おはようございます」

　詩織がぷらぷらと手を振りながら挨あい拶さつすると、リゼットは恭しく頭を下げた。

　昨夜の物ぶつ騒そうなイメージからかけ離れた礼儀正しさだった。

　リゼットは黒スーツではなく、今は学園の制服を着ている。

　詩織が学生の頃に着ていた制服だが、少々だぼだぼではあるもののよく似合っていた。

「ご迷惑をおかけしてすみません。いきなり押しかけておいて、まともに挨拶もできず。その上制服まで借りてしまって……」

「いいのいいの～。家族が増えたみたいで楽しいし～。制服も、似合ってるみたいでよかったよ～」

「このご恩は必ずやお返ししますので、もうしばしのご無礼をお許しください。桐き生りゆう家の方々には一切の危害が及ばぬよう、命を賭として守らせていただきますので、いつも通りの日常をお過ごしください」

　斜め45度の完かん璧ぺきな礼。数日寝泊まりする程度のことで命までかけられて、詩し織おりはきょとんとしていた。やはり外郭アウトサイドの人間はちょっと常識がずれている。

　その時、突然詩織が車くるま椅い子すから上半身を乗り出して、リゼットを抱きしめた。

「ほぇ!?」

「やーんもーかわいい～！　ちっちゃいのに精一杯背伸びしてるその姿がおばさんの心にストライクだったよ～！　遠慮しないでずっとこの家にいていいんだよ～！」

「あ、あの……私はっ」

　リゼットは手足をばたつかせるも、無む理り矢や理り引きはがすことが出来ずにもじもじする。

「恩とかそういうの気にしないで～！　おばさんがリゼットちゃんをここに置いておきたいだけだから～！」

　詩織はリゼットを胸に抱いて、彼女の頭をなでなでした。

　リゼットは顔を赤くしながら、どうしたらいいかわからないようだった。

　そこへさらに、リビングの扉を開けてアイリがやってきた。

　アイリは詩織に抱きしめられるリゼットを見てぎょっとする。

　詩織のターゲットが、リゼットからアイリへと移った。

「アイリちゃんもおはよ～、昨日はよく眠れた～？」

「…………」

　詩織の問いに、アイリは答えない。どうもこういう家庭的な空間が苦手なのか、そっぽを向いたまま目を細めて無視を決め込んだ。

　鞄かばんを持ってそのまま詩織の横を素通りしようとした時、再びアイリはぎょっとした。

　詩織が涙目になってすんすん鼻を鳴らし始めたのである。

「何よ……!?」

「アイリちゃん……朝はね、おはようございますなんだよ……？」

　外見はそう見えずとも、40かそこらのおばさんが子供みたいに泣きじゃくる光景というのは、思いのほか衝撃的だ。アイリは何な故ぜか将まさ人とを睨にらみつけた。「どうすればいいのよこれ」とでも言いたげな、鬼気迫る表情だった。

　将人が肩をすくめるのを見て、アイリは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で詩織に視線を戻す。

　詩織は上うわ目め遣づかいでアイリに無言の催促をしている。

　アイリは悔しそうに奥歯を嚙かみ締しめつつも、小声で、

「……お、おはよう」

　朝の挨あい拶さつを口にした。詩織の顔がほころんで、指でＶサインを作る。

「おっけ～い！　挨拶は元気の秘ひ訣けつだよ～。ささっ、アイリちゃんもリゼットちゃんも座って座って、マサくんの朝ごはん、おいしいんだよ～」

　ニコニコしながらテーブルにつく詩し織おりに従い、リゼットは素直に、アイリはムスッとした顔で椅い子すに座った。

　殺し屋二名と囲む食卓というのは、妙にしっくりこない。

「りんごちゃんが来るまで、もすこし待ってね～。その間に～」

　櫛くしを取り出して、詩織は車椅子とは思えないスピードでアイリの背後に回りこんだ。

「!?　ちょっ、何……？」

「二人とも髪の毛ボサボサだよ～。ちゃんとしなきゃダメよ～女の子なんだから～」

　笑みを絶やさずに、詩織がアイリの髪に櫛を通す。

「あは～っ、アイリちゃんの髪すっごく綺き麗れい～」

「っ」

　アイリは真っ赤になりながら肩を強こわ張ばらせつつも、我が慢まんしているというよりは戸惑っているようだった。

　この母を前にしては、殺し屋も形無しらしい。

　この人の能天気っぷりには、将まさ人とは何度も救われてきた。

　父が死んだ時も、母はこんな風に将人達を元気づけていたのだ。

「…………」

　詩織がリゼットの髪を梳すき始めると、ようやくりんごがリビングへやってきた。

　りんごは居候の髪を梳く母を見て、不服そうに顔を強張らせた。

　続いて将人を睨にらみつける。

（あー……怒ってらっしゃる）

　普段は鈍感な将人でも、この時ばかりはりんごの不機嫌な空気を察することができた。

　りんごはアイリとリゼットを連れてきたことに対して何も言わなかった。家計を支える柱として、部外者が家に上がりこんだことを快く思っていないのは当然なはずなのに、彼女は「勝手にすれば」とだけしか言わなかったのである。

　言葉にはせず、態度で示すのがりんごなのだった。

「りんごちゃ～ん、おはよ～」

「……おはよ」

　詩織にだけ挨あい拶さつを述べると、目もくれず玄関へ続く廊下へ出ようとする。

「りんごちゃん、ご飯は～？」

「いらない。休み終わり。これから仕事」

「えぇ～……無理しちゃ、ダメだよ～？」

「…………行ってきます」

　りんごは廊下へのドアを開けて、背を向けたまま一度も振り返らずに出て行ってしまう。

　将まさ人とは慌てて台所の包みを摑つかんでりんごを追った。

「おいりんごっ、弁当忘れてるぞ」

「いらない。食べる暇無いし」

「行きがけにでもいいから食べろって。そんなんじゃ身体からだもたねぇだろ？」

　将人の心配を耳にして、靴を履はき終えたりんごが立ち上がり、振り返る。

　りんごの目が据すわっていた。ものすご～く不機嫌そうだ。

「あにぃはいいね。女の子連れ込む余裕とかあってさ。それも二人」

「好きこのんで連れ込んでるわけじゃないんだぞ。まあその、なんだ……困ってる時はお互い様っつーかなんつーか……今日一日だけだと思うから勘弁してくれ、な？」

　将人が両手を合わせて、この通り、と平にお願いする。

「りんごが困ってる時は何にもしてくれなそうなのにね」

「？　困ってるのか？　だったら言え。兄ちゃんお前のためなら──」

「別に困ってないけどね」

　りんごはちょっとだけ口に空気を含んで、ふてくされたような顔をしていた。

　いつもはクールなのに、りんごの子供っぽい反応に面食らってしまう。

　りんごは舌を出して、目元に手を当てた。

「バーカ」

　それだけ言って、りんごは玄関を飛び出して行く。

　残された将人は、弁当を手に持ったまま困ったように頭を搔かいた。

「そりゃ他人が家に住み着くのは嫌だよな……」

　ため息を吐つきつつ、将人はりんごの出て行った扉に向けてぽつりと謝るのだった。







　20分後、家を出た将人達三人は通学路の並木道に出た。

　住宅街を抜けてこのあたりまでくると、道を行くのは中高生が主になってくる。

　将人は中高生の列に入り込みながら、アイリとリゼットに小声で話しかけた。

「……学園にもぐりこむなんて本当に大丈夫なのか？」

「舐なめないでよね。あたしはこれでも殺し屋よ。身分の偽ぎ装そうくらいしてきてるわ」

　アイリはそっけない声で言いながら、将人の横を歩く。

　彼女が昨夜制服を着て現れたのは、ターゲットである将人が学生だったかららしい。様々なシチュエーションを考慮して、偽装ＩＤや架空設定まで入念に仕込んでから内郭インサイドへやってきたとのこと。

　とはいうものの、制服のサイズが微妙に小さめなのか、胸元やお尻が少しはちきれそうだった。意外とおっちょこちょいなのか、自分のプロポーションを自覚してこのような格好をしているだけなのか。今朝の失態から鑑みるに、前者だろう。

「そういうのは別に心配してないけど……二人とも、ちゃんと普通の学生が演じられるのか？」

「暗殺はヤバい場所や組織に潜入することだってある。政治家暗殺だったり、企業の頭取暗殺だったり……潜入のための訓練は一通り受けているわ。といっても、学生の真ま似ね事ごとくらいだったら訓練なんて必要ないけどね」

　無表情のまま前を見ながら、アイリは髪を手で払った。

「そういえばアイリは内郭インサイド出身だって言ってたよな？　訓練が必要無いってことは、外郭アウトサイドに行く前はこっちで学生やってたとか？」

　将まさ人とが何気なく尋ねると、アイリは冷たい視線で将人を睨にらんだ。

　思わず、肩が竦すくみそうになる。

「調子に乗るんじゃないわよ。余計な詮せん索さくしないで」

「……わ、悪い、そんなつもりじゃなかったんだ」

　将人は萎い縮しゆくしつつも謝罪した。アイリは舌打ちでもしそうな顔で将人から視線を外し、並木道を歩く生徒達を忌いま々いましげに眺めている。

「……どいつもこいつも平和そうな顔しちゃって……見てるとイライラする。こいつらの中に自分が交ざってると思うと、生ぬるくて気持ちが悪くなるわ」

　瞳ひとみに憎しみすら込めて、アイリは内郭インサイドの生徒達を睨んでいた。

　ただ、その視線にあるものが憎しみだけとは限らない。将人には、何か……例えるならば望郷のような感情が含まれているように思えてならなかった。

　まるで、もう決して帰れない場所を遠くから眺めているような……。

　将人の視線に気づいたのか、アイリは嘆たん息そくしつつやれやれと両手を挙げた。

「安心しなさい。忌々しいけど、潜入する以上はきっちり決めるわよ。学生なんてちょろすぎてあくびが出るっつーの」

「……のわりには、お袋相手にずいぶんと狼ろう狽ばいしてなかったか？」

　将人がそう言うと、アイリはうぐっと唸うなった。

「ああいう能天気すぎる手合いはどう扱っていいかわからないってだけよっ。それよりあんた、ちゃんと約束は守りなさいよね？　情報提供者が誰かわかるまであんたを守りきれたら、即そく座ざに首輪を解かい除じよすること！　その後殺されようがなんだろうが文句言わせないからね!?」

　将人の鼻先に指を突きつけながら、アイリが眼がん前ぜんで睨みつけてくる。

　将人はアイリを宥なだめつつ、リゼットを見た。

「リゼットは大丈夫そうか？」

　将人が尋ねると、リゼットはだぼだぼな制服を気にしているようだった。

　スカートが恥ずかしいらしく、裾すそを伸ばそうと一生懸命だ。

「はい。ただ、この制服というのは……どうにも馴な染じめませんね」

「いつも黒スーツ着てそうだもんな。でもいいじゃねぇか、似合ってるぞ」

　率直な感想を述べる。もし殺し屋じゃなかったら、普通に可愛かわいい女子高生として一目置いていたかもしれない。リゼットは照れくさそうに自分の身なりを確認してから、不安そうな上うわ目め遣づかいで将まさ人とを見る。

「そうですか……？」

「おう、どう見ても殺し屋には見えない」

　何な故ぜか、リゼットがショックを受けてふらついた。

　がーん、とかそんな効果音が聞こえてきそうだった。

「見えませんか……そう、ですか……よく言われるんですよね」

「なんで落ち込む？」

「……い、いえ。少なくとも、今の任務にとっては好都合です、よね」

　リゼットは気を取り直して、キリッとした顔で拳こぶしを握ってみせた。

「問題ありません。潜入の経験はありませんが、万事抜かりないと言っておきましょう。いつでも戦える準備はしてあります」

「や、できるだけ戦わないでくれよ……」

「戦う必要は無いのですか？」

「学生なんだぞ。戦う高校生とかは漫画の中だけだ」

「……よくわかりませんが、学生の演技については全く問題ありません」

　将人が指摘しても、リゼットは自信満々で無い胸を張った。

　将人がリゼットの自信を半信半疑に思っていると、

「む。その目は信じていませんね？」

「そんなこと……ねぇけど」

「ご安心ください。予備知識は万全ですので。私も日頃から潜入が必要になるかと思い、あらかじめ学園生活というものがどういうものであるか調査済みなのです」

　リゼットが鞄かばんをまさぐり、中から本を取り出した。

「見てくださいっ」

　本のカバーを目にして、将人とアイリの顔が引きつった。

　リゼットが取り出したのは参考書や情報資料の類ではない。

　小説だった。しかし表紙には可愛らしい女の子のイラストが描かれている。

　タイトルは『高校生やりながら落ちこぼれ賞金稼ぎをしている俺だが、付き合い始めた彼女が賞金首だった件について』

「長い……タイトルだな」

「資料として状況が自分と重なりそうなものを選びました。ヒロインは二に挺ちよう拳けん銃じゆうの殺し屋で、主人公は世間的には落ちこぼれだけど実はすごい能力を秘めている賞金稼ぎなのですっ。この本は情報源として大変有ゆう用ようでした」

　興奮気味に力説しているが、先行きの不安さが増しただけだった。

「リゼット、そういう本の学園生活に憧あこがれるのはいいが、参考にしちゃダメだ。痛い子になってしまう」

「何な故ぜです？　この主人公の扱う戦闘技術は素晴らしいのですよ？　是ぜ非ひとも私の因子育成の参考に──」

「うちの学園はそんな物ぶつ騒そうなとこじゃないからやめとこう……」

　説得を試みたものの、リゼットはキョトンとしながら納得がいかない様子で、とても大切そうに鞄かばんへ本を収納した。愛読書らしい。

　横でアイリが額ひたいに手を当てながら、将まさ人ととリゼットに尋ねる。

「ところでさ、プランとかあるの？　言っとくけどあたしの協力とか期待するんじゃないわよね。契約はこいつを守ることだけなんだから」

「言われずともあなたには微み塵じんも期待していませんので心配無用です。ひとまず、彼の言っていた保ほ健けん医いという人物を確保しましょう。因子測定を直前に行っていたところから見るに、彼女が情報提供者本人、もしくは今回の件に関与しているのは間違いありません」

　リゼットの言う通り、心当たりは保健医以外に思い浮かばなかった。将人が因子フアクターを覚かく醒せいしたのは、間違いなくリゼットとアイリに襲われた時……つまり将人が『王の因子』に覚醒することを事前に予測できていた人物は、あの保健医しかいない。

（本人に確認を取らないことには、なんとも言えないよな……）

　将人の覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは確かに危険な代物だが、だからと言って殺されるなどという理不尽を認めていいわけがない。まして虚偽の情報を流して悪人に仕立て上げた挙句に、外郭アウトサイドの殺し屋を送り込ませるなんて普通じゃない。

　滅めつ多たなことでは怒らない将人でも、情報提供者には怒りを感じていた。

「……提供者、突き止めたところでどうすんの？」

　不意に、アイリが将人の顔を覗のぞき込こみながら訊きいてきた。

「どうするって……そりゃ、俺の無実を証明してほしいって頼むんだよ」

　将人の答えに、アイリは呆あきれたような顔をした。

「仮にあんたの悪行が噓うそだったとしても、それで全すべてが解決すると思ってたら大間違いよ。また今まで通りの日常に戻れると本当に思ってんの？」

「戻れなくても戻らなくちゃダメなんだ。俺はまだ家族に孝行できてないから……将来稼げるようになったら、りんごとお袋には少しでも楽をさせてやりたいんだ。一応これでも長男だからな。親父おやじがいない以上、家族を守るのは俺でありたい」

「…………家族、ね」

　人の好よさそうな笑みを浮かべて家族への想おもいを話す将まさ人とを、アイリは見つめた。

　将人も視線に気づいて彼女へ顔を向ける。

　その時将人が見たのは、悲しみと哀れみと、そして羨せん望ぼうの宿った顔だった。

　初めて見たアイリの表情に、思わず息を吞のみそうになる。

　けれどその表情は一いつ瞬しゆんだけだ。アイリは元の冷たい瞳ひとみを将人へ向けた。

「……家族にとってはあんたが家にいた方が迷惑だと思うけど」

「!?　そ、そんなこと言うなよ……」

　将人ががっくりと肩を落とすと、アイリは呆あきれ顔で指先を彼の鼻に押しつけた。

「別にあんたが役立たずだから言ってるんじゃなくて、『王の因子』に目覚めたから言ってんの。あんたが家にいれば、家族も危険に晒さらされるってことなのよ。わかってんの？」

　将人はきょとんとしながら、アイリの顔を窺うかがう。

　もしかして、心配してくれているのだろうか？

　将人が驚いていることに気づいて、アイリは誤ご魔ま化かすように鼻から指をどけた。

「い……妹の稼ぎ、悪くないんでしょ。あんたがいなくてもなんとかなるんじゃない？」

　アイリが意地の悪いことを言ってくるが、将人は動じなかった。

「りんごにはやりたいことをやらせてやりたいんだ。俺の因子フアクターが覚かく醒せいしないせいで捨てちまった、あいつ本来の夢を取り戻させてやりたい。だから情報提供者を捜し出して無実を証明したあとは、因子軍ギアフアクターズに出頭しに行くさ。悪人じゃないってことが証明できれば逮捕されることはないだろうし、反社会的因子に目覚めた奴やつは軍に入隊すれば給料も出るから、働き口に困ることもない。そうすりゃ、家族に迷惑はかからないと思うんだ」

「…………」

「お袋の面倒を見てやれないのだけが気がかりだけどな……金に困ることはなくなるわけだから、軍も悪くねぇよ」

　持ち前のポジティブシンキングで、将人は前向きに考えた。

　アイリはお人ひと好よしな将人の横顔を複雑な表情で見ていたが、暗い顔でうつむいた。

「呆れたを通り越して、そののん気っぷりは尊敬するわ……因子軍ギアフアクターズがそんな生なま易やさしいとこなわけないじゃない……悪人じゃなかったとしても、結果は変わらないわよ」

「因子軍ギアフアクターズは世界をまとめてる組織なんだろ？　俺の因子がヤバい代物でも、犯罪者じゃないってわかれば悪いようにはされないと思うんだけどな」

「あんた、因子軍ギアフアクターズがどんな連中か本当に知らないのね。家族に迷惑かけたくないんだったら、その選択肢は最悪中の最悪よ」

「……さっきから思ってたんだが、もしかしなくても、心配してくれてんのか？」

　将人が問うと、アイリは慌てて将人から視線を逸そらした。

「冗談じゃないわよっ。どうでもいいし……」

　吐き捨てるように言って、アイリはそれきり何も言わなかった。

　気づけば横にいたリゼットも、将まさ人との顔をじっと見つめている。

「な、何だよ二人して？」

「……いえ、やはりあなたは悪人には見えないと思いまして」

「はは、能天気って言いたいんだろ？　ま、事実だけどな」

「能天気とは思いません。ただ──」

　リゼットは視線を前へ戻し、暗い瞳ひとみで遠くを見つめた。

「あなたは、自分が目覚めてしまった力の危険性を自覚していないのでしょうね。敵がやってくれば思い知ることになるでしょう。その時あなたが、今まで通りの善良な人でいてくれることを願います」

　確かに覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは危険だとは思うが、将人からしてみればリゼットやアイリの因子フアクターの方がよっぽど危険に思えた。

　だが、正人はすぐに思い知ることになる。

　自らの持つ力が、どれほど世界から疎まれているのかを。






ThirdEncounter　最後の日常






「──立たち花ばなアイリですわ。アルキオシティからこちらへやってきました。因子は感覚強化ＡＧＩ系で、将来的には接客業を目指しています。みなさん、よろしくお願いしますね」

　花でも咲き乱れそうなほどの可愛かわいらしい笑顔に、クラスメイト達から感嘆の声が上がる。

　自己紹介を終えると、アイリは堂々と生徒達の間を歩いていく。男子生徒はアイリの生足や胸を見ようと首を伸ばしていた。

　将人はといえば、一番後ろの席で、頰ほおをひくつかせながら肩の服をずり落としている。

（で……ですわ？）

　傍若無人で暴力的なアイリはどこへやら。まるで別人の美少女が壇上にいた。

　正直、別人過ぎて引いてしまう。ああも自分を偽ることに割り切れる人間だとは将人も思ってもみなかった。

「立花さんは桐き生りゆう君とお友達なのよね？　ご両親同士の仲がよかったそうです」

　アイリの横に立つ女教師がニコニコしながらそんなことを言う。

「はい。わたくしの両親と将人さんのお父様は旧知の仲でして、絵画収集を嗜たしなんでいた父と、目利きでいらした桐き生りゆう様は意気投合したらしく、幼い頃は仲良くさせていただきました。幼おさな馴な染じみというやつですね。みなさんも、将まさ人とさん同様に仲良くしてくださいね」

　アイリがニッコリと微笑ほほえみながら言うと、クラスメイトが一斉に将人の方を見た。

　普段から未覚かく醒せい者の将人をいじったりバカにしたりしてくる連中だが、この時ばかりは嫉しつ妬とのまなざしを浴びせられた。美少女でスタイル抜群の幼馴染み。端から見れば、能力的に負け組な奴やつが異性関係で勝ち組にいるような状況だが……。

（実際は幼馴染みじゃねぇし、殺し屋なんだけどな）

　将人は居心地の悪さを感じながらも生徒達の視線に耐えた。

　アイリは将人と同じクラスになるためにこの幼馴染み設定を即興で作り、リゼットの即日転入も同郷の同級生ということにして学園側と交渉したらしい。本来ならそんなことは許可されないのだが、元いた学校でかなりの優等生（というねつ造）だったこともあり、認可されたとのことだった。

　優等生であればまかり通ってしまうあたり、実力主義のこの学園らしいえこひいきである。

　続いて、アイリの横にいたリゼットが前へ出た。

「──リゼット・ドラクロワと申します！　アルキオシティから来ました！　因子フアクターは身体強化ＳＴＲ系で、アスリートを目指しています！　不ふ束つつか者ものですが、よろしくお願いいたしますです！」

　まるで小学生が発表会に立たされているかのように緊張でガチガチになりながら、不自然に元気な声で自己紹介をする。

　一人の男子生徒が「はいは～い」と言って手を上げた。

「身体強化ＳＴＲ系には見えないんだけど、因子のパラメーター、どんな感じですか？」

　アスリート志望であろう日に焼けた少年が、リゼットに質問する。ニヤけた顔を見るに、きっとリゼットの小さい体たい軀くを見て野や次じを飛ばしたくなったのだろう。

　リゼットは教壇で少しだけあわあわした。

「え、身体強化ＳＴＲは15、感覚強化ＡＧＩが５、第六感が２です！」

　クラスメイト達から感嘆の声が上がった。

（正直に答えてどうすんだよっ）

　将人が頭を抱えて机に突っ伏す。

　身体強化ＳＴＲの数値が15というのはとてつもなく高い。格闘技向けの因子でも、高校生ならばせいぜい７かそこらであり、強化の方向性にもよるが15というのは熊くまを素手で絞め上げて余裕で殺せるレベルなのだ。

　何々系、と分類されているのは、個々の因子には伸ばしやすい強化要素とそうでないものがあり、リゼットの場合は身体強化ＳＴＲを伸ばしやすいため、因子は身体強化ＳＴＲ系ということになる。因子フアクターの成長は外見に表れにくいといっても、リゼットの身体からだからはパラメーターを想像できないのも無理はない。

「すごいパラメーターだな……その歳としで身体強化ＳＴＲ15ってとんでもないぞ。もしかして潜在型だった？　あれって覚かく醒せい後の数値が最初から高いって言うし」

「い、いえ、デバイスの反動が強くて……身体強化ＳＴＲを高める必要があったのです」

「反動あるってどんなデバイス？　バットとかシューズ？　見てみたーい！」

　女生徒の一人が手を上げて言った。

「あ、う、デバイスの具現化は先生の許可が無いと校則で禁じられているので……」

「感覚強化ＡＧＩの数値はともかく、第六感強化ＣＨＲも意い味み深しんだね。身体強化ＳＴＲ系の因子は第六感の数値を変動できるものは珍しい。君、何目指してるの？」

　ひょろ眼鏡の少年が、訝いぶかしげにリゼットの顔を見ている。

（まずいな……）

　リゼットは噓うそが下手なのだろう。このままでは本当のことを口にしてしまいかねない。

　あわあわしていたリゼットだったが、突然ハッとして冷静さを取り戻した。

「……デバイスは二に挺ちよう拳けん銃じゆうです。射撃による反動が強いので、身体強化ＳＴＲを伸ばしました」

　クラス全体が静まり返る。

　将まさ人とは本当のことを口にしてしまったリゼットにあんぐりと口を開けた。












「に、二に挺ちよう拳けん銃じゆうって……因子軍ギアフアクターズ希望者じゃないんだよね？」

「はい。もっと崇高なお仕事です。銃の携帯を許可された仕事です。そして何より、蔓延はびこる悪から市民を守り、悪を裁いてお金を稼ぐお仕事です」

「銃の携帯を許可って……射撃選手とかじゃなくて？」

「違います。撃つのはあくまで生物です」

「……そ、それって……」

　何？　と皆が首を傾かしげる。

　将まさ人とは何な故ぜか自慢げにするリゼットの顔に、嫌な予感を抱いた。

　リゼットは無い胸を張り、ふふんと自信を持って答える。

「賞金かせ──」

「──マタギ、だよな!?」

　口を挟んだのは将人だった。

「デバイスは麻ま酔すい銃、だったよな!?　だから因子軍ギアフアクターズ希望者じゃなくて、マタギ志望者なんだっ。登校中に聞いたから間違いないぜ！」

　将人が身を乗り出してクラスメイト全員に声が届くように言った。

　マタギと聞いて、クラスメイト達がひそひそ話を開始する。

「マタギって何？」「あれだろ、熊くまとか猪いのししとか狩る、害がい獣じゆう駆く除じよの猟師みたいな」「ここは海上都市だぞ？　そんな仕事いまどきあるのか？」「環境保全用の人工島もいくつかある。島全体が密林みたいになってて、戦前に保護した動物を自然に任せて繁殖させてるらしい。そこの環境保全団体の護衛にマタギがいた気がする」「へぇ、でも何で二挺拳銃？　猟銃じゃないの？」「熊に接近戦挑むんじゃね……身体強化ＳＴＲ15なら可能かも。第六感も動物の気配とか察知するためのものじゃないかな」「ふ、ふ～ん……変わった仕事だね」

　マイナーな職業すぎて微妙な空気になりながらも、疑惑が広がることはなかった。

　リゼットは将人や生徒達の反応を見て、自分がまたやらかしたことに気づいたのか、汗をだらだら流していた。

「そ、そうです！　マタギです！　蓑みのとか被かぶって動物を撃つんです！」

　突然慌て出したリゼットに、横に突っ立っていた女教師も驚いた顔をしている。

「すごいのねぇリゼットさん。ところでマタギってアスリートなのかしら……？」

「し、自然界のアスリートと言っても過言ではありません！　ぜ、ぜぜ全海上都市マタギ選手権とかあるのですよ！　もちろん動物は殺しません！　ク、クマさん大好きです！」

　挙動不審に手をわたわたさせて、リゼットは慌てて女教師にまくし立てた。

「いいな～マタギ！　俺もなりたいなぁ、マタギ！　かっこいいよなぁ、マタギ！」

　将人もリゼットの噓うそに加担して、うんうん頷うなずきながら椅い子すに座りなおす。

　平静を装っていても、心臓の音が外に聞こえるレベルでバクバクしていた。

（すんげぇ無理やりだったけど、なんとか凌しのげた……のか？）

　ひとまず安あん堵どして、将まさ人とは嘆たん息そくする。だがこのＨＲ以降、リゼットのクラスでのあだ名が「マタギちゃん」になったのは言うまでもない。







　授業開始前の空き時間に、将人の元へリゼットがとぼとぼとやってきた。

「……将人さん、面目ありません」

「ん？」

「うぅ、あれだけ自信満々に大丈夫だと言ったのにこの体たらく……どうやら私の認識が甘かったようです。私には、学園生活は非常に難易度が高い……」

「ああ、気にすんな気にすんな。この学校はエリートばっかりってわけじゃないけど、常識外れな因子フアクターを持っている連中もたくさんいるし、そこまで不自然ってわけでもないさ」

「……そうでしょうか？　私に比べて、あの女は……」

　落ち込んだ様子で、リゼットがアイリの方を見る。

　将人もアイリの席に視線を移すと、アイリは多くの生徒に囲まれていた。

「ねぇねぇ、立たち花ばなさんってすっごい優秀なんでしょ？」

「しかも美人だよね～。肌もすっごく綺き麗れいだし～」

「アルキオシティの因子養成学校っていえば名門中の名門だよねっ。どうしてうちみたいな微妙な学園なんかに転校してきたの？」

「なんで君みたいな可か憐れんな女性が桐き生りゆうなんかと幼おさな馴な染じみなんだ……？」

　生徒達の質問攻めにあいながらも、アイリは上品に笑って全すべての質問に答えている。

　その光景を見ながら、リゼットは不服そうにぷくーっと口に空気を含めた。

「薄うす気き味みの悪い笑顔です。化けの皮というのはああいうのを言うのでしょうねっ」

「化けの皮かどうかはともかく、一応参考にすべきところはあるんじゃないか？」

　自分でも、何言ってるんだろうと思う。こんな状況は一時のものだし、本来は敵同士の彼女らを仲良くさせたところで自分の状況がよくなるわけではないのだが……。

　参考にするところはあるという言葉にショックを受けたのか、リゼットはずーんと暗い空気を纏まとった。

「く、屈辱的ですが反論はできませんね……私は産まれも育ちも外郭アウトサイドなので、内郭インサイドでの常識と非常識がよくわからなくて……」

　しゅんとして、リゼットが両手の指を組み合わせながらため息を吐つく。

　リゼットにとって内郭インサイドの学校という場所はやはり別世界なのかもしれない。

　逆に将人は外郭アウトサイドの実情をよく知らなかった。スラム街であるということは認知しているが、そこでの生活がどういうものなのかは想像しかできない。

　しょんぼりしている目の前の少女を見ながら、将まさ人とは思う。ある意味で非常識な子ではあるが、リゼットは礼儀正しいし言葉遣いもちゃんとしている。こんな可愛かわいらしい少女と殺し屋という言葉がいまいち合致しなかった。

　近くに他の生徒はいないものの、将人は一応声をひそめてリゼットに尋ねる。

「……外郭アウトサイドでの暮らしは、どんな感じだったんだ？」

「将人さんは、外郭アウトサイドに興味があるのですか？」

「それもあるけど、リゼットに興味がある」

　将人が真顔ではっきりと言うと、リゼットは顔を赤くして髪の毛の先をもしょもしょしながら視線を彷徨さまよわせた。

「……あぅ、何な故ぜです？」

「守ってくれてる人のことは気になって当然だろ？　嫌じゃなかったら教えてほしい」

　将人の求めに、リゼットは恥ずかしそうに鼻の頭を搔かく。

「お、面白い話ではないですよ……それでもいいですか？」

　将人が頷うなずくと、リゼットは将人の横に立って小さな声で話し始めた。

「私は、ローグの処刑人だった養父に育てられたんです」

「へぇ、じゃあ親父おやじさんに銃の使い方とか教わったのか？」

「いいえ。父は私を処刑人にしようとは思っていませんでした。私が父の背中を追うように自らこの道を選んだのです。私が本格的にローグの構成員として活動し始めたのは、養父が亡くなってからです」

　リゼットは遠くを見つめるように目を細める。

「外郭アウトサイドにはきちんとした学校はありません。『招かれざる者達』の孤児院と、反因子軍ギアフアクターズの洗脳教育を施す『革命軍』の学校くらいでしょうか。あの場所は、生きることだけに必死にならなければならない……裕福層インサイダーの子供達にとっては、想像もできない場所でしょうね」

「…………」

「私は組織から必要最低限の読み書きしか教わっていません。外郭アウトサイドの子供達に、字が読める者は少ないでしょう……そんなものよりも、スリの技術や人を騙だます技術を磨いた方が生き残ることができますので」

　将人が思っていた以上に、リゼットは過酷な環境で育ったようだ。

　外郭アウトサイドのニュースはテレビではほとんど報道されない。せいぜいが動画サイトやニュースサイトで記事になるくらいだ。

　リゼットから聞かされた話は、まるで別世界の出来事のように現実感が無かった。今もなお新たな海上都市が建設されていると言っても、人口過密問題は解決できていない。どの海上都市も未覚かく醒せい者や因子フアクターの力が弱い者は労働施設か外郭アウトサイドしか居場所はないのである。

　将人は、自分の環境が恵まれていることを改めて思い知った。

　ますます家族に頼りっきりな自分が情けなくなる。

　荒すさんだ世界で力強く生きてきたリゼットが、とても遠い存在に感じられた。

「ごめん……やっぱ俺、無神経なこと聞いちまった」

　将まさ人とが外郭アウトサイドの現状を知って気落ちしていると、リゼットは薄く微笑ほほえんだ。

「将人さんは、自分が恵まれているのだと自覚できる人なのですね」

「まあ……俺は未覚かく醒せい者だったから、家族におんぶにだっこだし。恵まれていないなんて言ったら罰が当たるだろ」

「そんなことはありません。平和に過ごせることの尊さを嚙かみ締しめられるのなら、誰にだって恵まれた環境で過ごす権利があると私は思いますよ」

　外郭アウトサイドで生きてきたリゼットが口にすると、妙に重い言葉だった。

　やはり、リゼットはどこか遠いと感じる。

　将人は何気なく、もう一度アイリを見た。

　お嬢様を装うアイリの仕草は洗練されていた。むしろ、ああしているアイリの方が普通なように思えてくる。アイリが内郭インサイドで過ごしていた頃は、あんな感じだったのだろうか。もしそうならば、彼女を変えてしまったのは外郭アウトサイドでの生活ということになる。

　アイリは始終ニコニコとしていたが、会話の合間合間、生徒達の視線が外れた一いつ瞬しゆんに、酷ひどく冷たい瞳ひとみをすることがあった。

（……まただ）

　登校する時に、道行く生徒達を眺めていたアイリの瞳と同じだ。

　将人は不思議と、アイリはリゼットほど遠い存在のようには思えなかった。

　アイリの冷たい表情の裏に、別の感情が隠されている気がしてならない。

「あいつは内郭インサイドと外郭アウトサイドの両方を知ってるんだよな」

「ああいう手合いは自分から生い立ちを話すことは絶対にないと思いますよ。無論、こちらとしても興味ないですが」

　ぼんやりとした顔でアイリを見つめる将人に、リゼットは不思議そうに首を傾かしげた。

「将人さんも妙なことを考えますね。私達は一時的な協力関係なのですから、互いのことを知ったところで無駄ではありませんか」

「そうだけど……寂さびしいこと言うなよリゼット。一期一会って言うだろ？　出会った以上、俺はそれを大切にしたい。お前やアイリとだって、真剣に向き合いたいんだ」

　キリッと決め顔で言ってみせたが、リゼットは心底理解できないのか、眉まゆ根ねを寄せて疑ぎ問もん符ふを浮かべていた。

「あ、あれ？　俺、結構いいこと言ったつもりだったんだけどな」

「将人さん。私達はあなたを殺しにきたのですよ？」

「う……で、出会い方がどんなもんでも、俺はわかり合えない人間なんていないと思ってるし……殺し屋とターゲットの関係から生まれる絆きずなとかもあるんじゃないかとッ！」

「殺されないために関係を深めて情を植えつけようとしているなら、無駄ですよ。今私があなたを守っているのは、あなたが悪人かどうかわからないからです。もしも悪人であった場合は、今すぐにでも処刑できますから勘違いしないでくださいね？」

　きっとこれはツンデレでも何でもない、本心から出た言葉だろう。目が笑ってない。

　将まさ人とはごくりとつばを飲み込んだ。

「そんなつもりじゃなかったんだけど……すごいドライなんですねリゼットさん」

「当然です。私は仕事と私情はきっちりと分けられる、出来る処刑人ですから」

　えっへん、と誇らしそうに胸を張るリゼット。

　可愛かわいいんだけど、やはりどこかズレているなと思う将人であった。

　そうこうしている内に一限目の担当教師が教室にやってくる。

　アイリはともかくリゼットに一いち抹まつの不安を感じながらも、将人は授業に備えた。







　一限目の授業は滞りなく終わり、二限目の授業が始まった。

　場所は競技用グラウンド、授業内容は体育だった。

　生徒達は皆体操服を着ており、アスレチック風な障害物の並ぶトラックに整列していた。

「いいかお前達！　この学園では因子フアクターが覚かく醒せいしたからと言って総合授業を行わないわけではないッ！　心技体を鍛えることは人間の本質を磨くということッ！　因子に頼ってばかりでは人としての成長は得られなぁぁぁぁい！　のである！」

　やたらと暑苦しい男性教師の演説を、クラスメイト一同がかったるそうに聞いている。

　身体強化ＳＴＲ系の因子を持つ者以外、皆けだるそうに列を作っていた。

　列の後方で、アイリと将人とリゼットが並んで立っている。

「いくらなんでもマタギはないでしょ……警察は因子軍ギアフアクターズのせいで無くなっちゃったけど、ボディーガードとか私営の警備員とか、銃型のデバイスでも使用許可が出てる職業くらいあるじゃない……」

「しょうがないだろ、とっさに出たのがマタギだったんだから……」

　アイリの嫌いや味みに口を尖とがらせながら反論する。

　アイリは続いて、リゼットへむけて嘲あざけりの笑みを浮かべた。

「それにしても、賞金稼ぎが内郭インサイドにもいると本気で考えてた誰かさんには開いた口が塞ふさがらないわ。殺し屋と大差無いじゃない」

「むぅ……！」

「これはもう外郭アウトサイドや内郭インサイド関係なく、人としての常識が欠如している証拠ね。あんた、ローグやめてここで一般常識学べば？」

「ぐ、ぬぅ……！」

　リゼットが怒りに身を戦慄わななかせるが、言い返すこともできずに拳こぶしを握っている。アイリはリゼットのその姿を見て、勝ち誇ったように胸を張った。

　将まさ人とは頭を搔かきながら、不安そうに二人のやりとりを聞いていた。

「守ってもらってる以上、俺がとやかく言える立場じゃねぇんだけどさ……頼むから、喧けん嘩かはしないでくれよ？　二人がガチでやりあったら洒落しやれにならないんだ。仲良くしろとは言わねぇけど、同郷って設定なんだしそれなりの関係を装お──」

「お断りよ」「お断りです」

　断固として譲らず、アイリとリゼットはぷいっと他よ所そを向く。

　将人はがっくしと肩を落とした。

（何な故ぜだ……すごく胃が痛いぞ）

　未来に波乱しか見えない。将人を含め、三人とも本来は敵同士で、利害の一致で組んでいるだけだ。上う手まくやれる方がおかしい。

　しばらくして、アイリとリゼットが走る番がやってくる。

　アイリとリゼットが並んでスタートラインにつく。リゼットは右足を前に出して前のめりになっただけのスタンディングスタート。アイリは両手を軽く地面につき、足を後方に向けたクラウチングスタートだ。

「うひょー、立たち花ばなさんの尻超エロい！」

「マタギちゃんちっちゃくて可愛かわいいなぁ、よくあの体たい軀くで身体強化ＳＴＲ15もあるよ」

　思春期らしい煩悩全開で男連中がアイリとリゼットを見守っている。

　確かに二人とも可愛い。まったくタイプは違うが、両者共にクラスでもトップクラスの美少女である。

　だが殺し屋だ。

（まあ、会話が通じない相手じゃなかったけどな……）

　物ぶつ騒そうな物言いや行動が無ければ、リゼットなんかはわりといい子な気がする。アイリは少しトゲがあるが、なんだかんだで将人や家族のことを気にかけてくれていた。

（殺し屋ってことを差っ引いて、プライベートだとどんな奴やつらなんだろうな）

　ぼんやりと、スタートラインに立っている二人を見やる。

　二人の生い立ちが気になり始めた時、

《偽ぎ装そうとは言え……何が接客業志望ですか。あなたのような無ぶ礼れい千せん万ばんな人に接客業など務まるわけがないでしょう》

《身体強化ＳＴＲ要素が15、ね。あんたの因子フアクター、マジで馬鹿力だけが取り得ね。本当にマタギにでもなれば？》

　頭の中に、何な故ぜか二人の声が聞こえてきた。

　将まさ人とは《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》の説明書を思い出す。

　確か、奴ど隷れい化した人間の五感に同調することが出来ると記してあった。

　きっと将人が二人のことを知りたいと思ったから性能が発動してしまったのだろう。

　それにしても、度どし難がたい仲の悪さである。

　少し気が引けたが、嫌な予感がして将人は会話に耳を傾けた。

《デバイス使用禁止の障害物競走……いい機会じゃない？　どうせ桐き生りゆう将人のせいで殺し合えないんだから、これで白黒つけましょうよ》

《望むところです。あなたが私に追いつけるかどうか見ものですね》

《言っとくけど、あたしの因子フアクターの身体強化ＳＴＲは筋力じゃなくてスピード重視。力だけが取り得の足の短いあんたに勝てるかしらね？》

　案の定、会話に不穏な空気が漂っていた。

　しかし学園内では教師の許可が下りない限りデバイスは使用禁止。本人達もそれを承知の上で言っているのだから、止めるのは逆効果な気もする。

　将人は黙って見守ることにした。

　教師が号令をかけて、笛を口にくわえる。

　甲高い笛の音が響いた瞬間──二人が爆走を開始した。

　スタートダッシュの刹せつ那な、グラウンドの地面が爆はぜて風と土つち埃ぼこりが巻き上がる。

　後ろにいた男子群は顔面に風と砂を受けて反応することができなかった。

　アイリとリゼットは互いに睨にらみ合あい、肩をぶつけながら走っていく。

　アイリは元々足が長いためスムーズな走りだ。対するリゼットは足が短いものの、持ち前の筋力で走り幅跳びのような要領で走っていた。

　しかしやはり若干アイリの方が速い。最初の障害物の三つ並んだ跳び箱を、アイリはムーンサルトを行うように高々と舞い上がり、軽々と跳び越えた。

　着地も華麗で、反動で髪と胸を揺らしながらもすぐさま走り出す。

　そのあまりに見事な跳ちよう躍やくに、生徒達から感嘆の声が上がる。

（だ、だだだ、大丈夫なのか？）

　生徒達の呆ぼう然ぜんとした声に、将人は顔をひくつかせた。

　遅れて、リゼットが跳び箱に差し掛かる。彼女の身体からだは小さい。跳び越えるのはなかなかに骨が折れるはず。皆がそう思った直後、

《──せぇ、のッ！》

　リゼットがおもむろに右手拳こぶしを振りかぶったかと思えば、跳び箱を全力で殴りつけた。

　彼女の小さな拳が炸さく裂れつすると、木製の跳び箱は散弾銃でもくらったみたいに砕け散った。

　観戦していた生徒達もさすがに顔を青くする。

　将人に至ってはもはや蒼そう白はくどころか真っ白になった。

　ボルダリングの壁をよじ登っていたアイリも、その破壊力には目を見張っていた。

《このっ……！》

　アイリが慌てて壁の頂上を目指すが、追いついたリゼットは、

《ふんッ！》

　──バゴォン！

　ボルダリングの壁すらも、一撃のもとに破砕させた。

　ギャラリーから悲鳴のような歓声が上がる。

　もはや障害物競走のテンションではなくなっていた。

《あなた程度の因子フアクターでは障害を飛び越えることはできても突破はできないでしょう！》

《あたしは他の連中の目を気にしていろいろとセーブしてたのよ！　何を遠慮無しにぶっぱなしてくれてんのよこのバカ！》

《喧けん嘩かを吹っかけたのはあなたの方ですよ！　それにこれはきちんとルールに則のつとっています！　見苦しい言い訳はやめていただけませんか！》

　勝ち誇ったように壁をぶち壊したリゼットが走り去っていく。

《──調子乗ってんじゃ無いわよぉおお！》

　挑発によって火がついたのか、ボルダリングの壁の頂上でアイリが髪を逆立て、全力で空高く跳ちよう躍やくした。その高さ、およそ20メートル。一軒家程度ならば軽く跳び越えられる高さだった。アイリはジャンプによりリゼットとの差を一いつ瞬しゆんで埋め、五点着地を行って衝撃を殺し、着地と同時にそのまま走り出した。

　再び二人が肩をぶつけ合わせながら疾しつ走そうする。

《馬鹿力のマタギ女のくせにぃぃ！》

《そういうあなたは猫かぶりのストリッパーでしょうに！》

　アイリはジャンプとスピードで乗り越え、リゼットは拳こぶしで障害を突破していく。

　グラウンドは砂すな埃ぼこりと破壊された障害物が飛び交うという凄すさまじいことになっていた。

　そして最終コーナーを曲がり──二人は同時にゴールテープを切った。

「っ、あたしの勝ちよね!?」

「いいえ！　私です！」

　二人がギャラリーに勝ったのはどちらかと息を荒くして尋ねる。

　その時ギャラリーは──ゴール地点からかなり距離を取って、二人の姿を遠目に青い顔で眺めていた。ドン引きというやつだった。二人のあまりの暴走っぷりに完全に萎い縮しゆくしている（教師含める）。

　ゴール地点で待っていたのは、顔を引きつらせている将まさ人とだけだった。







　昼休み。将まさ人とは屋上で、憔しよう悴すいした顔のまま空を見上げていた。

「……すっげ疲れた」

　殺し屋二名を含めた授業の感想を率直に空へと投げかける。

　結局体育の後、将人の必死の弁明にもかかわらず、アイリとリゼットへの不審をクラスメイト達から完全に拭ぬぐい去ることはできなかった。

　とりあえず二人は仲が悪いということになっていたが、あんな化け物じみた障害物暴走を見せつけられては外郭アウトサイド出身者だと思われても仕方がない。

　将人は振り返って、アイリとリゼットへ疲れ切った顔を向ける。

　二人は悪びれた風もなく、お互いにそっぽを向いていた。

「……二人ともやってくれたな」

「き、今日一日だけなんだから……別に怪しまれたって問題ないでしょっ」

「そ、そうですよ。よくよく考えれば学生の真ま似ねなどせず、授業中に忍び込めばよかったのです」

　二人の言うことももっともなのだが、反省の色がまったく見受けられない様子に将人は辟へき易えきするしかない。

「……そりゃそうなんだけど……まあいいや」

　将人は気を取り直し、屋上の縁にアイリとリゼットを隣同士で座らせて、家から持ってきたスポーツバッグを床に置いた。

　脚を組んだアイリが膝ひざを指で叩たたきながら、訝いぶかしげに将人を見ていた。

「こんなところに連れてきてどういうつもりよ？　作戦会議なんて必要ないでしょ、さっさと保ほ健けん医い捕まえて情報を聞き出せばいいじゃない。なんでいつまでも学生の真ま似ね事ごとなんかしなきゃいけないのよ」

　学園にやってきてからというもの、アイリは妙に不機嫌だった。

　将人はバッグを漁あさりながら、アイリの不満に答える。

「そりゃ……午前中の授業はサボると怪しまれるからだよ。俺の測定を担当してた保健医は午後出勤だし、午後の専門科目は自主参加だから、その時に動こうって言ったろ？」

　アイリは呆あきれたように髪を手で払って、将人を見下ろす。

「あんたって男のくせにやることなすこととろくさいのよ。『王の因子』に目覚めたんでしょ？　しかも『覇王』よ、『覇王』。それっぽくガンガン攻めたらどう？」

「……む、何な故ぜそこで俺が責められる」

「あたしがこんな格好して守りたくもない相手を守らなきゃいけないのは、全部あんたが悪いからよ！」

　とろくさいと言われたあげく、殺しにやってきた女がこの言い草。

　たいした厚顔っぷりに、将人は少しムッとする。

「ほほぅ……じゃあ『覇王』らしく、鎖に命令してお前らを本当に奴ど隷れいみたいに扱ってもいいってことか？」

　将まさ人とが鎖を出現させると、アイリとリゼットがびくついて怯おびえたような顔になる。

「き、気色悪いもん出すんじゃないわよ！　ま、ま、またそれでいやらしいことしたらあんたのアレをそぎ落とすからね!?」

「俺はお前のデバイスを出せないようにできるし、身体からだも勝手に動かせるんだぜ？」

「じょ……冗談じゃないわ……だ、誰があんたの好きなようにされるもんですか……」

「『覇王』ってのは武力で相手を侵略するもんだからな……さぁてどうしてくれようか」

　ふっふっふ、と悪役っぽい面で鎖をうねうねさせる。

「こっちこないでよ！　触しよく手しゆプレイとか妄想の中だけでやりなさいよね！　こ、ここ、この変質者！」

　アイリはフェンスに張り付くように身体を仰のけ反ぞらせて、涙目になっていた。

　それを見て、なんだか気持ちよくなってきている自分に気づく。勝気な少女の怯え顔というものは、なんというかこう……そそるものがあるなと将人は思った。

　ふしだらな闇やみに落ちそうになっていると、将人はリゼットの様子に気づいてハッとした。

　リゼットは膝ひざを抱えて、小動物みたいに小さくなってプルプル震えていた。

「……じょ、冗談だ。そんなことしたらお前らに殺される理由が増えちまうしな」

　鎖を引っ込めて、将人は持ってきていたスポーツバッグを再び漁あさった。

「何をしているのです……？」

「何って、腹ごしらえだよ。昼飯時なんだから」

　言って、将人は風ふ呂ろ敷しきに包まれた二つの弁当箱を、ほいと二人に手渡した。

　自分の弁当も取り出して、屋上の床に胡坐あぐらをかいて座る。

　アイリはきょとんとしていたが、すぐに呆あきれ顔になる。

「……弁当食べてる暇なんてあるの？」

「腹が減っては戦はできぬって言うだろ？　俺の手作りだからそこまで美う味まくないと思うけど、作っちまった以上、もったいないから食べてくれると嬉うれしい」

　将人はいただきますと手を合わせてから、弁当箱を開ける。

「あっきれた……雑用係も黙ってないで、こいつになんか言──」

「…………おぉ！」

　リゼットはアイリと違い、さっさと弁当箱を開けて目を輝かせていた。

　アイリは舌打ちをして、「どいつもこいつも」と悪態を吐つく。

「朝食の時も思っていましたが、将人さんは料理がお上手なのですねっ」

「？　別に上手ってわけでもないぞ。ほとんど残りもんだしな。お袋の方がうまい」

「私にはこのお弁当が輝いて見えますよ！　いただいてよろしいのでしょうか？」

「ん、食え食え」

　瞳ひとみをキラキラさせて、いただきますをするリゼット。甘口の玉子焼きを口に放ほうり込んでもきゅもきゅしながら、リゼットは足を小さくパタパタさせた。

　朝食の時もそうだったが、リゼットの食いっぷりは見ていて気持ちいい。一口一口にいちいち感動しながら食べてくれるのは、作り手としては嬉うれしいものだった。

　しかし、将まさ人とが自分で言うように、そこまで美お味いしい代物ではない。冷凍食品も入っているし、こうも感動できるようなメニューではないのだ。

「ん～！　おいしゅいれしゅね～！　ましゃとしゃんは料理人になればいいれしゅよ！」

「はは……嬉しいけど、そこまで美う味まいかこれ？」

「んぐっ……はいっ、こんなに美味しいものを私は食べたことがありませんっ」

　ニコニコとしながらおかずを口に運ぶリゼットに、微かすかな違和感を覚える。

　食べたことがないなんて、さすがにそれはないだろう、と。

　将人が不思議に感じていると、アイリが弁当箱の蓋ふたを開けながら口を開いた。

「外郭アウトサイドじゃ、こんな上等な食材滅めつ多たなことじゃ手に入らないのよ。美味くて当然だわ」

　アイリの呟つぶやきに、将人は箸はしの動きを止めた。

「……そこまで困窮してるのか？」

　将人が問うと、アイリは蔑さげすむような視線を向けてきた。

「だったら何？」

「いや……内郭インサイドじゃ、外郭アウトサイドの情報はほとんど手に入らないから、よく知らないんだ」

「いずれ外郭アウトサイドへ墜おちることになるかもしれないのに、何にも知らないのね。あんたのその脳天気っぷり、見ていて不快」

「す、すまん……」

　刺すようなアイリの視線に、将人は衝動的に謝った。

　アイリは気にくわなそうな顔で髪を搔かき上げて、外郭アウトサイドについて話し始めた。

「裕福な連中は私腹を肥やしている一部だけ……他の未覚かく醒せい者や因子フアクターがしょぼくて爪つま弾はじきにされた連中は明日の食料すらままならない。因子軍ギアフアクターズの配給もたまーに行われるけど、月に２、３回だし、外郭アウトサイドの住民全員に行き渡るわけじゃない。そんなことしたら内郭インサイドの人間が贅ぜい沢たくできなくなるんだから、当然よね」

　将人は箸を置いて、小さくうつむく。

「……労働施設に行くのと、どっちがマシなんだろうな」

「未覚醒者のための労働施設？　外郭アウトサイドなんかよりよっぽど酷ひどいわよ。本当に最低限の装備だけで海底の作業をするの。毎日何人死んでいるのかわかったもんじゃないわ」

　将人は顔を上げて、驚きに目をみはる。母親である詩し織おりには、労働施設のことをどんなに聞いても答えてもらえなかった。

　こうして実際に聞くと、ショックの大きさがまるで違った。

「母親と妹がいなかったら、あんたも外郭アウトサイドに流れついてたんじゃない？　あんた、飢えたことなんて一度も無いんでしょ？　せいぜい家族に感謝することね。といっても、もうあんたは元の日常には戻れないんだから、感謝しても遅いけど」

　アイリは前髪の隙すき間まから、将まさ人とを睨にらむ。

「この際だからはっきりさせましょう。あんたさ……どうせ自分は大丈夫、なんて思ってるんでしょ？　外郭アウトサイドに墜おちることもないし、労働施設に行かなくても済むって、内心では思ってるわよね？」

「そんなこと……ねぇよ」

「イライラするのよね……もう戻れないって自覚がなくて、誰が何言っても日常に戻ろうとする奴やつってさ。現実見なさいよ。あんたはもう戻れる状況にないんだってば」

「…………」

「『王の因子』に目覚めた以上、あんたはもうこっち側の人間なのよ。少しは身の振り方を考えることね……ま、どうせあたしに殺されるんだけど」

　ふん、と吐き捨てるように鼻を鳴らして、弁当を口にする。

　さっきから妙に突っかかってくるが、全すべて正論なので将人は何も言い返せない。

　自分の生きてきた世界は、きっと世界の一部でしかないぬるま湯なのだ。

　そのぬるま湯に浸つかっていられたのも、家族のおかげ。家族がいなければ、こうして毎日食事にありつけたり、布団で眠ることもできないはずだった。

　アイリの言う通りなのかもしれない。自分はまだ、家族に甘えているだけなのだろう。

　その時、リゼットが弁当をもぐもぐしながら横目をアイリへ向けた。

「嫉しつ妬とですか？」

「……何ですって？」

「さきほどから、自分が手に入れられなかった平穏への羨せん望ぼうがあなたからは窺うかがえます」

　リゼットの口ぶりに、アイリの顔が険しくなる。

「……挑発のつもり？」

「いいえ。あなたの言動への所感を述べたまでです。平穏に対する過剰な暴言や、あなたが勝手に分不相応だと判断している将人さんの境遇に対しての挑発。嫉妬しているのは目に見えて明らかではありませんか」

　アイリの表情に、悔しさと羞しゆう恥ち心しんが宿る。

　リゼットは涼しい顔で弁当のおかずを口に運んでいた。

「あたしが契約してるのは桐き生りゆうだけであって、あんたじゃない。今ここであんたを殺してもあたしに何のデメリットも無いのよ」

「わかっていますよ。私としましても、勝手に悲劇のヒロインぶって護衛対象に八つ当たりをする馬鹿女には、いい加減辟へき易えきしていたのです。自分を不幸だと思っている女ほどウザいものはありません」

　リゼットの物言いは挑発どころではなく、宣戦布告のようなものだった。

「リ、リゼット、そのへんにしとこうぜ。何も知らなかった俺が悪いんだ。アイリには俺が想像できないほどの苦労があったんだろうし……俺が無神経なことを口走っただけで、アイリは別に──」

　争いを止めようとした将まさ人とだったが、逆に火に油だったらしい。

　アイリの顔が真っ赤に染まり、将人を睨にらみつけた。

「っ！　知った風な口利いてんじゃないわよ！　何も知ら──」

「何も知らないくせに、あんたに何がわかるのよ……ですか？」

　リゼットが、アイリの言葉を代弁するようにそう口にした。

　図星を突かれたのか、アイリは口を開けたまま絶句した。

　リゼットは呆あきれ返った顔で続ける。

「馬鹿ですか、あなたは。知ってるわけないじゃないですか。おおかた事情があって外郭アウトサイドへ墜おちたのでしょうが、他人からしてみればそんなことどうでもいいんですよ。同情してほしいのでしたら他よ所そでやっていただけませんか？」

　アイリの怒りが殺意に変わり、肩を怒らせると同時に金髪がふわりと宙に浮かび上がった。身体からだ中じゆうの血液が発光し、手にリアライズデバイスのナイフが握られる。

　リゼットも同じくデバイスを展開しようとしたが、そこで将人が《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》を使用して、強制的に二人のデバイスを消失させた。

「俺が悪かった。もうこれ以上余計なことは聞かないから、殺し合いだけはやめてくれ」

　将人が頭を下げながら言う。

　頭を下げてまで許しを請う将人の態度に、アイリは下唇を嚙かんだ。

「っ……もううんざりよ」

　アイリは身体を震わせて立ち上がり、髪を振りながら屋上の扉へ向かって走った。

「アイリ！」

　走り去るアイリの背中を、将人は慌てて追いかけた。







「アイリ！　待ってくれ！」

　屋上を出て早足で階段を駆け下りていくアイリの腕を摑つかむ。

　階段の踊り場で、二人は黙って立ち止まる。

「……放しなさいよ」

「約束を忘れたのか？　お前には俺を守ってもらわなくちゃならないんだから、そばを離れたら困るだろう」

　方便だったが、こう言った方がアイリを引き留とめられる気がした。

　引き留めたところで、何を言ったらいいかなんてわからない。

　アイリは無む理り矢や理り将まさ人との手を振り払い、肩を怒らせた。

「っ、だからさっさとターゲットを確保しに行くんでしょ。最初から一人で勝手にやればよかったわ！」

　突き放すように告げて、アイリがさらに下の階へ下りようとする。

　一いつ瞬しゆん見えたアイリの横顔は冷め切っていたが、瞳ひとみに微かすかに涙が滲にじんでいた。

「──俺は！」

　駆け下りようとするアイリの背中に、将人は大声をあげた。

　アイリは背を向けたまま、足を止めた。

「俺は確かに……飢えたこともないし、お前に比べたら温室育ちのお坊ちゃんかもしれない。外郭アウトサイドの実情だってよく知らないし、自分の現状だって正直よくわかってない。のん気なのは認めるよ……日常に縋すがりたいのも事実だ。俺にとって家族は、掛け替えの無いものだから」

　最後の『家族』という言葉に、アイリの肩が微かに震えた。

「こんな甘ったれな俺だから、お前がイライラすんのもしょうがないと思う」

　将人は、「でも」と言い加えて、自分の掌てのひらを見つめた。

「自分が恵まれてるってことくらい、自覚してるよ。お前が思っている以上に、家族には感謝してる。それこそ、自分が嫌いになるくらいに……」

「…………」

「散々迷惑かけて……どうにか恩返ししようって思ってきたけど、結局覚かく醒せいした因子フアクターは周りから疎まれる代物だった」

　背を向けていたアイリが顔をこちらへ向けて、迷いの宿った目を細めた。

「だから俺は、自分が悪人じゃないってことを証明するために情報提供者を見つけて、無実を証明しなくちゃならないんだ。俺が因子軍ギアフアクターズに投とう降こうしても、犯罪者のままじゃ家族に迷惑かけちまうからな」

「……証明できたところで、あたしはあんたを殺すわよ」

　アイリは右腕を左手で摑つかんで、視線を逸そらす。

　将人は動じず、自分の胸に手を当てた。

「それでも約束は守らせてもらうぜ。首輪を解いた後、お前が俺を殺そうとするなら、それでいい。まあその時は全力で逃げるけどな」

　笑いながら、将人はアイリへそう告げた。

　アイリは目を見開いて、将人を見た。

　相変わらずのん気な顔だが、将まさ人との言葉に決して噓うそは無かった。

　アイリは一いつ瞬しゆん表情をやわらげたが、すぐにまたいつものムスッとした顔になった。

「やっぱダメ。気にくわない……けど……約束を守ってくれるなら、あんたの言うことに従うわよ」

　アイリは、ふんとそっぽを向いてしまう。

　そんなつっけんどんなアイリを前に、将人は笑いながら、

「ありがとうな」

　一言、礼を言うのだった。







　時刻は１時を回り、午後の授業に突入していた。

　望もち月づき学園の授業は、午後に入ると因子育成の専門科目に変わる。それぞれの生徒が、因子フアクターに合わせた授業を受けるために教室移動が行われるのだ。自分の将来に大きく関かかわる授業をサボる者はまずいないので、園内の廊下に人ひと気けは無かった。

　将人とアイリ、そしてリゼットは、誰もいない廊下で立ち止まる。

　場所は保健室の前。将人が因子測定を行った場所で、三人は息を潜めた。

　情報提供者候補である保ほ健けん医いに接触しようとしているのだ。

「一応警戒はしておきましょう──デバイスを展開します、よろしいですね？」

　リゼットとアイリがドアの両サイドにつき、将人に許可を求めてくる。

　将人が一度だけ頷うなずくと、二人の身体からだが光り、両手にデバイスが出現した。

　巨大な二に挺ちよう拳けん銃じゆうと、真しん紅くの投げナイフ。

「将人さんは安全が確認できるまでそこにいてください」

　将人の了解を耳にして、リゼットは蹴け破やぶるようにドアを開け放った。

　すかさず銃口で左右を確認、続いてアイリも突入し、部屋の中を調べていく。

　将人はドアの外でそわそわしながら待っていた。

　１分ほど経過した頃、

「……入ってきて大丈夫です」

　リゼットの許可を得て、将人は保健室の中へ足を踏み入れた。

「──なっ」

　異様な光景に、将人は絶句した。別に保健室が血の海になっていたとか、機材やベッドが破壊されていたというわけではない。

　ただ、そこにあるべきものが消えていたのだ。

　測定器も、コンピューターも、紙媒体の資料も、何もかもが消えていた。

「……遅かったというわけですか」

「昨日の段階で逃げ出してるわね……コーヒーがそのままだし、冷め切って埃ほこりが浮いてるわ」

　デバイスを消失させる二人をよそに、将まさ人とはきょろきょろと保健室を見回す。

　慌てて逃げたというよりは、あらかじめ将人達がやってくることがわかっていたかのように綺き麗れいにもぬけの殻だった。

「測定器が根元から外されてる。女一人だったら普通、ハンマーか何かで破壊して放置していくはずよ。棺かん桶おけ並にデカいはずだし、男が五人以上いないと運び出すなんて無理」

「……つまり？」

　将人が問うと、窓際で顎あごに手を当てながら思案していたリゼットが答える。

「保ほ健けん医い一人で行ったわけではない……情報提供者は、恐らくなんらかの組織に所属しているのでしょう」

「因子軍ギアフアクターズって可能性は無いかしら？」

　アイリの予測に、リゼットは首を横に振る。

「いえ。因子軍ギアフアクターズであれば外郭アウトサイドの組織に情報を流すとは思えません……」

「他の『王の因子』覚かく醒せい者……とか？」

　アイリが尋ねると、リゼットが頷うなずく。

「わからないのは何な故ぜ情報を他の組織にも流したのかというところです。どの組織も、面子メンツのために自分の配下に将人さんを始末させるはずですから……情報を流した組織は、将人さんの死という結果だけを求めているのでしょうか」

　顎に手を当てて思案するリゼット。

　その横で、将人は不安そうに顔を伏せた。

「手がかりはねぇのかな……このままじゃ俺の無実の証明が手に入らなくなっちまう」

　気落ちした将人の顔を、アイリはじっと見つめた後、小さくため息を吐ついた。

「安心しなさい。こっちとしても情報提供者が確保できなきゃ首輪を外してもらえないって約束なんだから、見捨てたりしないわよ」

「……アイリ」

「守ってやるわよ……見つけるまで」

　髪を搔かき上げながら、アイリは将人から視線を外して言った。

　将人は少しだけ安心したように薄く笑った。

「妙ですね……？　二人の間に何かあったのですか？」

　リゼットが訝いぶかしげに二人の顔を見比べる。

　何でもないよ。将人がそう言おうとした──その時。

　ひゅぅ……と、風が動く音がした。

　何の音かと思ったその直後、将人は自分の首に痛みを感じた。

「──桐き生りゆう！」

　アイリが叫び、ナイフを出現させる。

　同時に、首に感じていた痛みが急激に増加し、息が完全に止まった。

　自分が何かで首を絞め上げられているのだと気づいたのは、足の裏が床を離れたのを感じた時だった。首に、ピアノ線のような糸が食い込んで身体からだを持ち上げていた。

　糸が将まさ人との首を裂き、微かすかに血が噴き出した瞬間、アイリのナイフが糸を切断した。

　どっと息を吐ついたのもつかの間、アイリがそのまま抱きつくように将人を押し倒す。

　大きな二つの膨らみに顔が埋まり、再び息ができなくなる。

「雑用！　真ま上うえよ！」

　アイリに怒鳴られて、リゼットは銃口を真上へ。

「くっ──！」

　しかし、その銃に新たな糸が絡みつき、銃口を強制的にあらぬ方向へ向けてしまう。

　同時に、何かが回転しながら天井から舞い降りてきた。

　猫のように地面に着地したそれは、制服を着た黒髪の女生徒だ。殺意に満ちたその眼光は、リゼットやアイリと同じ輝きを放っている。

　女生徒は両手から煌きらめく糸を展開させて、一気にアイリへ向けて鞭むちのように振り払った。

　アイリは一いつ瞬しゆんで立ち上がり、迫り来る糸をナイフで切断する。

　そしてそのまま、女生徒に向かって突っ込んだ。

　二人は絡み合ったまま壁に激げき突とつ。

　アイリの身体には糸が絡みつき、女生徒の首にはナイフがあてがわれていた。

　服が糸により裂かれて、アイリの皮膚に食い込んで血が滲にじむ。

「桐生は動かないで！　雑用係も手を出すんじゃないわよ！」

「迂う闊かつでした。音を殺すことに特化した身体強化ＳＴＲと、殺気を消す精神強化ＭＮＤですか……！」

　リゼットの悔しそうな顔をよそに、アイリは奇襲者を間近で睨にらみつける。

　アイリの表情に余裕は無い。対して襲撃者の顔には、薄うす気き味みの悪い笑みが浮かんでいた。

「久しぶりだねぇ、アイリ？」

　襲撃者は笑みを湛たたえたまま、アイリの名を口にした。

　将人は身体を起こしつつ、襲撃者とアイリの顔を見比べた。

「……知り合いか？」

「っ、雑伎団サーカスの団員……あたしの同僚よ」

　苦く渋じゆうに満ちた顔で、アイリは将人の問いに答えた。

　襲撃者は糸をアイリへさらに食い込ませながら、冷たい瞳ひとみを向ける。

　アイリも負けじと殺意を放った。

「どういうつもり？　この仕事はあたしが『女王』から直々に請け負ったのよ。あんたが横取りする権利は無いはず」

「まだわからないのぉ？　相変わらず察しが悪いね、出来損ないのアイリは～」

「答えなさいよッ！　あんたがここにいる理由を！」

　アイリがさらにナイフを押し沈めると、呼応するように纏まとわりついた糸も皮膚を裂いた。

「いっとくけど、私も『女王』の指示でここにいるのよ？　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの覚かく醒せい者と、その奴ど隷れいの二人を殺せっていう勅命」

「!?　どうしてあんたが、覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの詳細を知ってるのよ……！」

「私がずっとお前達を監視していたのに気づかなかったんだ？」

　アイリは狼ろう狽ばいし、怯おびえるように身体からだを震わせた。

「『女王』がそんな命令下すはず……あたしはまだ失敗なんかしてないのよ!?」

「関係ない。お前は元々、新たな王の危険性を確かめるためだけの駒こまだったんだもの。最初から『女王』は、お前に仕事を完遂できるなんて思ってなかったのさ」

　襲撃者が口にした真実に、アイリが絶句する。

「じゃあ初めから……あたしを、捨て石にするつもりで……！」

「案の定、お前は『覇王』の奴隷にされた。おかげで覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの性能はだいたいわかったよ。『女王』も喜んでくれるんじゃないかなぁ」

「……っ！」

「言っとくけど、私が死んでもどんどん後から襲ってくるからね。雑伎団サーカスだけじゃない。因子軍ギアフアクターズにも情報が行ったって話だから、『覇王』のおしまいは確定だ」

「因子軍ギアフアクターズに情報を流したっていうの!?　この状況を作り出してる連中は何者よ!?　何が目的!?」

「教えたところで無駄だろぉ？　どうせ三人とも死ぬんだから」

　クスクスと笑う襲撃者に、アイリはギチリと奥歯を鳴らす。

　黙って聞いていたリゼットが、一歩襲撃者へ近づいた。

「まだ殺してはいけません。出来るだけ情報を抜き出すべきです。外郭アウトサイドの組織に情報を流した連中が何者なのか話してもらいましょうか」

「ふふ……」

「言っておきますがローグの拷ごう問もんはキツいですよ。簡単に死ねると思わないでください」

　リゼットが冷たい声で言うと、襲撃者が大声で笑った。

「ばかだなーお前達！　ローグのお嬢さんも状況がまるでわかってない！　『覇王』はねぇ、もう終わりなんだってば！　お前達もこれで終了！　ざんねん無念また来世！」

　不快な笑い声が響く中、アイリの怒りはもはや限界に達していた。

　不意に笑い声が止やんで、襲撃者の瞳ひとみが優しく細まった。

「いいよ、同期のよしみでアイリに殺されてあげる……私とお前は『女王』に買われた時からずっと一緒だったもんねぇ。だから、私がお前の初体験になってあげるよ」

「……く……ぅ！」

　ナイフを握る手が震えて、アイリの頰ほおを汗が伝う。襲撃者はアイリの反応に嬉うれしそうに笑って、将まさ人と達へ視線を移す。

「ねぇ知ってるぅ？　こいつ、今までまだ一度も人を殺したことがないんだよぉ？　殺し屋とか名乗っておきながら無様だよねぇ？」

「それ……以上……しゃべるな……！」

「初仕事が孤児院の子供を全員殺せっていう依頼だったの。土壇場で怖くなって逃げ出したのさ。子供すら殺せないなんて殺し屋の風上にもおけないよねぇ？」

「黙れええええええええ！」

　瞳ひとみに涙を溜ためて、アイリは震えた手でナイフの刃を前へ進める。

　襲撃者は自分から前へ出て、首をアイリに差し出した。

「ほらいいよ。やりな。簡単に殺しちゃダメよ？　喉のどを切る時はね、血があんまり出ないように切るって教えたでしょ？　そうすれば、長いこと苦しみ悶もだえて、声にならない声を奏かなでてくれる。雑伎団サーカスはシチュエーション重視の殺し屋組織なんだから、演出は派手じゃないといけないよ。ほら、がんばって、アイリ」

「っ……くっ……！」












　息を荒らげて、ますますアイリの身体からだが震える。

　襲撃者が首を前へ押し出せば押し出すほど、ナイフを握る手の力が抜けていく。

　呼吸がさらに加速し、過呼吸のように喉のどが引きつっていた。アイリの怒りが恐怖に変わっていくのが、将まさ人とですら感じ取れた。

　襲撃者は嘆たん息そくした。

「しょうがないなぁアイリは……早く殺さないと──」

「…は……ひ……っ」

「──『女王』に、お仕置きされるよ？」

　囁ささやき声でそう言われて、アイリの恐怖が頂点に達する。

　ナイフが手元を離れ、地面に落ちて消失する。

　ついにアイリは、自分の肩を抱きながらその場に膝ひざをついた。

　あとに残ったのは、襲撃者の嘲ちよう笑しようだけだった。

「──もういいです。あなたは生粋の雑伎団サーカス団員のようですね。拷ごう問もんも無駄でしょうし、殺してしまいましょう。これ以上は存在していることが不快です」

　前へ出たリゼットが、襲撃者の額ひたいに銃口を押し当てた。

　殺し屋の目と、殺し屋の相そう貌ぼう。人間味の失うせた、鉄のような意思だけがそこにある。

　リゼットはアイリとは違い、迷いが無い。

　だから将人は──彼女の銃に《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》で「撃つな」と命令した。

「将人さん!?」

　トリガーを引こうとしていた自分の指が動かないことに気づくと、リゼットは驚いて将人を見た。将人はリゼットのそばまで行くと、自分の周辺に鎖を展開させる。

「殺さなくていい。こっちは情報が欲しいんだ。《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》でこいつを奴ど隷れいにして……無む理り矢や理りにでもしゃべってもらう」

　将人の言葉に口を挟もうとしたリゼットだったが、彼の顔を見て口を噤つぐんだ。

　将人の顔は怒りに満ちていた。

　アイリを言葉で追い詰めたこの襲撃者の女が……心の底から許せなかったのだ。

「はっはっは。意外と冷静だねぇ『覇王』。怖い怖い。でもダメだ。所しよ詮せん内郭インサイドのお坊ちゃん。君じゃあ、王の戦いに生き残れない。王様にはなれないよ」

　挑発には応じない。将人はただ奇襲者を睨にらむだけだ。

「お前に誉ほめられたところで嬉うれしくないし、そんなもんに興味はない。俺は俺の日常を守りたいだけだ……情報提供者が何者か答えろ」

「……情報提供者？　知ったところでどうするの？」

「お前も、俺の情報を見てやってきたんだろう？　俺は犯罪なんか犯してねぇ。あの情報が噓うそだってことを証明する。そのために俺は──」

　将まさ人との目的を知って、襲撃者はさもおかしいというように笑う。

「きゃはははははは！　おいアイリ！　こいつ、まだ日常に帰れるとか思ってんのかい!?　あんたと一緒だねぇ！」

「何がおかしいってんだ！　俺が悪人じゃないってわかれば、因子軍ギアフアクターズだって俺を──」

「わかってないねぇこのボンクラは！　犯罪歴がどうとかもう関係ないんだよ！　君は覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターに目覚めた……それが全すべてだ！　因子軍ギアフアクターズだろうがローグだろうが雑伎団サーカスだろうが、君が『覇王』だってわかればどんなに善人だろうと見逃しゃしねぇんだよ！」

「そんなの……やってみなけりゃわかんねぇだろうが！」

「『王の因子』に目覚めるっていうのはねぇ──世界の敵になるっていうことなんだ！　これからは奴ど隷れいにした二人みたいな甘ちゃんがやってくると思ったら大間違いだね！　思い知るといいよ……君の平穏が、もうすでに失われているってことを……！」

　話し合いは無駄だと判断し、将人は首輪つきの鎖を襲撃者の首へかけようとした。

　だがその刹せつ那な、襲撃者は奥歯を嚙かんだ。

　瞬間、彼女の口の中が猛烈な火花を発した。

「将人さん！　離れてください！」

　リゼットに叫ばれて、将人は後ろへ飛とび退のいた。

　襲撃者は激しく火花を散らす口元から、ぐずぐずに溶けていく。

　人間が溶けるという異常な光景を目の当たりにして、将人はたまらず腰を抜かした。

「な、なんだ……っ、これ」

「暗殺者の常じよう套とう手しゆ段だんです。あらかじめ体内に仕込んでいたのでしょう。情報隠いん蔽ぺいのためならば死体すら残さないのが、雑伎団サーカスのやり方ですから」

　リゼットの言う通り、襲撃者の身体からだは服すら残さず溶けきっていた。

　残ったのは、煤すすの跡だけだ。人が死ぬという現実を目の当たりにした将人は、啞あ然ぜんとしてしまう。身体は震え、喉のどの奥から嗚咽おえつのようなものが漏れそうになる。

　自分がどれだけ脳天気に構えていたかを、思い知る。

「……ここまで、するのかよ……俺なんかを殺すために、ここまで……！」

「無理もないとは思いますが、気をしっかりもってください。雑伎団サーカスが我々を監視している上に、因子軍ギアフアクターズにも情報が流れたとなると事は一刻を争います」

　将人は動けなかった。自分程度の存在に世界がここまで非情になるということを自覚してしまい、立ち上がれずにいた。

　リゼットは将人に同情の視線を送り、続いてアイリを見た。アイリも肩を抱いたまま小さくなって震えている。

　ため息を吐つきつつ、リゼットは顔を引き締めた。

「ひとまず学園を離れます。身を隠す場所を探さなければ」

　リゼットの言う通りだった。

　因子軍ギアフアクターズにも将まさ人とが犯罪者だという虚偽の情報が流されたというのなら、もはや絶望的だ。元から危き惧ぐしてはいたが、本気だったかと言えば噓うそになる。

　いや……この女が言っていたことが本当なら、犯罪歴がどうだとかはもう関係無い。

「将人さん。これで自分が本当に危機的状況にあると自覚できましたね？　『王の因子』は、世界中から危険視されている代物なんです」

「…………」

「この女が言っていた通り……あなたもう、世界の敵になったんですよ」

　リゼットに言われて、強こわ張ばった顔のまま自分の手の平を見つめる。

　本当に、自分は世界の敵となってしまった。

　将人は混乱の中、ぐるぐると思考を巡らせる。

　自分が守るべき者……家族を守るために、何をすべきか。何が最善か。最優先ですべきことは何なのか。この一いつ瞬しゆんでそれがわかってしまって、将人は恐怖に震える。

　状況を把握できたことでようやく将人は──日常を諦あきらめる決心をした。






FourthEncounter　アウトサイダーブルース
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　薄暗い地下室のような部屋で、望もち月づき学園の保ほ健けん医い、大おお場ば静しず留るは椅い子すに座って震えていた。

　部屋に明かりは一つしかない。

　中央に置かれたテーブル、その上に小さな炎を灯ともしたランタンが置かれているだけだ。

　ランタンのそばに、男が座っていた。

　男は椅子の肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて、じっと静留を見つめている。

　顔は影になって見えない。わかるのは、右腕だけ別物のように漆しつ黒こくだということだけだった。その右腕の指先がこつこつと肘掛を叩たたく音だけが響いている。

「い、言われた通り、『王の因子』保持者を見つけて報告したのよ……もう解放してよ」

　静留が歯をカチカチ鳴らしながら、男に懇こん願がんする。

　男は音を鳴らしていた指を止めて、深く息を吐いた。

「確かに、君はよくやってくれていた……だが、ローグや雑伎団サーカスへ情報を流したことは見逃せない」

「何度も言ったけど、私はそんなことしてないんだってば……！」

「昨日の夕方の時点で、君以外に桐き生りゆう将まさ人とが『王』だと知っていた者はいない」

「わからないって言ってるでしょ!?　これ以上あたしにどうしろっていうのよ!?」

　両手で顔を覆おおい、静しず留るが泣き始める。

「未覚かく醒せい者の身の上で外郭アウトサイドへ墜おちた君に、不自由無い生活を提供してやったのはこの俺だ」

「こんなものが自由ですって!?　あなたは私を奴ど隷れいにしてるだけでしょ!?」

　静留がヒステリックに怒鳴ると、男は再び指先で音を奏かなで始めた。

「まだわかっていないようだな……俺が握っているのは君の自由ではない」

「……うぅっ」

「……君の因子さいのう、だろう？」

　静留は闇やみの中にいても、男の口元が吊つり上がっていることを確信した。

「俺はいつどこにいても君から因子フアクターを返してもらうことができる。そうしないのは、君という人間が有ゆう用ようだと、俺自身が判決していたからだ。君は俺の命令に忠実に従ってくれていた……入学してくる生徒の因子を調べ、優秀なものを発見したら報告し、俺はその生徒から因子を奪う。この理想的な利害関係をぶち壊したのは君だ」

「えん罪よ！　そんなことをしても私にメリットがないってわからないの!?」

「この関係を解消しなければならないのは俺も残念だが……裏切り者は用済みだ」

　男の身体からだに光の線が模様のように浮かび上がったかと思うと、漆しつ黒こくの右腕の甲が割れ、ぎょろりとした大きな目玉が出現した。

「ひっ！　そんなっ約束が違う！　情報を流したのは本当に私じゃないんだってば！」

　椅い子すから転げ落ちて、静留が尻しり餅もちをつく。

　男が椅子から立ち上がり、ぬるりと黒い腕を伸ばす。

「いや……いやぁぁ！　失いたくない！　戻りたくない！　この因子は私のものよ！」

「違う。それは元々、未覚醒者だった君に俺が与えてやったものだ」

「おねがい……言うこと聞くから……また従うから……！」

「いいや、ダメだ。君は俺に対して頭が高すぎた」

　男は口元をゆがめて、異形の右手の平を大きく開いた。

「元の身体を引きずって──分相応の惨めさを嚙かみ締しめながら生きるがいい」

　漆黒の掌てのひらが、静留の顔面を鷲わし摑づかみにする。

　瞬間、右手の瞳ひとみが見開かれ、そこから血のような涙が溢あふれた。

　涙は静留の身体中を伝い、血管のように凝固して同化した。

　そして、何かを吸い上げるように脈打った。静留は悲鳴すら上げられず、何かを奪われる感覚を全身で味わう。

　一滴残らず何かを吸い上げられると同時に、静留は白目をむいてその場に倒れた。

「…………」

　男は倒れた静しず留るを見下ろしてから、元の椅い子すへ腰を下ろす。

　すると横から新たな影が現れ、銀の盆に載った手ぬぐいを差し出してきた。

　制服を着ているが、年若いくせに艶えん美びな雰囲気を持つ少女だった。

「因子フアクターの回収、おつかれさまでした。彼女の処理はいかようになさいます？」

「記憶を消して適当な場所に捨てておけ。勝手に外郭アウトサイドに戻るだろう。この女には、泥水を啜すする生き方がお似合いだ」

　手ぬぐいで漆しつ黒こくの右手を磨きながら、男は再び頰ほお杖づえをつく。

「その通りですわ。このような裏切り者、そばに置いておく理由はありません」

「いや、彼女は俺を裏切ってなどいない。ただ用済みだと俺が判決したまでのこと。他の組織へ情報を流したのは、この俺だ」

「まあ！　どうしてそのような!?　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターをあの少年から奪いたいのであれば、内々に処置するのが一番なのではっ？」

　声だけは驚いているように聞こえるが、少女の顔は好奇心でわくわくとしていた。

　男は手ぬぐいを投げ捨てて、椅子の肘ひじ掛かけに頰杖をついた。

「いや、成長していない状態のアレを奪ったところで、さして使えん。奪った後の因子は成長させることができないからな」

「それは……確かにそうですね。あの程度では、あなた様のお眼鏡には適かないません」

　少女が頷うなずくと、男は「だが」と言って続けた。

「もしもこの窮地を乗り越えられるだけの飛躍的な成長を遂げたのならば、奪う価値が出てくる」

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの成長を促すために、外郭アウトサイドの組織へ情報を流したというわけですか。さすがでございます」

「因子軍ギアフアクターズも行動を起こすらしい。第七海上都市を滅ぼしかけた化け物を桐き生りゆう将まさ人とにけしかけるそうだ」

「例の殺人鬼でございますか？　それはとても素敵ですわねっ」

　殺人鬼と口にして目を輝かせる少女の横で、男は冷ややかな視線を闇やみの中へ向けた。

「他の王達もすでに動いている。我々はしばらく傍ぼう観かんさせてもらうとしよう……この滑こつ稽けいな王同士の諍いさかいをな」

　少女がクスリと小さく笑う。

「高みの見物というわけですか。わたくし、そういうの大好きですわ」

　言いながら男の首に手を回し、女生徒が口元を頰へ寄せる。

「でもいずれ……『覇王』だろうと『女王』だろうと、全すべてあなたのものにするのですよね？　魔王様」

『魔王』と呼ばれた男は、真まっ直すぐに闇やみの中を見つめる。

　ランタンの炎が隙すき間ま風かぜに揺れる。

「当然だ──王は一人で十分だからな」

　男は、将まさ人とと同じ王の一人だった。

『王の因子』の一つ、『魔王因子サタニツク・フアクター』の持ち主であり、彼のリアライズデバイス《統べる者の右腕デイアブロ》は、他者から因子フアクターを奪い取ると同時に、与えることもできる。

　彼はこの力を使い、正体を明かさずに外郭アウトサイドへ名を轟とどろかせていた。

　彼の形成する組織は、裏の世界ではこう呼ばれている。

　──魔王軍、と。


　　　　◆◆◆






　急いで学園から逃げ出した将人は、アイリを連れて人ひと気けのない道を歩いていた。

　日は落ちて、空はオレンジ色から紫色へと変わっている。

　リゼットはローグカンパニーから連絡があったとのことで、将人の元を離れていた。

『同僚が情報を持ってきてくれるそうです。万が一ということもあり得ますので、将人さんはこの女のそばを離れないでください』

　去り際に、アイリを睨にらみながら指さして、リゼットはこう言った。

『不本意ですが、彼の安全をあなたに託します。彼に危害が及ぶようなことがあれば今度こそ容よう赦しやしませんので、そのつもりで』

　気落ちしていたアイリだったが、この時ばかりは素直に頷うなずいた。

　将人とアイリは二人で並んで歩いている。

　考え事をしながら歩く将人の横で、アイリはずっとうつむいていた。

「……笑いたいなら笑えばいいわ」

「？　笑うって……何を？」

　将人が呆ほうけたような声で聞くと、アイリは顔を赤くして下唇を嚙かんだ。

「……あたしがまだ一度も人を殺したことがないくせに、殺し屋を名乗ってたことよ」

　よほど屈辱的なのか、アイリはスカートの裾すそをぎゅっと握る。

　将人は横目でアイリを見ながら、苦笑する。

「どうして笑うんだよ。いいことじゃないか。俺は少しホッとしたぞ」

「自分が殺される心配が減ったって言いたいんでしょ……！　その通りよ、あたしは殺し屋になりきれない出来損ないだもの……！」

　アイリが足を止めて、下を向いたまま強い語気で言った。

　将人はアイリの少し先まで歩くと、薄暮の星空を見上げる。

「そういう意味じゃねぇよ。お前も理解できない殺し屋じゃなくて、俺と同じ普通の人間なんだなって、そう思っただけだ。最初のターゲット、子供達だったんだろ……？」

「……っ」

「殺さなかったお前は、立派だと思う」

「何が立派よ……！　こんなんじゃ外郭アウトサイドじゃ生きていけないのよ……！」

　立派と言われて、アイリは涙目になってそっぽを向いた。

　学生鞄かばんを肩にかけて、将まさ人とは制服のポケットに両手を入れる。

「……なあ、外郭アウトサイドって、俺みたいな奴やつじゃ生きていけないのかな？」

　将人の意い味み深しんな質問に、アイリは顔を背けながらも疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

「……仮にさ。外郭アウトサイドに逃げたとして、俺は耐えられそうか？」

　将人はアイリの方を向き、薄く笑いながら尋ねる。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターに覚かく醒せいし、命を狙ねらわれているのだと自覚して、将人はこれからのことについて考えていた。

　アイリは将人の言葉の意味を悟ったのか、戸惑いつつも答えた。

「……すぐに死ぬってことは無いわよ。ヤバい連中ばっかりだけど、中には慈善団体みたいなのもいるから」

「……そっか」

「『招かれざる者達』っていうのが、それね。未覚醒者とか、因子フアクターが使い物にならなくて追いやられた奴とか、因子が暴走して身体からだが奇形になってしまった人達とか……そういう連中を誰でも拒まずに受け入れて、最低限の食べ物と水を無償で提供してるわ。住処すみかは劣悪だけど、のたれ死ぬことだけは避けられるかもね」

　些さ細さいな気遣いを見せて、アイリはもじもじと身体を揺らす。

　ちらちらと将人を見ながら、アイリは問う。

「外郭アウトサイドに……逃げるつもり？」

「いや、聞いてみただけだ。いずれにせよ、内郭インサイドに残るわけにはいかなくなっちまったから……死ぬにしろ生きるにしろ、もうまっとうな人生は送れそうにないって、ようやく自覚したんだろうな」

「…………」

「アイリの言う通りだった。心のどっかで、何とかすれば家族とまだ一緒にいられるんじゃないかって思ってた。もうそんなことも言ってられねぇや」

　将人は小さく笑って、前を向いて猫ねこ背ぜのまま歩いた。

　アイリはうつむきつつも上うわ目め遣づかいで将人の背中を見つめる。

　そして、迷いながら声をかけた。

「あ、諦あきらめてんじゃないわよ……まだ約束守ってないし。あんたの因子の情報を流した奴を見つけ出すんでしょ。それまで、あんたはあたしが守るわよ。こんな出来損ないの殺し屋で不満でしょうけど……」

「いや……心強いよ。ありがとう」

　ストレートな将まさ人との言葉に、アイリは少し顔を赤くした。

　アイリは続ける。

「もしかしたらローグとかが匿かくまってくれるかもしれないんでしょ……かなり、希望的観測だけど……」

「そうだな……まだ諦あきらめる時じゃないよな」

　彼の声には、今までの余裕も張りも無くなっていた。

　アイリは下唇を強く嚙かみ、スカートの裾すそをなお強く握って、足を止めた。

　将人が振り返り、「どうした？」と尋ねる。

　アイリはうつむいている。何かを我が慢まんしているようだった。

　将人が首を傾かしげると、アイリが震える声でこう言った。

「──あたしさ、売られたんだ」

　何のことかわからず、さらに将人は首を傾げる。

　アイリがうつむいているせいで、将人からは顔が見えなかった。

「外郭アウトサイドへ墜おちた理由、知りたがってたでしょ。10歳の時、母親に売られたの」

　いきなりの告白に、将人は啞あ然ぜんとした。

　売られた。人身売買ということだ。このご時世、珍しいことではないと聞く。

　貧困者は育て切れなかった子供を売って金にすることがある。

　売るために子供を産む輩やからすらいるらしかった。

「境遇は、あんたと似てる。元は結構な家のお嬢様だったんだけど、８歳の時に父親が死んで、未覚かく醒せい者だった母は家を追い出された。働き口を探してたんだけど雇ってもらえなくて、労働施設にも身体からだが弱すぎて入れてもらえなかった」

「…………」

「結局、母は外郭アウトサイドに行かざるを得なくて……食べ物に困ったからあたしを売った」

　将人は声も出せなかった。

　アイリは胸の前で腕を組み、顔を上げて自虐的な笑みを浮かべる。

「笑っちゃうでしょ？　あんたに奴ど隷れいにされなくても、元からあたしは奴隷だったのよ」

「……笑えるかよ、そんなの」

　強がっていても、アイリの声は震え、目は泳いでいた。

「売られたあたしは、手つかずの状態でショーケースみたいな檻おりに入れられて、ロリコンのゲスどもに買われるはずだった。でも、そうはならなかったんだ」

　言って、アイリはナイフを出現させて指でくるくると回した。

「あたしを気まぐれで買ったのは──雑伎団サーカスの『女王』。あの女に、あたしはこの歳としになるまで殺しの技術を叩たたき込こまれて育った。過酷過ぎて死にそうだったけど、おかげで暗殺者アサシンズ因子フアクターにも目覚めることができた。今こうして綺き麗れいな身体からだで生きていられるのは、そいつがあたしを買ってくれたおかげ」

「…………」

「あれだけ絶望的な状況でも、めぐり合わせのおかげで助かったりするものよ。外郭アウトサイドじゃ何が起こるかわからない。だからあんたも、成り行きに任せて生きてみれば？　意外となんとかなったりするわよ」

　皮肉っぽい笑みを浮かべながら、アイリは地面の小石を軽く蹴けった。

　そしてふてくされたような顔になって、またそっぽを向いてしまう。

　将まさ人とはアイリの意図を理解した。彼女は将人を元気づけようとしてくれているのだ。

　知られたくない過去だったのだろう。彼女にとって、恥ずかしい過去だったのだろう。

　こんなに不幸な自分が生きてこられたのだから、それよりマシなお前は大丈夫。きっと外郭アウトサイドでも生きていける。

　プライドを捨てて、彼女は将人にそう言ってくれたのだ。

　悲劇のヒロインを自ら買って出たのだ。

　将人のために。

「それにあんたには覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターっていう強烈な力があるじゃない？　もしかしたら、外郭アウトサイドで組織のボスなんかになれちゃうかもよ？　そんで──」

「アイリ、もういい……ありがとな。悪かった」

　言葉を遮り、将人は感謝と謝罪を口にした。

　アイリは顔を伏せて、口を一文字に結んだ。

　そして羞しゆう恥ち心しんに顔を赤らめ、瞳ひとみを揺らしながら、

「別に、礼とか謝罪とか、いらねーし……っ！　ていうかっ、あんたどうせあたしに殺される運命だもんね……あーもぅ、何言ってんだろあたし……くだらない！」

　ずんずんと歩いて将人の横を通り過ぎた。

　将人はアイリの肩に手を伸ばそうとしたが、やめた。殺し屋として外郭アウトサイドで生きてきたアイリに、あんなことを言わせてしまったのは弱音を吐いた自分だ。

　将人は己を戒いましめ、先のことを考える。自分がどうすべきか、何をすべきか。

　逃げるのか、それとも──

（……答えは決まってるよな）

　将人は今後の自分の方針を決めて、アイリの背中に声をかけようとした。

　リゼットにも同じことを伝えよう──将人がそう決意した瞬間。

「ッ!?　──う、ぐ……なんだ!?」

　突然の頭痛に顔をしかめ、将人は地面に膝ひざをついた。

「何、どうしたの？」

「わかんねぇ……いきなりっ」

　目の前がチカチカと点てん滅めつする。何かの発作かと思われたが、将まさ人とは点滅する光の合間に、自分が見ているものとは別の映像が映り込むことに気づいた。

　同時に、耳鳴りがして幻聴が聞こえてくる。

《──私の処刑は私が決める！　この信念だけは誰にも汚させはしない！》

　それは、紛まぎれもなくリゼットの声だった。

（……《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》の力か……!?　これは、リゼットが見ている光景なのか？）

　将人は痛みの中で意識を集中させて、声と映像に神経を傾ける。どこかにいるリゼットの感覚をジャックして、彼女の身に何が起こっているのかを知ろうとした。

　映像に映るのは人ひと気けの無い寂さびれた公園。

　黒服の連中と、ピエロのような格好をした男がリゼットを取り囲んでいる。

　リゼットが銃を構え、跳ちよう躍やく。トリガーを引こうとしたのと同時に、肩に銃弾をくらった。

「ぐ──ッ！」

　将人の身体からだも、わずかにだが右肩に衝撃のようなものを感じて仰のけ反ぞった。

「どうしたってのよ……！」

「わかんねぇ……！　でも、リゼットが変な連中に襲われてるみたいだ……！」

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの力……？　あんた、奴ど隷れいの状況がわかるの？」

「視覚とか聴覚とか、いろんなもんを同調することができる……居場所も、方角と距離だけだけどわかるんだ……」

「…………」

「黒スーツの男が見えた。あれって……ローグカンパニーの処刑人だよな」

　将人は状況を理解し、表情を険しくする。

　アイリは考え込むように口に手を当てたが、すぐに忌いま々いましげに舌打ちをした。

「どこかに身を隠すわよ。しばらく潜せん伏ぷくしましょう」

　アイリの提案の内容が頭に入ってこない。リゼットを命の危機に陥れてしまったのは自分のせいだ。いまさらながら、彼女を一人で行かせてしまったことを悔やむ。

　このまま逃げる？　自分だけ？　利害の一致でとは言え、守ってくれていた少女を見捨てて？　そもそもリゼットは、自分のせいで命の危機に立たされているのではないか？

　お前はその事実を受け入れたまま……逃げるのか？

　アイリが将人の肩を摑つかんで、軽く揺さぶる。

「しっかりして。あんたが死ねばあたしもアイツも死ぬ。さあ、急ぐわよ！」

「…………」

「桐き生りゆう！」

　アイリの恫どう喝かつに、将まさ人とは立ち上がった。

　顔に影を落とし、拳こぶしを強く握る。

「アイリ……悪いんだが、リゼットを助けに行かせてほしい」

「!?　何言ってんのよ！　自分から危険に飛び込んでいく奴やつがいる!?」

　信じられない将人の提案に、アイリは激怒した。それでも将人は折れなかった。

「わかってる……もしかしたら、死ぬかもしれない。でも、もう決めたんだ。俺は今ここで逃げちまったら……一生後悔すると思う」

「あたしの知ったことじゃないわ！　突然ヒーローぶって何なのよあんた……！　自分勝手な行動はやめなさいよ！」

　怒りに任せて、アイリが将人の両肩を摑つかむ。

「王様は兵が死のうがなんだろうが生きてなきゃいけないもんでしょうが！　あんたの因子フアクターは、『王』って在り方を強制してんのよ！　だからあんたは王様として、せめてそれらしく振ふる舞まいなさいよ！」

　将人は王と言われて、苦笑する。

「悪いけど、俺はヒーローなんかになるつもりはないし、王様なんてもってのほかだ……桐き生りゆう将人ってただの人間だよ」

　将人も、都合のいいことを言っているのは承知の上だった。

「だから……俺っていう人間の最後の頼みだと思って聞いてくれ」

　真剣にアイリを見つめながら、将人は告げる。

「俺はリゼットを助けに行く。その後のことは、お前は気にしなくていい」

「……どういう意味よ？」

「いますぐにお前の首輪を解かい除じよする。お前は逃げて、内郭インサイドで普通に暮らせ」

　将人の肩から手を放し、アイリは絶句した。

「この状況で……何すっとぼけたこと言ってんのよ……」

「まだ誰も殺してないんだろ？　だったら、まだ内郭インサイドでやり直すことができるはずだ。平穏な生活に戻れるはずだ」

「へ、変な同情してんじゃないわよ！　戻れるわけないし、あたしは別に──」

「そんなことない。お前だって、まだ内郭インサイドに未み練れんがあるはずだ。同情なんかじゃねぇよ……日常に戻れるなら俺だって戻りたい。でも俺には無理だから……せめて、お前は」

　将人は下を向いて拳を握りしめるアイリに、安心させるように笑った。

「家族やお前らを巻き込まないように、俺がなんとかするから」

「っ……！」

「きっとこれから、俺はずっと命を狙ねらわれ続ける。一緒にいたらお前らも危ない。自分のせいで、これ以上誰かを不幸にしたくないんだ。そんな後悔背負いたくねぇ」

「殺し屋に何言ってんのよ……あんたとあたしの関係は利害の一致でしょうが……それ以上でも以下でもないのに、どうしてあんたがあたしにそこまでするわけ……？」

「お前にとってはそうかもしれないし、出会ってまだ一日くらいだけどさ……俺はもう、お前のことを知っちまった。いまさら利害関係だって割り切れないんだ」

「…………」

「お願いだ。お前は生きてくれ」

　将まさ人とが頭を下げて願いを告げる。

　将人のその行動に、アイリは瞳ひとみを揺らした。

　が、すぐに表情が険しくなる。自分の中の何かと葛かつ藤とうするように。

「安い言葉と一緒に……頭なんか……下げてんじゃないわよ……！　都合のいいこと……言ってんじゃないわよ！　ふざけんじゃないわよッ！」

　恫どう喝かつと共に、アイリは将人の願いをはね除のけた。

「……アイリ」

「内郭インサイドに戻るなんていまさら無理……それにねぇ、もうこっちはとっくにあんたに巻き込まれてんのよ！　最後まで付き合う、そう言ったはずでしょう!?　何かっこつけてんのよ馬鹿じゃないの!?」

　凄すさまじい気迫に、将人は少しだけたじろいだ。

「もう利害なんて知ったこっちゃないわ！　これはプライドの問題！　あたしは依頼された仕事は完かん璧ぺきにこなす……！　無実を証明して、あんたが生きる道を作ってやるわよ！」

　忌いま々いましげにそう言って、アイリは将人を睨にらむ。

「王様だったら、頭下げるんじゃなくて……頼むんじゃなくて……」

　両手にナイフを出現させ、すばやく将人の首くび元もとへ。




「一緒に来いって──あたしに命令すればいいでしょ！」




　切っ先は少しでも動かせば将人の喉のどに突き刺さる。自分のプライドを守るためのアイリの要求は、『命令しろ』というものだった。

　自主的に将人の要求を吞のむことはアイリのプライドが許さない。

　だが、将人が命令すれば鎖の力で仕方なく従っているという動機を手に入れられる。

　アイリは、自分の中の平穏を求める心を認めない。とんでもない頑固者だ。

　将人は《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》の性能を思い出す。

　身体からだは縛れても──心は縛れない。

　本当に、厄介なペナルティだった。

「あんたがあの雑用を助けに行くっていうなら、あたしも行く。約束を守るため……あんたを守るためにね！」

　将まさ人ととアイリはまっすぐに見つめ合う。

「命令しなさい！　自分からあの女を助けに行くなんてまっぴら御免なんだから！」

　叱しつ咤たを受けて、将人はアイリを引かせることをひとまず諦あきらめた。

　将人は彼女の尊厳を守るために、深く息を吐つく。

　王様なんざまっぴらごめんだ。世界の敵になる気なんてさらさらない。だけど、望みを叶かなえるために他人を巻き込むというのなら、その真ま似ね事ごとくらいはしてみせるべきだ。

　一度だけ。たった一度だけ、できそこないの王の仮面を被かぶる。

　将人は瞳ひとみを鋭く細め、

「リゼットを助けに行く──俺に力を貸せ、アイリ！」

　仮かり初そめの奴ど隷れいであるアイリに対して、はっきりとそう命令した。







　将人がアイリに命令を下す少し前。

　リゼットはローグカンパニーの同僚に言われた通り、公園へやってきていた。

　制服ではなく黒服に着替えている。ローグの人間と会う時は、必ずこの格好でなければならないという掟おきてがあるのだ。

　場所は建設途中の二つの高層マンションに挟まれた公園で、周りに人影は無い。

　腕時計を見て、時間通りであることを確認する。

（……ローグの処刑人が時間を間違えるはずはないのですが）

　不審に思い、リゼットは因子フアクターの持つ第六感を発揮する。

　リゼットは周囲に殺気があれば、それを察知することができた。第六感強化ＣＨＲは低いので察知できるのは邪よこしまな感情のみだが、殺し屋には十分だった。

　周囲に殺気が感じられないのを確認すると、リゼットは息を吐いて、ふと公園にあるブランコを見た。

　近づいて、軽くチェーンを押す。

　金属の擦こすれる音を立てて、ブランコが振り子のように揺れ動いた。

「……懐かしいですね」

　薄く微笑ほほえんで、リゼットは過去を思い出す。

　まだ父が生きていた頃の記憶。

　ローグカンパニーの凄すご腕うでの処刑人であったリゼットの父は、寡か黙もくで厳しい人だった。ローグの中でも浮いた存在で、たとえどんな依頼でも、自分が殺すべきではないと思った相手は殺さない男だった。

　それ故か組織内に敵は多かったが、リゼットは父の大きな背中に敬意を感じていた。

　処刑人としての父は知っていたが、家族としての父をよく知らないで育った。まともに父と会話したことも、数えるほどしかない。

　ある日、リゼットは母について父に尋ねたことがあった。

　父は目を閉じたままで何も答えなかった。

　リゼットは父の前で初めて泣いた。父の前で泣いたことは一度もなかったのに、無性に涙がこぼれてきたのを、リゼットは今も覚えている。

　翌日、リゼットが食料の買出しから帰ると、自分の部屋の中央にブランコが作られていた。粗末なロープと木の板で作られたものだった。

　不器用な父が、せめてもの償いに作ったものだった。

　父からのプレゼントが嬉うれしくて、リゼットは毎日そのブランコで遊び続けた。

　それから数日後、リゼットが家に帰ると、ブランコの板の上にレコーダーが置いてあった。内容は、今でも全すべて覚えている。




『リゼット。お前の母親は私が殺した。

　ローグの手違いにより、不当に殺された女性がお前の母親だ。せめてもの贖しよく罪ざいに、私はお前を育てると決めた。そして、もう二度と同じ過ちを繰り返さないと誓った。

　リゼット、お前には私を憎む権利がある。私を殺す権利がある。

　お前は恐らく、将来処刑人になるのだろう。

　私を殺すか殺さないかは、お前が決めろ。許す必要はない。己の心と信念に従え。

　その魂は、誰にも汚すことはできないのだから。

　──母の仇かたき、アレクサンドル・ドラクロワより』




　父の死を知ったのは、その二日後のことだ。父の同僚から、ターゲットを殺さずに依頼人に反逆したため、依頼人の雇った別の殺し屋に殺されたのだと伝え聞いた。

　リゼットの因子フアクターが覚かく醒せいしたのは、父の死を知らされたその日だった。

「……私は、あなたの遺い志しを継ぎます」

　揺れるブランコを眺めながら、胸に手を当てて静かに呟つぶやく。

　父の死を境にローグは変わった。正当な処刑、道理を重視する体制が揺らぎ、利己的になりつつある。自分は父と同じように、それに抗あらがい続けてきた。

　リゼットは胸の中の決意を再確認して、気を引き締めた。

　──そうすることで、リゼットはようやく自分を取り囲む気配に気づいた。

（いつの間に……！）

　慌てて二に挺ちよう拳けん銃じゆうを具現化させる。

　感傷に浸っていた自分に苛いら立だちながら、銃を構える。

　おそらく、敵は１００人近くいる。完全に囲まれていた。建設途中のマンションや、街路樹の陰、いたるところに気配を感じる。

　さらに公園の入口に、黒いスーツを着たオールバックの男が立っていた。

　ローグの処刑人の一人だ。

「……どういうつもりですか」

　リゼットは冷静な殺意と共に、銃口を男へ向ける。

　男はオールバックの髪をなぞるようにゆっくりと搔かき上げながら、ニタリと笑った。

「真実を教えてほしいという貴様の願いを叶かなえてやりにきたのだろうが？　不満か？」

「人数が多すぎます。これだけの処刑人を集める必要性を感じません」

　視線で男を威圧すると、背後に新たな気配。

「──処刑人だけじゃないんだな、これが」

　咄とつ嗟さに左手の銃を背後へ向ける。

　気配の主は、リゼットの後方でゆらゆらと揺れながら片足で立っていた。

　ピエロのような派手な衣装と化粧をした、男だか女だかも判然としない人物。

　両手に持ったショーテルを器用に回転させて、そいつはリゼットをあざ笑っていた。

「……雑伎団サーカス……！」

「ご明察～って、この格好見ればそれ以外に答えは無いよねぇ」

　リゼットは改めて同僚の男を睨にらんだ。

「どうしてローグが雑伎団サーカスの連中と一緒にいるのです！」

「察しが悪いな。貴様は捨て駒ごまにされたのだよ、リゼット・ドラクロワ」

　男が右手を掲げ、デバイスを出現させる。古めかしいデザインの自動拳けん銃じゆうだった。

「我々ローグは、新たな王に対して処刑を決定した。しかし『王の因子』は世界を掌握する力を持っている。そこでお前をけしかけ、相手の手の内を明かすことにしたのだ。まんまとはまってくれてよかった……おかげで新たな王に安心して対処できる」

「ローグも監視を……！」

「ああ、雑伎団サーカスの協力を得てな」

　悔しそうに顔を歪ゆがめながら、リゼットは同僚を睨む。

「何な故ぜですか!?　このような下げ衆すな連中と組むことは、ローグの理念に反します！」

「私も同意見だが、ターゲットが『王の因子』覚かく醒せい者であれば手段は選べない。あの力は世界に混乱を招く……これ以上、新たな王など必要ないのだよ」

　篭こもったような笑い声を上げて、男が銃口を向けてくる。

「元々、貴様のように依頼を放棄するような輩やからは我々にとって不利益な存在だったのだ」

「私は処刑人の信念を貫いたまでのこと！　殺すか殺さないかは自分で決めます！　悪人かどうか確証のない桐き生りゆう将まさ人とを殺すことは、ローグの流儀ではない！」

　リゼットは処刑人としての信念を必死に語り聞かせたが、同僚は聞く耳を持たなかった。

「──その姿勢がこの結果を招いたのだとまだわからないのか!?　ローグカンパニーとはその名の通りならず者の組織だ！　所しよ詮せんマフィアなのだよ！　何が信念だ！　何が義だ！　そんな時代遅れなものにしがみついていられるほど、世界は甘くはない！　これはボスの決定だ。貴様を殺し、その後で覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターを葬る。それが私の仕事だ！」

　男がトリガーに指をかけた途端、周りを取り巻く気配がざわめく。

　リゼットの背後の道化ピエロも、ショーテルに舌なめずりをしながら一歩ずつ近づいてくる。

　下げ卑びた笑い声に、リゼットの不快感が募る。もはや我が慢まんの限界だった。

「下げ衆すども……！」

　リゼットは眼がん前ぜんで銃を持ったまま両手を広げ、瞳ひとみに殺意を灯ともす。

「桐き生りゆう将まさ人とを殺させはしない……！　証拠が無くとも私にはわかる！　彼は『王の因子』に目覚めていようと、善良な人間です！　彼を殺すことは許しません!!」

　リゼットの《ダンデライオン》のスライドが自動的に動き、弾を送り込む。

「──私の処刑は私が決める！　この信念だけは誰にも汚させはしない！」

　宣言した瞬間、リゼットは身体からだを沈めて思い切り跳ちよう躍やくした。

　一斉にナイフと剣と銃弾が発射され、リゼットがいた地面に突き刺さる。

　跳躍したリゼットは、オールバックの男に飛び掛かった。

　男が拳けん銃じゆうを発砲。弾丸は、リゼットの右肩に直撃した。

「私のデバイスは貫通力に優れている！　たとえ猛獣の皮膚だろうが鋼鉄だろうが、どんなものでもつらぬ──」

　自分のデバイスの自慢を始めた直後、彼は信じられないものを見た。

　リゼットは右肩に弾丸をくらいながらも、銃を構えたまま降ってきた。

　無傷。男に猛烈なとび蹴げりを入れてから、リゼットは馬乗りになる。

　絶句している男の額ひたいに、巨大な拳銃を当てる。

「ＥＸＰスキル──《アンチバレット》。敵の攻撃を視界に捉とらえた時のみ、身体強化ＳＴＲの防御力だけが倍化する。残念でしたね」

「バ、バカな……ダイヤモンドも貫くデバイスだぞ！」

「私はあなたのように因子の成長を疎おろそかにはしていませんので」

　リゼットの凍いてつく眼まな差ざしは人のものとは思えない。同僚は恐怖で悲鳴を上げた。

「や、やめろ、俺はお前の同──」

「さようなら──相応の報いで散りなさい」

　引き金が引かれ、地面にクレーターができあがるほどの衝撃が男をかき消した。

　血煙すら残さない威力。

　それを見て、周囲の敵達が警戒を強める。

　リゼットは銃口を地面について、起き上がった。

　彼女の殺意に満ちた瞳ひとみを見た瞬間、敵達は一斉に投とう擲てきと銃撃を開始した。

　リゼットは銃弾と刃やいばをものともせず、敵に襲い掛かる。

　これだけ殺意が満ち満ちていれば、敵がどこに隠れていようが居場所はすぐにわかる。

　リゼットの《ダンデライオン》は強烈な破壊力を有する代わりに、命中率が極めて悪い。まともに当てようとするならば射程はせいぜい７メートル。

　だが、《ダンデライオン》の咆ほう哮こうは決して鳴り止やまない。

　弾数制限も、リロードも必要ない。熱暴走もしなければ、ジャムなど断じて発生しない。

　それはまるで、動く高射砲。

　轟ごう音おんを響かせて、リゼットは歩きながら周囲を破壊していく。数を撃てば当たるという概念をそのままに、壁に隠れるのならば壁ごと、樹木に隠れるのならば樹木ごと破壊する。

　敵は射撃を行ってくるが、殺気を察知して、攻撃の前に反応できるリゼットの脅威ではない。アンチバレットによる強化があれば、リゼットのダメージはほぼ皆無だった。

「ヒャアアアアアア！」

　唐とう突とつな奇声に驚き、リゼットは顔を上げる。

　直後、リゼットの肩をショーテルの刃が抉えぐった。

「──くっ！」

　たまらず膝ひざが折れ、噴出した血ち飛沫しぶきに顔をしかめた。

　見れば、ジャングルジムの上に猿のような体勢で道化ピエロが座っていた。

　彼の周りには、ショーテルが回転しながら浮ふ遊ゆうしている。

「暗殺者に要求されるものは因子フアクターの感覚強化ＡＧＩと身体強化ＳＴＲだけじゃないのさ～。精神強化ＭＮＤ──僕らは自分の感情をコントロールできる。目的があれば殺気なんて必要ないし、たとえ笑いたくなくても、笑いながら人だって殺せちゃうのさ」

　道化ピエロの浮遊するショーテルが回転しながらリゼットに襲い掛かる。

　リゼットは目視でそれを避よけつつ弾丸を放つが、道化ピエロのスピードは自分以上だ。四方八方に飛んだり跳ねたりしながら、攻撃を簡単に避けられてしまう。

　その間に、隠れて攻撃してきていた黒服と雑伎団サーカスの殺し屋達が姿を現し、リゼットを取り囲んだ。殺しきれなかった連中の追撃もあいまって、リゼットの服が引き裂かれ、身体からだ自体もボロボロになっていく。

　アンチバレットがなくとも、身体強化ＳＴＲ15のリゼットの防御力は並大抵ではない。

　だが、これだけの数の攻撃を受け続ければ話は別。

　傷ついていくリゼットを見て、道化ピエロが笑う。

「ケヒヒヒヒヒ！　うちの出来損ないのアイリよりはずっと強いけど、さすがにこの人数相手じゃ太刀打ちできないよねぇ！」

　下着同然の姿になってしまったリゼットは、それでも気丈に戦闘を続行する。

「っ、私は──負けません！」

「いいねぇその表情！　僕ちゃんロリコンだからさぁ！　君みたいな子を切り刻むのがだぁい好きなのさぁ──ッ！」

　満まん身しん創そう痍いのリゼットに向けて、道化ピエロがジャングルジムの上から突貫してくる。

　道化ピエロが気色の悪いペイントが施された顔をぬぅっと前へ押し出すように、舌と涎よだれをだらしなく垂らしながら目の前に迫る。

　だが、リゼットにショーテルで斬きりつける寸前──道化ピエロの顔面に何かが食い込んだ。

　それは真しん紅くのナイフだった。ナイフは道化ピエロの顔面から足へ向けて一直線に貫いた。

　リゼットの眼がん前ぜんで道化ピエロが地面に墜落し、動かなくなる。

　何事かと道化ピエロの身体からだを見ると、ナイフが身体を貫通してそのまま事切れていた。

「──なんだ、ゲスが相手なら殺すのなんてたいしたこと無いじゃない」

　聞き覚えのある声がして、リゼットは声の方へ目を凝らす。

　公園の入口に──ナイフを構えるアイリの姿があった。落ち込んでいた様子は消え、アイリの表情は自信と余裕に満ちている。

　アイリはリゼットと目が合うと同時に、空高く跳ちよう躍やくした。

　動体視力をフルに発揮させて、隠れている敵の位置を確認。












　スカートをめくり上げて太もものベルトから一気に八本のナイフを抜きはなった。

「──ふッ！」

　鳥が翼を広げるように両手を広げ、思い切り敵へ投げつける。

　八本のナイフは、高速で有象無象に襲いかかった。五本は敵の心臓に命中、即死。しかし残り三本が狙ねらった敵は、雑伎団サーカスの団員。回避されてしまった。

　──が、

「そ──らぁっ！」

　アイリが意識を集中させると、外したナイフが軌道を変え、敵を追尾した。

「「「──!?」」」

　慌てて気づいたとしてももう遅い。三名の背にナイフは直撃し、易やす々やすと胸を貫いた。

　赤くきらめくナイフが地面に落ちる。

　ＥＸＰスキル、《ロックオン》。ターゲットを視界に捉とらえ、意識を集中することで敵を追尾する投げナイフを放つことができる。

　アイリが着地すると、近くにリゼットが驚いたような顔で立っていた。

　だがその驚きも、すぐに怒りに変わる。

「こ、の……私がプライドを捨ててまで頼んだのに何な故ぜ来たのですか!?」

　怒鳴られて、アイリはこめかみに血管を浮かべて怒鳴り返す。

「うっさいわねバカ！　望んだわけじゃないわ、桐き生りゆうがあんたを助けに行けってあたしに命令したのよ！」

　必然的に、二人は背中合わせで立つ。

　アイリはナイフを手に持って、不敵に笑う。

　ローグカンパニーの処刑人が20名。雑伎団サーカスの団員が30名。

　仲間は背中合わせの忌いま々いましい奴やつ一人だけ。しかもお互いの相性は最悪だった。

「将まさ人とさんはどうしたのですか……命令で来たということは、彼はどこか安全な場所に隠れているのでしょう？」

「あたしはそうしろって言ったわよ。無視したのはあいつ」

　アイリがすっとぼけたようにそう言うと、リゼットは驚いて目を見開いた。

「まさか……彼も来ているのですか!?」

「王様ってのは高みの見物するもんでしょ」

「ほんっっっとうに馬鹿ですねぇ！　何故止めなかったのです!?」

「あぁもううっさいのよ！　桐生からの命令！　あたしらの仕事はこいつらを倒すこと！うだうだ言ってないで殺やるわよ！」

「！　わかりましたよ！　やればいいんでしょうやれば！」

　二人は同時に地を蹴けった。

　敵の数は残り50。荒れ狂う暴風と、超速の疾風が敵を翻ほん弄ろうする。

　そして、もう一つ。戦いを見守る人影が、マンションの屋上に立っていた。







　日が落ちきり、月明かりのさすマンションの屋上。

　南からの生ぬるい風を受けながら、将まさ人とは戦場を見下ろしていた。

「よし……ここからなら一望できる」

　眼下ではリゼットとアイリが目にも留とまらぬ速さで戦っている。

「……こいつら全部、俺を殺しにきたんだよな」

　腹をくくったものの、さすがにこの数は苦笑いが止まらない。

　戦況は有利に見えるが、敵の数が多すぎる。

　中には手て練だれが二人。リゼットの怪力と、アイリのスピードに追いつける奴やつだ。そいつらの相手をしている隙すきに他の雑ざ魚こからの攻撃をもらってしまう可能性は否めない。リゼットもアイリも今は健在だが、時間が経たてば死角を突かれてしまうだろう。

　将人は目を閉じて感覚を研ぎ澄まし、意識を因子フアクターの力に集中させた。

「そっちから殺しにきたんだ……殺されても、文句言わせないぜ」

　血が逆ぎやく流りゆうするような感覚。何度やってもきっとこの感触には慣れないだろう。体内の因子が活性化した際に現れる現象だった。血管が青白い輝きを放ち、模様のように身体からだに浮かび上がったかと思えば、手元に半透明の鎖が出現した。

　鎖は、地上のリゼットとアイリに繫つながっている。今は将人にしか見えない。

「……付け焼き刃かもしれねぇが、上う手まくいってくれよ」

　目を閉じて、鎖を手で摑つかむ。まるで鎖が自分の手の延長に感じられたかと思えば、アイリとリゼットの視界が自分の脳にイメージとして入り込んできた。

　鎖が二人の五感を将人へ流しているのだ。

（くっそ、これ……結構キツいな）

　頭の中で二つのイメージが勝手に流れてくる。

　頭が割れそうなほどにごちゃごちゃになるが、将人は冷静になるよう努めた。

　視界も、聴覚も、痛覚も、何もかもが連結する。

（確か同調だけじゃなくて、盗むこともできるんだったよな……！）

　意識を集中させ、将人はお望みのものを二人から盗んだ。

　瞬間、身体からだ中じゆうに細かい傷が一気に生まれた。

「うぐ……がぁっ！」

　できあがった身体中の傷口から、ぶしゃりと血が噴き出す。

《え──傷が、消えた……？》

　頭の中にリゼットの驚いたような声が聞こえた。

（成功したが……こいつはマゾい……！）

　苦く渋じゆうに歪ゆがんだ笑みを浮かべて、将まさ人とは足を踏ん張る。

《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》は自分のダメージを奴ど隷れいに移すことも、その逆もできる。

　将人はリゼットとアイリのダメージを自分自身に転移させたのだ。

　大丈夫、死ぬほどではない。意識もはっきりしている。まだ自分も戦える。

「王様だって少しくらい役にたたねぇと、かっこつかないもんな……！」

　将人は今度は目を開けて戦場を眺めながら、頭の中でリゼットとアイリの視界を、自分自身に同調させる。

　二人の視界と、将人自身の視界。

　三つの視点から生み出されるものは──死角の排除だ。

「──させるかよッ！」

　将人は屋上から見えたリゼットの背後から襲いかかる奇襲者の一撃を、『防げ』とリゼットの身体からだに命令する。

《ふえぇ!?》

　瞬間、リゼットの身体が本人の意志とは無関係に、ぐるんと半回転。

　銃じゆう身しんにより奇襲者の刃やいばを受け止めた。

《ど、どうなって……もしかして、将人さんですか!?》

　名を呼ばれ、将人は鎖を通じて二人に声を送った。

「……聞こえるか？　二人とも」

《は、はいっ、聞こえます！》

《うっへ！　何これきしょい！》

　約一名ムカつく反応だったが今は気にしない。伝えるべきことを伝えるだけだ。

「聞いてくれ。二人の背中は俺が守ってる。ダメージも気にするな、全部俺が背負う」

《……まさか、さっき私の傷が完治したのは、あなたのせいですか!?》

「よくこんな傷で動けてたな、リゼット」

《ダメージを自分に移したのですか!?　い、今すぐ私に戻してください！》

「それは断る」

　将人のはっきりとした拒絶に、リゼットは息をのんだ。

　アイリは黙っている。ここへ来る前に説明しておいたからだ。

「このくだらねぇ戦いは、全部俺が原因だ。俺は二人のために戦ってるわけじゃない。二人に俺のために戦ってもらってるんだ。俺も、自分にできることはやらせてもらう」

《《………》》

「だから──お前達は前だけ見て全力で戦え」

　将まさ人とは背負う覚悟を決めて、二人に命令を下した。

　アイリとリゼットは将人の言葉に目を鋭く細め、薄く笑った。

《──わかりました。あなたに私の背中を任せます》

《──ふん、かっこつけちゃって。へたれ覇王のくせに》

　二人は了承の意を伝えて、目の前の敵へ全力で襲いかかった。

　手て練だれ二名との戦いに集中した二人の背後を、将人が守る。雑ざ魚こどもの攻撃はほぼすべて近距離だ。ローグの連中は破壊力に優れており、雑伎団サーカスの連中はスピードが速い。

　だが、アイリとリゼットはその上を行く。

　将人が気づきさえすれば、不意打ちを防ぐことは容易だった。

　それでもデバイスの特性以外に因子フアクターの強化要素が無い将人では、さばききれない攻撃がいくつもあった。そのダメージを、将人は肩代わりする。

「っ……づぁ……！」

　見る見るうちに傷が増え、血まみれになっていく。

　それでも将人は倒れない。目を開いて、二人の背中を守った。

　手練れ二名を屠ほふり、敵の数は雑魚があと五人。

　勝利が見えてきたその時、対面のマンションの窓で何かが光った。

「──ッ！　アイリ！　狙そ撃げきだ！　３階の窓！」

　叫ぶと同時に、将人がアイリへ自分の見ているビジョンを送る。

《オーケー！》

　アイリが叫び、太ももからナイフを抜いて力の限りに投げ放った。

　ナイフはまっすぐに、３階の窓の狙撃手へ。

「……やれたか？」

　窓へ目をこらすと、デバイスの狙撃銃がかき消えて、血を流す男の姿が見えた。

　将人はどっと息を吐つき、肩の力を抜いた。同時に、地上での戦いが終しゆう焉えんを迎える。

《は、はは……本当に、全滅できちゃった》

《はぁ……はぁ……すごい力ですね……覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターというものは》

　下の二人が、腰を抜かしたように地面にへたりこむ。

「いやいや、お前らがつえーんだよ……二人とも……よくがんばったな」

　将人も立っていられなくなり、そのまま尻しり餅もちをつこうとした。

《!?──将人さん！　後ろ！》

　リゼットが叫んだのはその時だった。

　将人が慌てて振り返るよりも先に──銃弾で右みぎ頰ほおを抉えぐられた。

　間一髪。リゼットが敵の殺気を感知する第六感で気づかなければ、脳天を撃ち抜かれていた。頰を押さえながら、将人は背後の奇襲者と対たい峙じする。

「チッ……外したか。だが、気づいたところで貴様には何もできまい」

　黒服。ローグの狙そ撃げき手しゆの生き残りだった。

　狙撃銃型のデバイスが将まさ人との心臓部へ定められ、銃口がきらめく。

　将人は、歯を食いしばって叫んだ。

「──巻きつけぇ！」

　命令したのは、己の鎖。新たに出現した鎖が、鎖くさり帷子かたびらのように将人の身体からだに巻きついた。

　発射された銃弾が、巻き付いた鎖に弾はじかれる。

　すさまじい威力に、将人の身体が後退する。

　敵が頭部へ銃口を向けたのに気づいて、将人は両手をクロスさせて顔面を守りながら、敵へ向かって走った。《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》は、攻撃には向かないが強度は折り紙付きだ。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　何発もの銃弾を弾きながら、将人が一気に距離を詰める。敵の眼がん前ぜんに辿たどりつくと、思い切り腕を振り上げた。

　拳こぶしに巻きついた鎖が、ギチリと音を鳴らしたその刹せつ那な、

　──ガゴンッッ!!

　将人の拳が、敵の顔面にめり込んだ。

　敵は悲鳴もあげずに、頭から後方へ吹き飛ぶ。

　仰あお向むけに倒れたままざりざりと床を滑り、動かなくなった。

「へ……へへ……うへへへへへ」

　この状況で勝利したことが信じられなくて、変な笑い声が口から漏れた。

　将人は全すべての力を出し切って、仰向けにそのままぶっ倒れた。

　荒い息を整えて、満天の星を眺める。

　間接的にとは言え、相手が悪党だったとは言え、将人は人を殺してしまった。

　もう、まっとうな人間とは呼べない。

「……これで俺も悪党か」

　武力で敵を侵略する『覇王』……そんなに圧倒的な力なんか無いし、満まん身しん創そう痍いだけれど、将人は覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの戦い方がどういうものかを思い知った。

　胸くそ悪いけれど、なってしまったものは仕方がないと開き直る。

　鼓動が痛いくらいに鳴っている。まるでマラソンの後のようだ。

　息を吸えることにすら感謝して、思わず将人は泣きそうになった。

　このクソったれな世界で、まだ生きていたい。死にたくなんかない。

　そう強く願いながら、将人は目を細めて、ゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

「……終わりにしなきゃな……」

　視界に闇やみを下ろして、高揚した気持ちを冷ます。

　最後のやるべきことが残っている。疲れで眠ってしまいたい欲望を無理やり押しとどめて、将まさ人とは二人がやってくるのを待った。







　１分後、けたたましく駆け上がってくる足音に、将人は瞼まぶたを開いて上半身を起こす。

　同時に、屋上への扉を開けてリゼットとアイリが飛び出してきた。

「……将人さん！」

　リゼットが駆け寄ってきて、将人に肩を貸す。

「悪いな……立てれば、自分で歩けるからさ」

「何な故ぜこんな無む茶ちやを……私のことなど放ほうっておけば……」

　心配そうにするリゼットに、将人は憔しよう悴すいした顔で苦笑する。

「お前が死んだら夢見悪すぎだろ。俺が首輪をかけなきゃこんなことにはならなかったんだから」

「そ、それはそうかもしれませんが……私はもう、あなたの死など望んでいませんよ」

「…………だからこそだ」

　将人の答えに、リゼットは眉まゆを八の字にした。

「……アイリも、ありがとな。俺のわがままに命張ってもらって」

「ほんとよ。もうこんなこと二度とやらないんだか──って！　あ、あたしは望んでここにきたわけじゃないって言ったでしょ！　桐き生りゆうの命令で身体からだを乗っ取られてたのよ！」

　顔を真っ赤にしながら、アイリは腕を組んで背を向けてしまう。

　リゼットは何言ってんだこいつ、みたいな顔をしていたが、しばらくしてうつむいた。

「これからどうするのです？　私もこの女も、もう元の組織へは帰れません」

「ふんっ、ま、せいせいしたわよ……あんな集団と一緒にいるのはこりごりだったしね。ついでに言えばこれであんたを殺す必要もなくなったってことだから、喜びなさいよね」

　アイリは強がっていたが、表情から不安は消し去れていなかった。リゼットも同様だ。

「またすぐに敵は襲ってきます。どこかに身を隠せる場所があればよいのですが……」

　リゼットが顎あごに手を当てて思案しているのを見て、将人はふらつく身体で空を見上げた。

「お前らは何も心配することねぇよ」

「問題は山積みですよ？　隠れ家だけじゃありません、将人さんの家族だって──」

「──いや、もう終わりにするんだ」

　言った瞬間、

　将人の身体に光が走り──アイリとリゼットの首輪が、砕け散った。

「……ぇ？」

「……！」

　啞あ然ぜんとして、二人が自分の首に手を当てた。

　じゃらりと、将まさ人とにしか見えない鎖が床に落ちて、先から消失していく。

　将人は二人に向かって笑ってみせた。

「二人は自由だ。俺を守る必要もない。俺が死んでも、お前らは死なない」

「……将人さん？」

「お前らはもう、俺の奴ど隷れいじゃない。奴やつらに追われる必要もなくなったはずだ。居場所を奪っちまったことは申し訳なく思うけど……これで勘弁してくれ」

　アイリとリゼットは啞然としながら将人を見つめた。

「二人の因子フアクターなら、きっとどんなとこでも生きていける。そりゃ不自由はあるかもしんないけど、殺し屋なんかやらなくても大丈夫だと俺は思ってる」

「…………」

「それじゃ、さよならだ。元気でやれよな」

　将人が背を向けて、屋上の入口へ歩き出す。

　学園からの帰り道で、アイリと話している時から決めていたことだった。

　もうこれ以上、誰も巻き込めない。自分のせいで身近な誰かが死ぬのなんてごめんだ。

　死ぬのなら、一人の方がマシだった。

「待ってください！　あなたはどうするのです!?」

　リゼットが、将人の背中に納得いかないような顔で問い詰める。

　将人は足を止めずに答えた。

「なるようになるさ。王様になるつもりはないし……そうだなぁ、適当に正体隠しながら流れ者でもやるか。外郭アウトサイドでホームレスになってたら、食い物でも恵んでくれよな」

　リゼットは将人を引き留とめるように前へ出た。

「奴らに見つからないわけがないでしょう!?　あなた一人では確実に死にますよ！」

　入口のドアを開けて、将人は横顔を二人へ向ける。

「──もうこれ以上、俺に関かかわっちゃだめだ。俺、お前らのこと、結構好きだからさ」

　巻き込みたくない。そう言って、将人は屋上の扉を閉めた。







「……将人さん……」

　残されたリゼットは、拳こぶしを握って立ち尽くした。

「…………あのバカ……」

　アイリも目を細めて、忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄せる。

　こうして覇王と二人の殺し屋の主しゆ従じゆう契けい約やくは──あっけなく終わりを迎えた。






FinalEncounter　覇王オーバーロード







　　　　◆◆◆



　──望もち月づき学園上空、高度５００メートル。

　無音に近いローター音が響く中、ヘリの副操縦士が無線のマイクを手に取った。

「こちらメサイア１、予定の配置についた。目標を発見次第、ポイントの報告を願う」

《メサイア１了解。目標はすでに捕ほ捉そくしている。単独のようだ、奴ど隷れいは連れていない。だが投下ポイントはなるべく民家を避けたい……しばらく追跡する、上空にて待機せよ》

　通信を終え、副操縦士はため息を吐ついた。

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターか。記録には残っているが、覚かく醒せいする奴やつがまた現れるとはな」

「旧世界を破滅に導いた因子フアクターの一つだ。上がこれだけ容よう赦しやない手段に出るのも無理はないさ。爆弾落とさないだけマシだろ」

　機長の相づちを聞きつつ、副操縦士は貨物室をちらりと見やる。

「だからって、あんな奴を落としたら被害が出ないわけないぞ」

「よその海上都市を滅ぼしかけた奴だからな」

「……軍が子飼いにしている『殺人鬼因子ブギーマンズフアクター』の覚醒者なんて、ぞっとしないぜ」

　副操縦士は足下からバインダーに留とめられた書類を取り出し、目を通す。

　そこに記されていたのは、ある人間の因子パラメーターだった。




【覚醒者名　ノア　俗称『殺人鬼因子ブギーマンズフアクター』】

【身体強化ＳＴＲ　50】

【知能指数強化ＩＮＴ　×】

【感覚強化ＡＧＩ　20】

【第六感強化ＣＨＲ　20】

【精神強化ＭＮＤ　80】




【リアライズデバイス『13日の金曜日ハートレス』】

【ＥＸＰスキル　不死身キルマム】




「……しかしこのパラメーター……冗談だろ」

「他のパラメーターもだいたい見たこと無い数値だが、精神強化ＭＮＤ80ってあるだろ？　その状態はアドレナリンの海に脳をひたひたにして沈めてるようなもんなんだとさ」

　肩をすくめて、機長は笑う。

「覚かく醒せい傾向も特異潜在型っていうもんだったらしい。母親の胎たい内ないにいた頃から覚醒していたそうだ……」

「バルタザール・アシモフは、本当にこんな因子フアクターの成長プログラムを面白いと思って作ったのか？……悪趣味すぎるだろう」

「ああ、さっさと投下してずらかりたいね。回収班が気の毒だ。こんな常に暴走状態の絶対に死なないバケモノ、俺は見たくもない」

　機長は腕を組んだまま地上を見下ろす。

　そしてアーガスシティの街並みを見て、罪悪感に顔をしかめた。

　操そう縦じゆう桿かんすら握らずに、機長はヘリを上昇させる。

　このヘリは、彼の因子のリアライズデバイスなのだ。積せき載さい量りようも強度も普通のヘリとは段違いだ。機内でＣ４爆弾が爆発しようとも、難なく飛び続けるだろう。

　だがその頑丈なヘリの貨物室に積まれている積み荷にとって、このヘリは紙同然だった。

「────」

　機内の薄うす闇やみの中で拘束具で束縛された、年とし端はもいかない少女。

　彼女は因子軍ギアフアクターズが用意した覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターを抹まつ殺さつするための兵器だった。

　殺人鬼、ノア。

　色素の薄い唇を不気味なほどに歪ゆがめて、拘束された少女は不敵に笑った。


　　　　◆◆◆






　救急箱を買い、傷の手当てをして路地裏で身体からだを休めた後、将まさ人とは自分の家に帰ってきていた。時刻は早朝四時。空がうっすらと白み始めた時間。

　今いるのは……妹、りんごの部屋だ。

　今日はオフなのか、りんごはベッドですやすやと寝息を立てている。

　布団を股またの間に挟んで、抱きしめるようにして寝ていた。

　小さい頃から変わらない寝相だ。

「これだと風邪引くっていつも言ってんのに……」

　将人はベッド脇に腰を下ろし、布団をちゃんとかけ直してやる。

　くすぐったかったのか、りんごは身体を捩よじらせていた。

　将人は立ち上がり、優しい笑みを浮かべてりんごを見下ろす。

「……約束、守れなくてごめんな。結局兄ちゃんはお前におんぶにだっこで、好きなことをやらせてやれなかったな」

　腰を曲げて、りんごの頰ほおにかかった髪を手で払う。

「……あにー……」

　寝言で呼ばれて、将まさ人とは少しだけ泣きそうになった。

　昔はあにーあにーと後ろをついてきていたのを思い出す。父親が死んだ時は、大人になったら自分がこいつを守ってやるのだと心に決めていた。

　けれど結果は逆。ずっと妹に守られながら生きてきた。

　嫌われても無理はない。蔑さげすまれて当然だ。

　だけど、どんなに嫌われても将人はりんごのことが大切だった。

　これ以上は迷惑をかけられない。

「じゃあな……悪いけど、お袋のこと頼んだ」

　将人は、りんごを置いて部屋のドアを出る。

　最後に一度だけ振り返ろうとしたが、未み練れんが残るだけなのでやめた。

　だから気づかなかった。

　最後の言葉の直前に、りんごがうっすらと目を開けていたことに。







　家を出て、通学路を辿たどりながら空を見上げる。

「いい天気になりそうだな」

　朝焼けの薄い紫色に染まった空は、最後の景色にしては上等だった。

　さすがにこの時間だと、まだ人ひと気けは無い。

　見慣れていた通学路の風景は、いつもと違って不思議と綺き麗れいに見えた。

　街路樹の葉や朝露に濡ぬれたポストですら、なんだか風情ふぜいがあるように感じる。

「見納めだもんな、当然か」

　頰ほおを指でかきながら、望もち月づき学園への道のりを歩く。

　身体からだは痛みっぱなし。特に昨日の戦闘でリゼットから転移させた肩の傷が酷ひどい。死にはしないだろうが、さすがに縫ぬわなければ傷が残る感じだった。

　でも、将人にはもうそんなのどうでもいいことだった。

　彼は因子軍ギアフアクターズに投とう降こうすることに決めたのだ。

　それが誰にも迷惑をかけない方法だ。自分が逃げてしまえば、あの二人か家族が人質にとられてしまう可能性が高い。というか、家族には自分が生きているだけで迷惑がかかる。

『王の因子』を持つ自分は、世界に敵視されている。

　言うなればとんでもない兵器を持った、まだ何もしていない独裁者候補。

　核兵器の発射ボタンを自由にできる奴やつが、「絶対押さないよ」といくら明言したとしても、世界はボタンを押される前に彼を殺すという決断を下すだろう。

　今将人が置かれている状況はそんな感じだった。

「こんな状況、誰も巻き込みたくねぇよ」

　苦笑しながら頭の上に両手を置いて、散歩でもするように歩く。

　丘の上にある望もち月づき学園は、もうすぐそこだった。

　学園を選んだ理由は、因子養成学校が因子管理局の施設だからだ。

　必ず因子軍ギアフアクターズの人員が夜や警けいを担当している。街中にも派出所はあるのだが、なるべく人目を避けたかった。この時間ならば、まだ学園には夜警以外に誰もいないだろう。その場で殺されるにしろ捕ほ縛ばくされて別の場所で処刑されるにしろ、誰にも見られたくはない。

　正門をくぐり、校庭を歩く。ふと空をもう一度見上げれば、ヘリが飛んでいた。

「因子軍ギアフアクターズかな……珍しいな、訓練でもしてるのか？」

　ぼんやりと眺めていると、ヘリから何か部品のようなものがパージされるのが見えた。

「──え」

　口を半開きにして、空から降ってくるものを見つめる。

　ヒュルルゥという空気を切り裂く音がして、十字架のようなものが落ちてくる。

　将まさ人とは上を向いたまま歩調を速め、落下物が真ま上うえに迫った瞬間、慌てて跳ちよう躍やくした。

　すさまじい音を立てて、落下物が校庭に突き刺さる。

　土煙で口の中がしゃりしゃりするのを感じながら、将人は地面に尻しり餅もちをついた状態で呆ぼう然ぜんとした。

「……ひ、人……？」

　煙が晴れて、自分の見ていたものが間違いではなかったことを思い知る。

　校庭に突き刺さったのは、十字架に磔はりつけにされた人間だった。

　年齢はわからないが、見た目は小学生くらいの幼い少女だ。将人は信じられない光景を前にして、なんとか地面から腰を上げる。

　同時に、

　ブチッ──ブチブチブチィ……！

　磔にされた少女が、身体からだを十字架に括くくり付つけていた枷かせを引きちぎった。

　歩み寄ろうとしていた足が止まり、将人は恐怖にすくみ上がる。

　生きている。あの高さから墜落して……。

　少女はゆらりと身体を揺らして、伸びた前髪の間から瞳ひとみを覗のぞかせて将人を見た。

「んィィィ……！」

　少女が嬉うれしそうに口を歪ゆがめて、恐ろしい笑みを浮かべた。

　全身に怖おぞ気けが走る。将人のなけなしの生存本能が悲鳴を上げる。

　こいつはヤバい。殺し屋だとか、処刑人だとか、暗殺者だとか、王だとか、そういうヤバいものとは違うベクトルで──ヤバすぎる。

「……なんなんだ、お前……」

　将人が冷たい汗を流しながら尋ねると、少女はマリオネットのように細い腕をぷらんと持ち上げて、左手の指で自分を、右手の指で将まさ人とを指した。

「ボク？　ボクはノア。『殺人鬼因子ブギーマンズフアクター』を持つ正しよう真しん正しよう銘めいの殺人鬼だよ。オニーサン、まさと？」

「……あ、ああ、そうだ」

　将人が頷うなずくと、ノアと名乗った少女は一いつ瞬しゆん身震いして、足踏みをしながら突然子供っぽく喜び始めた。

「そっかそっかそっかそっか！　よかった、あのマヌケども座ざ標ひよう間違えてなかったんだね！　これでひっっっっさしぶりに気持ちよくなれるよ！」

　プレゼントを前にした子供のような笑顔だったが、それでも将人の恐怖は消えなかった。

　纏まとう空気が歪いびつすぎる。瞳ひとみの光が混こん沌とんとしすぎている。

　存在が破滅すぎている。

「……おれに、何の用だ……？」

　かろうじて出した声は、震えてほとんど言葉になっていなかった。

　ノアはひとしきり喜んだ後、薄目を開けて将人の質問に答える。

「──殺しにきた。軍のめーれー。オニーサン、『王の因子』っていうのを持ってるんでしょ？　だからボクが呼ばれたの。危ないのには、危ないのをぶつけて殺そうって」

　因子軍ギアフアクターズ。投とう降こうするまでもなかった。やはりすでに彼らは将人を殺そうとしていたのだ。悪人かどうかなんて関係無い。捕ほ縛ばくして処刑などまどろっこしいことはせずに、その場で──ましてこんな怪物じみた奴やつを送り込んできた。

「ねぇ、ねぇ。オニーサン、王様なんでしょ？　強いんでしょ？　ねぇ、ねぇったら。ボク、ずっと楽しみにしてたんだ。歯ごたえのある人を壊すの、楽しみにしてたんだよ」

　熱い吐息を立てて、恍こう惚こつとした視線で将人を包み込む。

　将人は気を振り絞って、ノアと対たい峙じする。

「……残念だけど、俺にはもう戦う意思はない。殺すなら好きにしろ」

　無抵抗を示しながらも、自然と身体からだが身構えてしまう。

　ノアのさっきまでの嬉うれしそうな顔が、見る見るうちに絶望に変わっていく。

「……なぁに、それ……」

「戦わなくていいんだ。勝手に殺せ。俺は──」

　将人が言いかけた瞬間、

「なんだよおおおおおおおおおお！　それえええええええええええ！」

　鬼のような形ぎよう相そうでノアが両手を振り上げた。

　彼女の身体に光が走り、掲げられた両手にデバイスが出現する。

　巨大すぎる、ギザギザの刃がついた鉄てつ塊かい……チェーンソーだ。

　ノアはチェーンソーのリコイルスタータに取りつけられた紐ひもを思い切り引っ張った。

　猛獣の咆ほう哮こうのようなエンジン音が学園の敷地全体に轟とどろく。

　そして、

「ふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなああああああああ！　ボクはずっと楽しみにしてたんだぞ！　来る日も来る日も来る日も来る日も拘束拘束拘束拘束！　アタマん中水浸しなのに発散すらできないでずうううううううっと待ってたんだ！」

「……っ……！」

「それなのに……！　それなのにぃ……うぅ、うぅうぅぅうぅぅぅぅぅぅぅぅぅうぅ！」

　チェーンソーを振り上げたまま、ノアはぽろぽろ涙を流す。

　異様としか表現できない光景だった。

　意味不明な悲しみにむせび泣くノアを前にして、将まさ人とは何もできずに佇たたずんだ。

　どうする。逃げるか？　逃げてどうする？

　半ば死ぬつもりでここにきたというのに……敵は自分を殺しにきたのに、なんだかただ殺されるだけじゃ満足してくれそうになかった。

　将人が考えあぐねていると、予想外の人物が、ノアの背後、正門へやってきた。

　風に靡なびく髪を手で押さえて、坂を登り切ったところで、その人物は将人を見た。

「……あにぃ？」

　別れを告げてきたはずの妹、りんごだった。

　思考が停止する。何な故ぜここにいる？　何度も脳内で疑問を反はん芻すうする。

「お前……どうしてここに」

「どうしてって……あにぃが、寝てるりんごに変なこと言ったから、気になって」

「…………」

「窓から学園の方に行くのが見えたから……ついてきたんだけど」

　最後の別れを告げに会いに行った時、りんごは目を覚ましてしまったのだ。

　正門に立つりんごは、訝いぶかしげにノアを見た。

「あにぃ、さっきものすごい音がしたけど……この子、誰？」

　りんごが将人に尋ねると同時に、泣きじゃくっていたノアの声が止まった。

　ノアは無表情にりんごを見た。

「アニィって……おにーちゃん、ってことだよね？　キミ、まさとの妹？」

　聞かれて、りんごはぎこちなく頷うなずいた。

　ノアが硬直して、目を見開いたままりんごを凝視する。

「………………………………………………………………………………………………………………………………そぉぉぉぉぉぉなんだぁぁぁぁぁぁぁ」

　将人はその時確かに見た。

　ノアの涙に濡ぬれた瞳ひとみが、見る見るうちに輝きを取り戻すのを。

　この直後に何が起こるのか。ノアが何をしでかそうとしているのか。

　理解した途端、将まさ人とは叫んだ。

「──りんご！　逃げろおおおおおおおおおおおおッ！」

　将人は前のめりに地を蹴けって走り出し、必死に手を伸ばす。

　まったく同じタイミングでノアのチェーンソーの刃が激しく回転する。

　将人は足の筋肉をフル稼働させて走る、走る、走る。

　けれど速かったのは──ノアの行動だった。

　地面を削り取る音。振り下ろされたチェーンソーが、地面を砕く。回転する刃はアスファルトの地面を石つぶてに変えて、りんごの身体からだに襲いかかった。

　りんごはなすすべもなく吹き飛ばされ、地面に転がった。

「……あ……あぁあっ……！」

　目の前の惨劇に足を折りそうになりながら、将人はよろよろとりんごの方へ走る。

　駆け寄って、りんごの身体を抱き起こす。

「りんごっ……おいっ、りんごっ……！」

「……あにぃ……？」

　りんごは呼びかけに一度だけ答えて、瞼まぶたを閉じる寸前に将人の顔を見つめたが、すぐに気を失った。つぶてによる身体中の打だ撲ぼくに加え、頭から血が流れていた。












「どうすれば……どうすりゃいい……！　なんとかしねぇと……！」

　自分の因子フアクターの説明書を網もう膜まくに表示し、助ける方法を模索する。

「そ、そうだ……りんごに首輪をつけてダメージを俺に……！」

　そう思って腕に鎖を出現させ、首輪をりんごの首にあてがう。

　しかし、首輪の留とめ金ははまってくれなかった。

　網膜の表示に、エラーの文字が出る。

【致命的ダメージを負った相手を奴ど隷れいにはできません。無意味です】と記されていた。

「……なんでだよ！　そんなの説明書に書いてなかっただろうが……！」

　涙ぐみながら苛いら立だち混じりの怒声を上げる。

　青白くなっていくりんごの顔に絶句していると、背後でノアが迫る足音が響いた。

「ほらほら、ねっ？　戦う気になった？　なったでしょ？　さあ立って。『王の因子』の力、ボクに見せてみてよ」

　気が狂ったように笑いながら、ノアはチェーンソーのエンジンを唸うならせる。

「……なんでだよ……」

　りんごを抱きながら、襲いかかってきた理不尽に涙する。

「……りんごは……関係ねぇのに……っ」

　血で赤く染まった手でりんごの頰ほおを撫なでながら、将まさ人とは血を吐くように嘆なげく。

　ノアに対する怒りよりも、後悔が先に立った。

　最後に顔を見たいなどと、家族に一目会いたいなどと思わなければよかった。

　自分が家に帰らなければ、りんごが目を覚ますことはなかったのだから。

　自分の甘えがりんごを死に追いやろうとしている。

　何も伝えず、ひっそりと死ぬのが一番だったのだ。

　それなのに、寝顔を見になど行って……。

　何が未み練れんだ。何が平穏だ。何が生きていたい、だ。

　俺に、そんな感慨にふけっている猶予は最初から無かったのに。

「……うぅぅぅ！」

　将人は涙に濡ぬれた瞳ひとみに怒りを込めて、ノアを睨にらんだ。

　怒りに応じて、身体からだ中じゆうに光の筋が浮かび上がる。《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》が出現し、ジャリジャリと音を立てて将人の周りを浮ふ遊ゆうしながら勢いよく回転した。

　ノアはチェーンソーの散らす火花の中で、目と口を月のような形へ湾曲させる。

「へぇぇ───、それがまさとのデバイスなんだね。鎖かぁ！　かっこいいじゃん！」

「──ふざけんなあああああああああああああああ！」

　将人は慟どう哭こくのように叫ぶ。ノアに対する怒りではない。自分自身の力へ対する怒りと、世界の理不尽に対する怒りだった。

　嫌悪感を迸ほとばしらせて、怒りのままに左手を横薙なぎに振り払う。

　将まさ人との周りで回転していた鎖が軌道を変えて、一斉にノアに襲いかかった。

　先端の首輪の錠が開き、食らいつく蛇のようにノアへ襲撃する。

　だがその首輪は、容易たやすくノアのチェーンソーに弾はじかれてしまう。

「…………？」

　将人の攻撃を弾いたノアは、あらぬ方向へ飛んで行った鎖を見て、眉まゆを顰ひそめる。

「──は？　何いまの？」

　ノアは、失望に充みち満みちた形ぎよう相そうで、将人を見下ろす。

　こうなることは将人には予想できた。覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは、実際はこの程度なのだ。鎖の速度は目で追えるどころか、常人でも将人の動きを予測すれば避よけられてしまう。

　奴ど隷れいがいなければ、鎖の強度だけが取り得の役に立たない力だ。

　世界はわかってない。相手を奴隷にできなければこんなことしかできない因子フアクターに、何を恐れているというのか？　この程度の力のために、りんごは死ななければならないのか？

　理不尽すぎる。どうせだったら、自分一人で世界を滅ぼせる力にしてほしかった。

（そうすれば、少なくともりんごだけは守れたのに……っ）

　目の前のノアが、怒りを急激に冷めさせて、肩をだらんと下げた。

　チェーンソーのエンジンを切り、ノアがやる気を無くしたように足下の小石を蹴ける。

「……もう、いいや……君いらない。なんだよ。もう。期待させんなよ。王の力だっていうからボクが呼ばれたのに、なんだコレ。ふざけんなはこっちの台詞せりふだってば……」

　悔しそうに涙を流して、ノアが刃の停止したチェーンソーを持ち上げる。

「もういい……ふつーに死ね」

　殺意すらない落胆の中、チェーンソーが朝焼けに照らされてきらめく。

　将人は身体からだを鎖に巻かせて、りんごの身体に覆おおい被かぶさった。

　こんなことぐらいしかできない。最後の最後まで、何の役にも立たない兄貴だった。

「ごめんな……りんご」

　冷たくなろうとしているりんごに囁ささやいて、将人は目を閉じた。

　振り下ろされる凶器は、真まっ直すぐに将人の身体へ。

　将人は覚悟と後悔を胸に、ただ訪れる死を受け入れようとした。

　だが、最初に聞こえたのは、

　──キィィン！　ガォン！

　甲高い二つの金属音。そして獣の咆ほう哮こうのような、銃声と衝撃だった。

　死はやってこない。将人は抱きしめていたりんごの身体から力を抜き、瞼まぶたを開く。

　目の前に、四本の足が見えた。

　黒いズボンの裾すそと、ローファーを履はいた白い足。

　それは将まさ人ととりんごを守るように、衝撃に後退したノアの前に立ちはだかっている。

「ったく……だから言ったでしょ、因子軍ギアフアクターズはそんなに甘くないって」

「あなたがわかりやすい思考回路で助かりました。因子軍ギアフアクターズに投とう降こうしようとするのは予測できましたので」

　聞き覚えのある、二つの声。片方はけだるそうで、片方は凛り々りしい。

　まさかと顔を上げ、将人はその背中を見た。

「……どうして……」

　将人が呟つぶやくと、二つの影……アイリとリゼットが、顔を横へ向けて将人を見た。

「──情報提供者を見つけるまであんたを守る。この契約、まだ完了してないわ。受けた仕事はどんなことでも完かん璧ぺきにこなすって言ったわよね」

　アイリが言った。

「──ローグと雑伎団サーカスは非道に走り、あなたを殺すことを決定した。私はその決定を嫌悪します。あなたを守ることは、父から受け継いだ私の信念を守ることと同義です」

　リゼットが言った。

「お、お前らわかってんのか……？　そいつは因子軍ギアフアクターズの刺客だぞ!?　俺を助けたりしたら、因子軍ギアフアクターズを敵に回すってことだぞ!?」

　もっともなことを口にしても、アイリとリゼットは肩をすくめるだけだった。

「元から因子軍ギアフアクターズはあたしらの敵だけど？」

「その通りです。彼らにとって、私達は忌むべきアウトサイダーですから」

　そんなこと言われても、納得などできるはずもない。

　因子軍ギアフアクターズだけではない。今この場で将人の味方をするということは、世界を敵に回すということ。昨夜のような状況が毎日続くということだ。

「お前らを巻き込むわけにはいかない……！　頼む、逃げてくれ！」

「いまさら遅いわよ。とっくに巻き込まれてるんだってば」

「巻き込まれたとは微み塵じんも思っていません。私は自分の意志でここへ来た。もう私は奴ど隷れいではないのです。将人さんに私を止める権利はありません」

　自分勝手な物言いに、将人はむしゃくしゃした。

　信じられない。何な故ぜ彼女達は自分から死地へ赴いたのか。

　まったくもってわからなかった。

「道化ピエロさん、りんごさんを頼みます」

「言われなくてもそのつもりよ、雑用」

　二人は短く言葉を交わし、それぞれ別の行動を取った。

　リゼットはノアに向けて止めどなく銃弾の連射を浴びせる。ノアは嬉き々きとした表情で弾丸をチェーンソーの刃で受け止めた。反動で、ノアはずりずりと後退していく。

「桐き生りゆう、どいて」

　アイリが膝ひざを曲げて、りんごの様子を見る。ポケットから救急キットを取り出して、包帯をりんごの頭に巻いていく。

「内臓は傷ついてないわ。打だ撲ぼくも酷ひどいけど、心配なのは頭ね……止血はできたから30分はもつはずよ」

「……アイリ」

「礼とかいいから。あんたも屋上でやってみせたみたいに戦いなさいよね。いつまでも地べたでへたりこんでんじゃないわよ」

　アイリの言葉に、将まさ人とは首を傾かしげる。

「でも、お前らはもう俺の奴ど隷れいじゃ……」

「……だ、だったら」

　アイリは将人を見下ろしながら、ちょっとだけ顔を赤らめる。

　そして極めて言い辛づらそうに、口ごもりながらこう言った。

「……あたしを……その……もう一度、あんたの奴隷にしなさいよ」

　とんでもないことを口にする女だった。

　凄すさまじくおかしな要求を、まるで愛の告白のようにアイリは言った。

　将人は思わずぽかんとしてしまう。

「っ、なんか誤解を招くけど奴隷がいなくちゃあんたは役立たずなんだから仕方ないじゃない！　今は猫の手でも必要なのよっ！　いいから奴隷にしなさいよ！」

　指差しながら、将人にもう一度要求する。

　さっきからガオンガオンと銃を撃っていたリゼットも、横目で将人を見た。

「私にもお願いします。どの道、私にはもうあなたのそば以外に居場所はありませんし、昨夜のあなたのバックアップはなかなかでした。背中を任せる役目は、この女ではなくあなたに託したい」

「……リゼット」

「──私を奴隷にして、背中を守ってください」

　真剣なリゼットの表情に、将人はどう答えたらいいかわからなかった。けれどりんごが苦しげなうめき声を上げたことで、自分が今やらなければならないことを思い知る。

「りんごさんを助けたいのでしょう？　迷っている暇はありません」

「病院に届けたいところだけど、離脱することはオススメしないわ。あいつが逃がしてくれるとは思えない」

　一目でノアの異常性を感知したのか、アイリは警戒を強めた。

　りんごの呼吸は乱れ、胸が苦しげに上下している。

　まだ生きているが、そう長くはもちそうにない。

　この場から逃げるのは不可能。りんごを助けるには、あのバケモノを倒すしかなかった。

　将まさ人とは再び出現させた鎖を握りしめ、意志を固める。

「お前らって……何だかんだ言って、いい奴やつらだよな」

「い、言っとくけど、この戦いが終わったらあんたとの関係はこれまでだからね？」

「わ、私は自分の義に従っているだけです」

　照れ隠しをする二人を他よ所そに、再び《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》が将人の周りを螺ら旋せんを描きながら浮ふ遊ゆうし始める。

「お前らのさっきの台詞せりふ、すげー変態っぽいよな」

　恐怖と闘志と、苦笑の入り交じった表情で、将人は冗談を口にする。

　アイリとリゼットが顔を真っ赤にして、こめかみに血管を浮かべた。

「じゃあどう言えっていうのよ！　そもそもそんなもんに目覚めるあんたが一番の変態でしょーが！」

「そうですよ！　なんですか首輪と奴ど隷れいって！　『覇王』関係ないじゃないですか！」

　ムキーと怒りを露あらわにする二人に笑いかけて、将人はノアへ敵意を向けた。

　あれだけの銃撃をくらってもノアは無傷。チェーンソーを引きずって、ニヤニヤしながらこちらへ歩いてくる。

「なぁに？　なになになになに、そいつらなぁに？　ボクと遊んでくれるの？　だったら嬉うれしいなっ、嬉しいなっ。『覇王』がゴミみたいだったから落胆してたけど、キミ達はおやつ程度には歯ごたえありそうだね」

「悪かったな、ゴミみたいな奴で」

　将人は鎖を纏まといながら立ち上がる。

　恐怖は消えない。後悔も消えない。お先は依然真っ暗だ。

　でも、それでも将人は今すべきことが何なのか、はっきりとわかった。

　将人だって、もういい加減我が慢まんの限界なのだ。

「……お前の望み、叶かなえてやるよ」

　胸の奥から熱いものがこみ上げる。

　それは涙でも、苛いら立だちでも、後悔でもない。

「相手になるぜ、殺人鬼」

　純粋な闘志だった。

「桐き生りゆう、あんたがこの意味わかんないチームの中心なんだから、命令しなさいよね」

「奴隷と呼ばれるのはいい気分ではないので、ここは王と騎士ということにしましょう。オーダーを願います」

　二人の騎士が王の前で並び立ち、それぞれの得え物ものを構える。

　将人は暴風と疾風を携えて、鋭い瞳ひとみをノアへと向けて右手を振り上げる。

　そして──

「遠慮はいらない。容よう赦しやもいらない。奴やつをぶっ潰つぶせ！　そして──！




　──りんごの前で跪ひざまずかせろッ！」




　勅命と共に怒りの形ぎよう相そうで腕を振り切ると、螺ら旋せんを描いていた鎖が勢いよくアイリとリゼットの首へ放たれる。

『覇王』の首輪が、カチリと音を立てて二人の細い首へと装着された。

「「了解！」」

　再び紡がれた鎖が金属音を奏かなでると、二人の騎士が地を蹴けった。

　先を走るのはアイリ。両手にナイフを握りしめ、脇に構える。

「震えろ！」

　アイリの命令に従い、二本のナイフが細かく激震した。

　ＥＸＰスキル、《高振動ヴイブロブレード》。その名の通り刀とう身しんが振動し、触れた対象を振動の生み出す熱で溶断するという性能を持つ。高振動ヴイブロブレードが発動したナイフは投とう擲てきはできないが、その刀身は何者をも斬きり裂く。

「あっははー！　いいねぇ楽しくなってきた！」

　ノアがチェーンソーのエンジンを噴かせて、天高く掲げる。

　暴力の塊が振り下ろされる直前に、アイリは横へ跳ちよう躍やくした。

　入れ替わるように、アイリの後ろに追随していたリゼットが二に挺ちよう拳けん銃じゆうを放つ。

　──ガォン！　ガオン！

　猛獣の牙きばがノアのがら空きになった腹部を貫く。さらには横へ跳躍したアイリが凄すさまじい速度でノアの背後へ回り込み、高振動ヴイブロブレードの刃を振り抜いた。

　横一いつ閃せん、縦一閃。十字を象かたどるように振るわれた斬ざん撃げきは、熱を帯びながらノアの身体からだを切断。腹が切り裂かれ、脳天から股またまでを一刀両断されたノアの身体が崩れる。

　支えを失った巨大なチェーンソーは、振り下ろされることなく地面へと──

　──落ちなかった。

「「!?」」

　確実な手て応ごたえを感じていたアイリとリゼットが戦せん慄りつする。

　弾丸は確かに両の肺へ直撃した。

　斬撃は確かに身体を十字に切り裂き、四分割にしたはず。

　だがノアの身体は血を噴き出しそうになったところで──唐とう突とつに元の形へ戻った。

「ンヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒィ!!」

　恐ろしい奇声を上げながら、ノアが巨大なチェーンソーを振り下ろす。

「──雑用！　桐き生りゆう！　避よけて！」

　アイリが叫ぶ。

　リゼットは即そく座ざに横へ回避、将まさ人ともりんごを抱いて横へ飛とび退のいた。

「ぐ、ぎ──ぐぎぃやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　咆ほう哮こうと共にチェーンソーが地面へ直撃する。

　その斬ざん撃げきはまるで、暴力の津波だった。明らかにリーチに合わない攻撃範囲。風圧なのか、爆圧なのか、それとも他の何かなのか。

　得体の知れない破壊は、ノアから一直線に正門から続く並木道を駆け抜けた。距離にして２００メートル。慣れ親しんだ通学路は、ノアの一撃により巨大なクレバスのような地割れが一いつ瞬しゆんにして形成された。

　地球そのものを割るような一撃だった。

　土煙がもうもうと上がる中、将人はあり得ない破壊力を前にして絶句するしかない。

「……噓うそだろ……」

　何なんだ、今のは？　こんなものが人間の力なのか？

　勝てるのか？　こんなバケモノに。

　自分が生きているのは運が良かったとしか言えなかった。

「っ……俺が弱気になってどうすんだッ……！」

　気を振り絞り、茂みにりんごの身体からだを隠してから土煙の中で二人の姿を探す。

　意識を集中させて、鎖に繫つながれた二人の居場所を探る。

　反応はある。リゼットの場所が近い。息もしているが、二人の視界も煙に包まれているため何も見えなかった。手探りで反応のある方へ向かう。

「リゼット！　そこにいるのか!?」

　影が見えて将人は手を伸ばすが──その影は自分より遥はるかに大きかった。

　凶悪なエンジン音が頭上で聞こえて、将人は恐怖に竦すくみ上あがる。

　リゼットでもアイリでもない。一番先に見つけちゃいけない相手だった。

「……ィィィィィイイイ！」

　土煙を切り裂きながら、チェーンソーが振るわれる。

　将人は腰を抜かして地面に尻しり餅もちをつきながらも、腕に鎖を巻いて防御体勢を取った。

　──ガギィィィィィン！

　けたたましい金属音と共に、周囲の土煙が吹き飛ぶ。

　将人は防御した自分の腕に衝撃がこないことに気づき、顔を上げた。

「リゼット……！」

　目の前で、リゼットが二に挺ちよう拳けん銃じゆうをクロスさせてチェーンソーを受け止めていた。

　ギャリギャリとチェーンソーと銃が火花を散らす。

　力の差は歴然としていた。押し沈められるチェーンソーに、リゼットの足下が砕けて地面に沈められていく。

「ンヒヒヒヒヒヒヒヒヒ！　おねーさんすっごい硬いねぇ！」

「……くぅ……ッ！」

　余裕の無いリゼットの顔には、汗の粒が浮かんでいる。

「てめぇ……ッ！」

　将まさ人とは援護するために鎖を展開し、ノアの首目がけて投げつけた。

　しかしノアは口をかっぴらいて、首輪を歯で受け止めてしまう。

　咥くわえた首輪を吐き捨てて、ノアは舌打ちした。

「うっざいなお前。ゴミのくせにボクのお楽しみに茶々入れるなよ。今いいところなんだから大人しくしてて。あとで適当に殺してあげるから」

「は……っ……ぅぐ！」

　リゼットが苦く悶もんの声を吐き出す。

「ボクのスキルはねぇ、不死身キルマムっていうんだ。ボクは何をされても死なないの。傷つけられてもすぐ直っちゃう」

「……ばか……な……そんな因子フアクターが……あるわけ……！」

「ボク自身、死にたくても死ねなくて困ってるのさ。精神強化ＭＮＤのせいで頭んなかぐちゃぐちゃで、苦しくて苦しくてたまらないけど死ねないんだもん。でも暴れればほんの少しだけ楽になる……だからボクといっぱい遊んでよ。もっと、もっともっと、もっともっともっともっとボクをシビれさせて……！」

　恍こう惚こつとした様子でノアがますます力を強める。

　限界が近いリゼットは、背後の将人に叫んだ。

「将人さん！　訂正します、逃げてください！　こいつの因子は規格外すぎます！　私達で太刀打ちできる相手ではありません！」

　必死にノアの攻撃を受け止めながら、リゼットは将人へ逃げろと催促する。

　その間も、リゼットの身体からだはますます押し潰つぶされていく。

　腕の骨はすでに罅ひびだらけで、踏ん張っている足もとっくに筋肉が破裂していた。

「力及ばず……申し訳……ありません……！」

　ついに膝ひざをつき、迫り来るチェーンソーの刃がリゼットを切り裂こうとする。

　将人は震える身体に鞭むちを打ち、歯を食いしばって拳こぶしに鎖を巻き付けた。

「……逃げたって無駄なんだ！　お前は俺が助けてみせる！」

　逃げられるにしろ、置いて行くなんてごめんだった。

　将人は意識を集中させて、リゼットの身体に命令を下そうとする。

　俺に構わずチェーンソーを避よけろ、と。

　避けさせた直後に首輪を解かい除じよすれば死ぬのは自分だけで済むはず。

「将まさ人とさん！　それだけはやめてください……！」

　思惑を察したリゼットが叫ぶ。

　だが将人が実行しようとしたのと同じタイミングで、今度はノアの背後に影が迫った。

「はああああああッ！」

　額ひたいから血を流したアイリが、高振動ヴイブロブレードの刃でノアに斬きりかかった。

　両腕が切断され、一いつ瞬しゆんノアの力が緩む。

　その隙すきにアイリはノアを羽は交がい締めにした。

「何してんの雑用！　さっさと桐き生りゆうを連れて逃げなさい！」

　アイリが叫ぶ。

　リゼットは言われた通りにしようとしたが、足が折れ曲がって言うことを聞かなかった。

　将人がリゼットの首根っこを摑つかみ、無む理り矢や理り後ろへ下がらせる。

　そして自分が前へ出て、鎖を巻きつけた拳こぶしを振り上げた。

「あっはは！　このお姉さんもすっごい切れ味！　キミ達ほんと面白いね！」

　瞬間、ノアの腕が瞬時に再生し、強烈な肘ひじをアイリの腹部に炸さく裂れつさせた。アイリの身体からだがくの字に折れて遥はるか彼方かなたへ吹き飛ぶ。

　そして将人の拳は、ノアの小さな手で受け止められた。

「なぁんだよこれ、鎖巻いたただのパンチ？　ふざけてんのかよゴミクズ」

「……くそっ……！」

　自分の攻撃がまったく通用しないことなど承知の上。気を逸そらすことくらいはできると思っていたのが、大間違いだった。

　ノアはチェーンソーのエンジンを切り、適当に将人へ振り下ろす。

　将人は鎖を巻いた両手でそれをガード。

　軽く触れただけでも自動車事故を起こしたように将人の身体は吹き飛びそうになった。

「──ぐっ！」

「ほらほら～どうしたの～オニーサン、男なんだからしっかりしなよ～。一番しょーもないのキミだよ～？」

　チェーンソーが相手でも鎖は壊れたりしないが、衝撃までは殺せない。

　将人の身体は弄もてあそばれるように吹き飛びながら後退していく。

　完全におちょくられている。蟻ありを踏みにじる子供のような顔で、ノアは将人を追い詰める。10秒ほど弄ばれた挙げ句、将人の腕は鎖が食い込んで血が噴き出していた。

　さんざん将人を痛めつけた後、ノアが再びエンジンをかけた。

「おっけーい飽きた！　おにーさん邪じや魔まだからやっぱ最初に片付ける！　かっこつけといてなーんもできないんだから自業自得だよねー!?」

　満まん身しん創そう痍いの将まさ人とへ嘲ちよう笑しようと共にノアが近づく。

「将人さん、避よけてください」

　ノアの背後で、リゼットの声。ノアが「ん～？」とのったりしながら振り返ると、そこには地面に膝ひざをつきながら銃を構えるリゼットの姿があった。

　二に挺ちよう拳けん銃じゆうではなく、単体の銃を構えている。いつも使っている《ダンデライオン》よりも大きい。まるでロケット砲のような形をしていた。

　リゼットのもう一つのＥＸＰスキル、《アンチマテリアル》。二つの銃を解体、合成させて一つの大砲へと形状変化させ、攻撃力を倍化させる。数秒のためが必要な溜ため、状況が整わなければ発揮できないスキル──

「あなたが作った隙すきを無駄にはしません！」

　リゼットが砲を放つ。寸前に、将人はノアから飛とび退のいた。

　ノアの渾こん身しんの斬ざん撃げきに勝るとも劣らない砲撃。閃せん光こうとともに獣の咆ほう哮こうが轟とどろき、砲弾はノアの上半身を文字通り吹っ飛ばした。

　ガシャンと、巨大なチェーンソーが地面に落ちる。

　下半身だけ残ったノアの身体からだは、将人へ向かって三歩歩いた後、がくりと膝をついた。

「……やったぞ……リゼット……！」

　将人が歓喜を口にするが、しかし。

　ノアの下半身が蠢うごめき、細胞が見る見るうちに復活していくのが見えた。

「噓うそ……だろ……？」

　愕がく然ぜんとする。頭や胴体を吹き飛ばしても死なない化け物など、どう倒せというのか。

「……どうすればいいんだよ……こんなのっ」

　将人は血まみれの拳こぶしで地面を殴りつける。

　リゼットはついに限界を迎えたのか、ふらつきながら横に倒れかけた。

「──ッ!!」

　そこへ、アイリが高速で突っ込んできた。

　倒れかかるリゼットの首根っこを引っつかみ、将人の胸ぐらを摑つかみ上げる。

「いったん逃げるわよ……っ」

　アイリが有無を言わせず将人の身体を肩に担ぐと、腰を低く沈めて思い切り跳ちよう躍やく。

　空気を切り裂いて、アイリは二人を摑んだまま学園の校舎の５階へ突っ込んだ。

　窓ガラスを割って校舎内へ侵入。床を転がりながら、アイリと将人は教室の壁に激げき突とつした。背中を強く打ち付けて息が止まるが、構っている暇は無い。

　将人は急いでアイリの様子を確認した。

「!?……お前その傷」

「……話し、かけないで……今、痛すぎてムカついてるから」

　アイリは壁に背を預けて、荒い息を吐ついていた。

　痛む身体からだを起こして、将まさ人とはアイリの傷を確認する。

「待ってろ、今、傷を俺の身体に……！」

　将人が傷に手を伸ばそうとすると、アイリは手で払いのけて弱々しく笑った。

「無駄なことやめて……どっちみち、治ったって結果は同じよ」

「俺が動けるよりお前が動けた方がマシだろうっ？」

「あんたに死なれれば終わりってこと、覚えてる……？　どうせなら一秒でも長く生きてたいわ」

「傷を移してすぐに首輪を解かい除じよすればいい！」

　自己犠牲をやめようとしない将人を、アイリは優しげな瞳ひとみで見つめた。

「……あんたってほんと……ムカつく。やったらぶっ殺すか、もしくは自害するからね」

　将人はやるせない気持ちを抱きながら、今度は教室の中央でうつぶせに倒れているリゼットへ近寄った。

「……生きてるか」

「……なん、とか。残念ながら、もう動けそうにはありませんが……」

　腕も足も無残な状態だった。

　将人は悔しさに唇を嚙かみながら肩を貸して、リゼットの背を壁に預けさせた。

　誰もいない教室で、ボロボロの三人は肩を並べて座っている。

　全員、これ以上無いほどに満まん身しん創そう痍いだ。

　ノアの上半身は消し飛んだため、再生には時間がかかるはずだった。辛うじて歩けるのは将人だけ。身体強化ＳＴＲの無い将人には、二人を背負って逃げるのは無理だ。たとえ二人が動けて逃げたとしても、あのバケモノからは逃げ切れるとは到底思えない。

　もう……生き残る術すべが見つからなかった。

「……なんできちまったんだよ……ほんとに……馬鹿だお前ら」

　悔しさを吐き出して、将人は二人の肩を抱いて自分の方へ引き寄せた。

　涙を流す将人を、アイリとリゼットは重い瞼まぶたを押し上げながら見つめた。

「……おっかしい……なんで自分を殺しにきた奴やつらのために泣いてんだか」

「まったくですね……馬鹿はどっちですか……」

　アイリは将人の濡ぬれた頰ほおに額ひたいを当てて、優しげに目を細める。

「あたしさ……あんたが羨うらやましかった……あたしと同じ状況なくせに、普通に暮らせていたあんたが……妬ねたましかったよ」

　正直な心情を吐露しながら、アイリは将人の頰を撫なでる。

「でもあんたが組織や軍から狙ねらわれることになって……あたしに逃げろって言った時……こいつを昔のあたしと同じ目に遭わせたら、一生後悔するって……そう思ったんだ。自分のためよ。あんたのためじゃない。だから気にしないで、ウザいから」

　将まさ人とはアイリの肩を強く握った。

　続いてリゼットも、ぽつりと言葉を口にする。

「……私は噓うそは言いませんので、さっき言ったことは本心です。でも……ローグカンパニーの裏切りを知って、正直……ショックでした」

「…………」

「あなたが私から首輪を外した時、私はどうすればいいかわからなかった……どこへ向かえばいいのか、わからなかったんです。結局私は、自分の居場所を求めてあなたの元へ帰ってきたのかもしれない……噓はなくとも、エゴであることに変わりはありませんね」

　将人の腕の中で、リゼットの吐息が弱々しく肌をくすぐる。

　将人はリゼットの肩も強く握った。

　エゴだろうが自分のためだろうが、二人は命をかけてくれた。何もしてやれていないのに、何一つ与えてやれていないのに、助けにきてくれた。

　二人は馬鹿だ。度どし難がたいほどお人ひと好よしだ。

　なら、この二人を救えない自分は、いったい何なんだ……？

　将人が歯を食いしばり、無念のうちに沈む。

　悔しい。何が『王の因子』だ。何が『覇王』だ。戦いは配下に任せて玉ぎよく座ざにふんぞりかえるだけの王様なんて、滑こつ稽けいでしかない。

　チェスのキングだって戦えるのに、それなのに──！

「頼むよ……この二人だけでも……救える力をくれよ……っ」

　目を閉じた二人の肩を抱いて、将人は神に祈るように呟つぶやいた。

「綺き麗れいごとも弱音も吐かねぇよ……何犠牲にしたって構わない……戦わなくて済む方法があるだなんて思わねぇよ。ちゃんと戦うからさぁ！　俺の周りから奪わないでくれよ！」

　血を吐くように、心臓を捧ささげるように、将人は祈る。

「世界を侵略しろっていうならしてみせる……！　奪われたくなければ奪えっていうなら奪い尽くしてみせるから……だから……！」

　目を見開いて、将人は教室の天井に願いを放つ。

「──胸張って『覇王』って言えるだけの力をくれよッ！」

　神様でも、仏様でも、いっそバルタザール・アシモフでもいい。

　何でもいい。力をくれ。この状況を打開できるのなら、どんなものでも構わない。

　将人の懇こん願がんは誰にも届かない。神は応こたえない。仏も応えない。

　バルタザールはすでに死んでいる。




　応こたえたのは──自分の因子さいのうだけだった。




「────？」

　将まさ人とは、確かにその異変を体感していた。

　あまりに唐とう突とつに浮かび上がった文字と、頭の中で鳴り響くアラーム。

　自分の網もう膜まくに映し出される文字の数々に、将人は目を見開く。




【おめでとうございます。あなたの存在が『覇道』へと近づいたことにより、リミットブレイクスキルを解かい除じよしました。説明書を読みますか？】




　一いつ瞬しゆん、口を開けたまま思考停止する。

「リミットブレイクスキル……？」

　最初の説明書で読んだ時、見たことのない一覧があったことを思い出す。アイリやリゼットのパラメーターにも存在しない、『王の因子』特有の性能。

　将人はすがりつく思いで、頭の中で説明書の提示を要求する。

「……────!!」

　その性能を理解して、将人は目を剝むいた。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの新たな力。《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》の持つ本来の力。

　ある一定の条件を満たした時にのみ使用可能となる、王の力。

　将人は、一筋の希望が見えたことで、アイリとリゼットの頰ほおをぺしぺし叩たたいた。

「……ん、な、なにっ、なによいきなりっ」

「い、痛いですよ将人さん……」

「起きてくれ。もしかしたら……あいつを倒せるかもしれない」

　真剣な表情で空中を見つめる将人に、アイリとリゼットは訝いぶかしげな顔をした。

　しかし、彼の身体からだが薄く光っているのを見て、二人は目を見張った。デバイス展開時の青白い光の筋とは違う、山吹色の輝き。

「うっわっ、何それ……!?　あんたどうしたの!?」

「光ってますよ、将人さん……」

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの力が一つ解除されたんだ……でも……」

　将人が深刻そうに歯を食いしばる。

「発動には、かなり厳しい条件がある……お前らの協力が必要だ」

　協力と言われて、眠ろうとする気が吹き飛んだのか、二人は将人にすがりついた。

「……何をすればいいの？　言ってみなさいよ。この際生き残れるならなんでもいいわ」

「協力は惜しみませんっ。どんなことでもしますので、遠慮しないでください……！」

　二人の覚悟を聞いて、将まさ人とは目を閉じる。

　説明書に提示された条件を二人に要求するのはしのびなかった。傷ついて、満まん身しん創そう痍いなのに……さらにこんな仕打ちをしなければならないなんて。

「どういう能力なのかは説明書にも書いてない。発動してからのお楽しみとかなめたことぬかしてやがる。だからこれで勝てるのかは保証できないんだ……それでもいいか？」

「いいから！」

「早く！」

　急せかされて、将人も覚悟を決めた。

「わかった……決して俺が望んでのことじゃないっていうのを、念頭に置いて聞いてくれ。いいか、言うぞ。リミットブレイクスキルを発動するには──」

「「……するには？」」







「君達の、性感帯を触る必要があるんだ……！」







　………………………………………………………………………………………………………………………………───ペシペシペシペシペシペシペシ！

「──いて、痛てぇっ、お前ら叩たたくな！　俺は真面目まじめに言ってるんだ！」

「ふっざけんじゃないわよ!?　真面目に言うことかっ！　この非常時にあんたはっ！」

「失望しましたッ！　私はこんな人を必死で守ろうとしていたのですか!?　あなたは私の信念と義を汚しました……もう許しません！」

　殴りたいのだろうが力が入らず、二人は将人の頰ほおをペシペシと叩くことしかできない。シリアスが台無しだった。さっきまでの感傷に浸ったやりとりも全すべてぶち壊しだった。

　けれど将人の言うことに噓うそは無いのだ。説明書には確かに、性感帯の位置を知り、そこに触れる必要があるのだと記されていた。

　直じかにだ。

「冗談なんかじゃないんだっ。お前らだって説明書のすっとんきょうさは知ってるだろ!?　ふざけた要求だと思ってるのは俺も一緒だ！　でも怒るなら、因子フアクターにこんなプログラムを施したバルタザールに怒ってくれ！」

　将人は自分の視界に映る説明書をリゼットとアイリへ流す。

　不機嫌極まる態度で流し見した二人だったが、見る見るうちに顔が赤くなっていった。

「「っ……うぅ！」」

「今はやらなきゃいけない、これに賭かけてみるしかないんだって！」

　真剣だ。真剣だが、実にマヌケだった。このそこそこ決まっている説得が、性感帯を触るためのものだと思うと机の角に頭を強打して死にたくなってくる。

　二人も顔を真っ赤にして下を向き、涙目になっていた。

「く、屈辱だわ……こんなことってあり得ない……今までどんなにヤバい状況でも純潔だけは守ってきたのにぃ……！　こんな奴やつに捧ささげないといけないなんてぇ……！」

「や、純潔捧げろとまでは言ってねぇし……つか経験豊富そうで意外とピュアだよな」

　将まさ人との顎あご下したに、アイリの命を削って放ったアッパーが炸さく裂れつした。

　続いてリゼットも両りよう頰ほおに手を当てて、完全に目を泳がせながらあうあう唸うなる。

「そんなとこ教えられるわけないじゃないですか……っ、だいたい触るなんて……無理ですよぅぅ……」

「リゼット、大丈夫だ。敏感なところを教えてくれるだけでいい！　あとは俺が勝手にやるから！」

　まるっきり変態なことを言いながら将人が肩を強く抱いた瞬間、顎下にリゼットのサイドブローが直撃した。

　しかし将人は吹き飛ばされそうになった顔を押し戻し、二人に告げる。

「──責任は取る！　今後は俺がお前らの面倒見る！　俺がお前らの居場所になる！」

　男前に言っても最低なことに代わりはない。

　だがこんなことを要求する以上、せめて責任を取るくらいのことはさせてもらわなければ将人も納得がいかない。二人や家族を巻き込まないで生きていくことはもうできない。だから自分が守る。世界が敵だろうがなんだろうが、守るという決意を固めるしかない。

　自分達を侵略しようものなら、相手を侵略し尽くす。その覚悟を胸に宿し、将人は『覇王』になる道を選んだ。

　二人から大切なものを奪う以上、奪った側は責任を取って守る。

　それが桐き生りゆう将人の、付け焼き刃の『覇道』だ。

　将人はそんな重要な決断を、この冗談じみた状況でしてしまった。

「っ、責任……取るって言ったわよね、今っ！」

「ああ。何不自由無い生活は無理だが、この力で必ずお前らも家族も守る！」

「うぅうぅ……！　絶対ですよっ、全然そういう関係じゃなかったですけど……私もう、何があっても将人さんから離れませんよ!?」

「離すつもりはないから安心しろ！」

　将人の威勢だけはいい返事を聞いて、アイリとリゼットは赤い顔で黙り込んだ。

　もう伝えるべきことはない。全すべて言い切った。あとは黙って二人の答えを待つだけだ。

　どれくらい時間が流れただろう。数秒だろうか？　数分だろうか？

　きっと５秒くらいだろうが、何時間も経過したような気持ちになる。

　だが、その時──

「み…………右、耳」

　ぽそりと、リゼットが唇を震わせて小さく呟つぶやいた。

　将まさ人とは聞き間違いじゃないかと聞き返す。

「み、耳？　耳が性感帯？」

「は、はいぃぃ……弱いんです……全体的に……っ」

　涙をぽろぽろ流して、何な故ぜ自分がこんなことを告白しなければならないのかと、リゼットは嘆なげく。

　将人まで恥ずかしくて顔を赤くするが、ここで引くわけにはいかない。

「ア、アイリは？」

「…………うぅぅぅぅぅぅ」

　アイリは唇を嚙かみながらイヤイヤと首を振っていた。しかしリゼットが答えたのを聞いて、自分が言わないわけにはいかないと思ったのだろう。

「……右……胸」

「胸か……ど、どのへん!?」

　また命を削ったアッパーが飛んでくる。

「わかるでしょっ、言わせんなばかぁ……っ」

　両手で顔を覆おおって、イヤイヤと首を振りながら黙ってしまう。

　何はともあれ、二人の性感帯の場所は把握できた。

　あとは──

「そ、それじゃあ……行くぜ」

　意を決し、将人は行動に出た。アイリの肩に置いていた手をゆっくりと彼女の腰へ持って行く。そして、上着の下に手を滑り込ませて、柔肌に触れた。

「ん……！」

　まだ目的の場所へは遠い。あまり刺激しないようにお腹なかのおへそあたりから手を這はわせ、温かく柔らかな肌を伝っていく。あばらを通り過ぎたところで、明らかに肌とは違う布の感触。ブラだ。しまったと思うが、いまさら引き返せない。片手故、ホックが外せない。フロントホックではないことが悔やまれる。仕方なしに将人がブラと肌の間に指を這わせて侵入した時、その至福の感触に到とう達たつする。たまらず顔が熱を持った。

「ぁ……痛っ！」

「悪い」

　アイリの胸は大きいわりにブラの締め付けが強すぎだった。手を滑り込ませる余裕がほとんど無い。

「……へたくそ……っ」

　アイリが熱い吐息を吐つきながら、気を利かせて右肩をすくませてブラの肩ひもを外した。

　瞬間、支えを失ったはずみで、予想外に大きく柔らかい重みが手にかかった。

「あふぁ──！」

　思わず、鷲わし摑づかみにしてしまった。絹のようでなめらかでいて、張りのある感触。

　欲望に意識をもっていかれそうになるが、そこはぐっと我が慢まんして優しく包み込むように目的の箇所へ指を到とう達たつさせようとする。

　アイリは自分の制服の肩の布を口に咥くわえ、絶対に声を出してなるものかと耐えていた。

　そして、

「んぅ……ふぅ……！　んっ！」

　涙を一筋流しながら、アイリの堪え忍んだ嬌きよう声せいが響く。将まさ人との顔も赤みが頂点に達する。これ以上いじる必要はない。触れるだけでいいのだから。

　気持ちを振り払い、将人は今度はリゼットに顔を向ける。

　男として幸せなのに辛つらい状況に泣きそうになったが、今度は簡単だ。

　耳なのだ。まさぐる必要はない、外に出ている。

「ぁぅ……っ」

　リゼットは羞しゆう恥ち心しんに耐えられないのか、目をつぶってお腹なかあたりで両手をぎゅっと握りながらすくみあがっている。将人はリゼットの肩を自分の方へさらに引き寄せる。額ひたいが、軽くこつんと彼女の側頭部に当たる。

　飾り気はないものの女の子特有のシャンプーのいい香りがして、意識をかき乱された。

　将人は我慢して、鼻をリゼットの髪の中へ埋める。アイリで左手が塞ふさがっているし、右手でリゼットの肩を摑んでいるため唇で触れるしかない。想像以上に髪が多く、辿たどり着くのに苦労する。

「……ふぁぁ……っ」

　吐息がうなじを刺激して、リゼットは頭を避よけてしまいそうになる。

　将人はここは鬼になり肩に置いていた右手でリゼットの頭を元の位置へ戻した。

　まるで耳元で囁ささやくような姿勢で、リゼットの耳元へもう一度顔を埋める。

「！」

　涙をぽろぽろ流して、リゼットは顔を手で覆おおう。

　構わず続けて、将人はようやく微かすかにリゼットの耳に触れた。とっても小さい、可愛かわいらしい耳だった。赤くて熱くなったその耳を、将人は意を決して唇の間にはさんだ。

「んぁっ！……！」

「…………」

「ま……将人さぁぁん……」

　リゼットが将人の服をぎゅっと摑み、身み悶もだえるような感覚に耐えていた。

　二人とも息を熱くしていた。将まさ人とだって尋常じゃないくらい身体からだが熱い。恥ずかしさやら男としての欲望やら、もういろいろと泣きそうだ。

（これで何も起きなかったら一生恨むからなバルタザール！）

　幸せだけど不幸な状況に因子フアクター開発者への怨えん嗟さを送る。

　だが、その考えは杞き憂ゆうとわかった。耳に触れたすぐ後、アイリの身体とリゼットの身体に模様のような光の筋が浮かび上がり、さらなる熱を持った。

　そして将人が二人に触れた箇所へ、光が流れ込んでくる。唇と左手の指先が熱い。二人の宿していた光が、将人の身体へと侵入してきた。

（こいつは……──そうか！　そういうことか！）

　将人は何が起こったのか瞬時に理解する。

　網もう膜まくに自分自身のパラメーターを表示し、睨にらみつけるように凝視する。

　将人の読みは当たっていた。

　表示された数値が──もの凄すごい勢いで変動し始めた。







　地上では、上半身を吹き飛ばされたノアがようやく再生を完了していた。

「びっくりした～。まさか上半分消し飛ばされるとは思わなかったね！」












　両手を合わせて、片足で嬉うれしそうに跳ねるノア。

　くるくると回転しながら流れるような動きで地面に落ちたチェーンソーを拾い上げて、エンジンをかけ直す。

「隠れたのかな？　んふーボクの第六感はすごいんだぞ～。どこにいたって見えないわけないのにぃ」

　額ひたいに水平に手を当てて、校舎を見つめる。

　彼女の視界では校舎の外壁が透けて、サーモグラフィのように熱を感知した。

　５階の教室、そこに三人の姿を発見。

「いたいた。なーんかすげー体温高いけど、ナニしてんのかな……？　まあなんでもいいや！」

　ノアは額から手を離し、腰を深く沈める。

「もっと、もっともっともっともっと──あっそぼお！」

　そしてクレーターができあがるほどの脚力で地面を蹴けり、跳ちよう躍やく。

　勢いよく校舎の５階へと飛び上がると、割れた窓の縁に手をかけた。

「よっと！」

　凄すさまじい重量のチェーンソーを持ちながら、片手で軽々と窓の縁に着地する。

「ハロハロ～！　逃げずに待っててくれるなんて嬉しいなぁ！　さあ、続きを──」

　ノアが笑顔で手を上げながら、挨あい拶さつをしたその瞬間──




　──ガッッッ！




　ノアは何者かに頭を鷲わし摑づかみにされたまま、首から後ろへ吹き飛んだ。

　空中に投げ出されながら、ノアは指の隙すき間まからそいつを見た。

　前髪で顔は見えないが──紛まぎれもなく、桐き生りゆう将まさ人とだった。

　将人は鎖を纏まとったまま、ノアごと地面に急降下する。

　ノアは顔面を覆おおう手を剝はがそうともせず、将人の顔を注視する。

　前髪の隙間から一いつ瞬しゆんだけ窺うかがえた将人の瞳ひとみが、琥こ珀はく色いろに輝いていた。

　見間違いではない。明らかに異質な光を宿して、ノアを睨にらんでいた。

　次の瞬間、ノアは後頭部から地面に叩たたきつけられる。

　地面が爆はぜて、人型にアスファルトが沈む。

「お……まえ……！」

「…………」

　顔面をギチギチと鷲摑みにして、自分を冷徹に見下ろしてくる将人へ向けて、ノアは仰あお向むけのままチェーンソーを振るう。

　読んでいたのか、将まさ人とはその一撃を天高く跳ちよう躍やくすることで回避した。

　跳躍の高さは数十メートル。

　さっきまでの戦闘でこのような身体能力を発揮したことはなかったのに、とノアが驚く。

「────うは……！」

　ノアは立ち上がり、嬉き々きとしてチェーンソーを両手で構えた。

　同時に、将人の身体からだが地面を砕いて着地する。

　一いつ瞬しゆん遅れて──ガシャン！　と、彼の周りに纏まとわり付いていた鎖が校庭の樹木やアスファルトの地面を砕いて叩たたきつけられた。スローに動くような視界の中、ノアは飛び散る破は片へんの間から、将人が顔を上げるのを見た。

　瞳ひとみは琥こ珀はく色いろとなり、彼の周りの鎖がまるで熱を持ったかのように赤く光っている。

　赤く赤く輝く、灼しやく熱ねつの鎖。着地の際に鎖がなぎ倒した木々が、熱により炎を上げている。アスファルトの地面も、高熱を発する鎖に触れてぐつぐつと煮え立っていた。

　中心に立つ少年に対して、ノアは歓喜に震えた。

「か、隠し球を持ってるなんて聞いてないぞー！　何それ何それ何それかっこいー！」

　はしゃぐノアを、将人は冷たい目で凝視する。

　ノアは身体を捩よじらせて、愛いとしい人にようやく会えたような高揚した顔を向けた。

「覇王様、ああ覇王様……！　そういうのを求めてたんだよボクは……！　なんて素敵なんだろう！　ゴミクズなんて言ってごめんよ。ボクは今、オニーサンが愛しくてたまらない……っ！」

　将人は狂気じみたノアの戯たわ言ごとに耳を貸さない。

　無言で右腕を水平に広げて、灼熱の鎖を腕に巻き付けさせた。

　鎖の巻き付いた手を硬く握りしめて拳こぶしを作る。

　チャージするような甲高い音が拳から響き、将人の琥珀色の瞳がなおいっそう輝いた。

　ノアは身体をゾクゾクさせて、チェーンソーのエンジンを唸うならせる。

「さあ──遊ぼうオニーサン！　もう軍の命令なんてどーでもいい！　世界が壊れるまで一緒に踊ろう！」

　ノアが駆け出して、将人はそれに応じるように地を蹴けった。







　リミットブレイクスキル──『覇王化オーバーロード』

『覇道』と呼ばれる概念に近づくことで解放される『覇王』にのみ使用可能なスキル。

　発動条件は女性の場合に限り、奴ど隷れい達の性感帯に触れてそこから因子フアクターを吸収すること。

　奴隷の持つ因子の性能を全すべて我が物とし、使役する。鎖は灼熱を宿し、奴隷から授かったＥＸＰスキルを付与させることも可能となる。

　現在の将まさ人とのパラメーターは、アイリとリゼットの性能を両方併せ持っていた。




【覚かく醒せい者名　桐き生りゆう将人　『覇王化オーバーロード』限定パラメーター】
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【リミットブレイクスキル《チェインバーニング》《ウォークライ》《オーバーロードブロウ》《ロックオン》《高振動ヴイブロブレード》《アンチマテリアル》《アンチバレット》】




　視界に映るパラメーターを確認して、将人は迫り来るノアへ拳こぶしを繰り出す。

「アンチマテリアル……！」

　将人から放たれる、助走をつけたアッパー。

　着地の際にチャージを済ませておいた拳が、『ダンデライオン』の破壊力を付与させてノアのチェーンソーに襲いかかる。

　身体強化ＳＴＲの攻撃力のみを倍化する力。

　その威力は、たとえノアであろうと防ぎきることはできない。

　──轟ごう音おん。

　金属音なのか爆発音なのかすらわからない音が衝撃となって校舎を激震させた。

「──うっは！」

　チェーンソーごと吹き飛ばされたノアは、空中に投げ出されながら楽しげに笑う。

「サイッコーだよ！　楽しいねぇオニーサン！」

　共感を得ようと歓喜の声を上げるノアだったが、浮き上がった隙すきを将人は見逃したりしなかった。右腕に新たな灼しやく熱ねつの鎖を持ち、大きく後方へ振りかぶっている。

　それはまるで、鞭むちをしならせるような動きだった。

「──高振動ヴイブロブレード！」

　振りかぶった腕を振るい、鎖を振り下ろす。

　ジャリジャリジャリと金属音を鳴らしながら、長い長い鎖は鞭のようにノアへ迫った。

　速い。前の遅すぎる動きではなく、その鎖のスピードにはアイリの因子フアクターが持つ感覚強化ＡＧＩが上乗せされていた。

　鎖はノアの脳天から股またまでを一直線に斬きり裂いた。

　一撃だけに留めず、将人は何度も鞭のように鎖を振るった。

　縦、横、斜め。高振動ヴイブロブレードの切れ味が付与された鎖がノアの身体からだを切り刻んでいく。

　しかしバラバラになったノアの身体は、瞬時に再生した。

「その調子ぃ。でも──あまあああああああい！」

　回復したノアが、空中で縦に回転しながら、身体をぐにゃんと捻よじらせて、足場もないのに落下軌道を変えて降ってくる。

　まずい、あれが来る。将まさ人とは鎖を巻いた右手で防御態勢を取った。

「アンチバレットッ！」

　身体強化ＳＴＲの防御力倍化。鎖の絶対強度が合わされば、防げない攻撃は無いはずだった。

　だが、ノアのチェーンソーによる地球割りは将人の想像を絶していた。

　右腕の鎖で防いだものの、衝撃は殺し切れずに身体が沈む。衝撃波により周辺の何もかもがなぎ倒され、校舎も窓ガラスどころか壁が勢いよく吹き飛んだ。

　爆弾でも落ちたかのような状況の中、将人は必死に耐えていた。

　手からも足からも血が噴き出し、重圧に潰つぶれそうになる。

　ケタケタと笑うノアの耳障りな声を聞きながら、将人は歯を食いしばった。

　痛みなど知らない。苦しみなど無視しろ。

　この目の前の殺人鬼が自分の居場所を侵略しようとしているのだ。

　だから──奪い尽くせ！　このバケモノから何もかも、侵略してやるのだ！

　将人の体内から覇気が溢あふれ、強化された喉のどから雄叫おたけびが放たれる。

　鼓膜を震わせるその咆哮ウオークライは、衝撃でもなく、音波でもなく、精神に畏怖を植え付ける得体の知れない力が宿っていた。

「ひっ……！」

　あのノアでさえ怯ひるんでいた。

　将人はノアのチェーンソーの重圧が緩んだ隙すきを見計らい、あらかじめ空けていた左腕で拳こぶしを握り、ブロウを放つ。

「奪ええええええッ！」

　オーバーロードブロウ。敵の身体強化ＳＴＲによる恩恵の一切を無視できる、覇王単体で行使できる数少ない攻撃手段。直撃したのは腹。将人の放った拳は、ノアの腹部を貫き、その小さな身体を余よ波はでぶっ飛ばした。

　吹き飛んだノアの身体は地面を弾みながら転がり、やがて止まる。

　将人は、鎖を引きずりながらゆっくりと彼女の下もとへ歩んでいく。

「……すごいねぇ、オニーサン……オニーサンだったら、もしかしたらボクを殺せる、かもしれない……」

　チェーンソーの刃を杖つえにして、ノアが立ち上がる。

　腹に空いた穴がみるみるうちに消えて、元の状態に戻っていく。

「見てよぉ、この身体からだ……何をされても死なない。力の加減もできないから触ったものは全部壊れるんだ。頭ん中は脳内麻薬でぐっちゃぐちゃ……いつも押さえきれないよくわかんないものに身体を突き動かされてる」

「…………」

「ノアはねぇ、オニーサン。ボクよりもっと強い人に会って、その人に殺してほしいんだ……！　戦って、戦って、殺して殺して殺し尽くして、そんで最後に終わりにしてほしいんだよ、この衝動を……！」

　ノアは笑いながら、涙を流していた。

　将まさ人とは何も言わない。ただ引きずってきた鎖を両腕に巻き付かせて、性能を付与させる。

　アンチマテリアルと高振動ヴイブロブレード。

　両方の特性を鎖に宿し、破壊力と切れ味を最大限に発揮させる。

　ノアはその将人の姿を見て、安らいだようにほほえんだ。

　そして──

「終わらせてくれるの？　オニーサン。そうこなくっちゃ……！」

　エンジン音が轟とどろき、ノアが駆けだした。

　将人も同じくノアへ向かって疾しつ走そうする。

「あははははははははっはははあはははははは！」

　狂ったような泣き笑いが響く中、ノアがチェーンソーを地面を削りながら振り上げる。

　対する将人は左足を前へ出し、身体を大きく仰のけ反ぞらせて右腕を後方へ振りかぶる。

　そして、二つの力がぶつかり合おうとしたその瞬間。




　──カチリ。




　終しゆう焉えんは、あまりにあっけなく訪れた。

「ふえ？」

　激げき突とつする寸前にノアのチェーンソーが光の粒りゆう子しとなって霧む散さんする。

　勢いが止まらずに、ノアはぽすんと将人の胸に突っ込んだ。

　将人はすでに足を止めて、冷たい瞳ひとみで胸の中にいるノアを見下ろしている。

　ノアは将人の胸板から顔を離し、自分の両手を見た。

「……あれ？　なんで……？　《13日の金曜日ハートレス》が出せない……？」

　何度試みようとも、ノアは自分の因子フアクターがうんともすんとも言わないことに気づく。

「どうして攻撃やめたの……？　どうなってるの？」

「…………」

「？　なぁに……これ？」

　ノアは自分の首に窮きゆう屈くつさを覚え、指で触れる。

　そこには、恐こわいくらいにフィットしている首輪が装着されていた。

「なんだよぉ……続きやろうよ、オニーサン」

「…………」

「ねぇ……！　なんとかいえっ！」

　ノアが拳こぶしを将まさ人とへ放つ。

　しかしその拳は、将人の眼がん前ぜんでぴたりと停止。驚いて自分の手を見たものの、ノアは苛いら立だちを覚えて何度も何度も将人を殴ろうとする。

　そのことごとくが届かない。呆ぼう然ぜんとするノアに、将人が口を開く。

「すでにお前は、俺の奴ど隷れいだ。殺せないからこうする以外に俺が勝つ方法は無かった」

「……ど、奴隷って……なんだよぅ……？」

「わからないのか？　じゃあはっきり言ってやる」

　将人は目を細め、最大限の敵意を込めてノアを見下した。

「──お前はもう、俺の所有物だってことだ」

　将人の琥こ珀はく色いろの恐ろしい瞳ひとみに、びくりとノアの肩が震えた。

　彼女は、一歩一歩将人から後ずさる。

「終わらせてなんかやると思うのか？　あれだけのことをしておいて……勝手に死ねると思うなよ、殺人鬼」












「……ひっ……！」

「……言ったよな、お前を跪ひざまずかせるって……」

「うっ……！」

「お前のやったことは許せねぇ……他の誰が許しても、贖しよく罪ざいはしてもらうぞ」

　ヒュン、と、将まさ人との拳こぶしがノアの眼がん前ぜんに振るわれる。

　鼻先に掠かするかというところで寸止めし、将人は親指を立てた。

「お仕置きの時間だ。お前の尊厳、奪わせてもらうぞ」

　ノアが怯おびえた顔で疑ぎ問もん符ふを浮かべた直後、将人はその親指を勢いよく真下へ向ける。

　そして、




「──跪け！」




　王の命令が下され、下僕は身体からだの自由を奪われた。

　──ズダン！

　ノアの身体は、ひとりでに地面に叩たたきつけられる。

「う、あ……あ……っ！」

　ノアはじたばたと地面でもがくが、将人の命令は絶対だ。

　たとえ地球を割ることができても、この首輪からは逃れられない。

　将人は胸の前で腕を組み、ノアの前で仁王立ちする。

「しばらくそのままでいろ。お前はもう、俺の許可無しに立ち上がることはできない！」

　告げた瞬間、将人の覇王化オーバーロードが解かい除じよされた。

　リミットブレイクスキル『覇王化』は、実質３分間しかもたない。

　将人は即そく座ざにノアのもとを離れ、ダッシュでりんごのところへ向かう。

　校庭の端の草むらに、変わらずりんごは横たわっていた。

　急いで胸に耳を当てて心臓が動いているかを確かめる。

　数秒耳を澄ませて、将人はどっと安あん堵どの息を吐ついた。

「……よかった……生きてる」

　強こわ張ばっていた顔を緩めて、りんごの顔に手を当てる。心なしか、最初よりは顔色も悪くない。アイリの応急処置がよかったのだ。すぐに病院に運べば助かるだろう。

　将人が尻しり餅もちをついて深く息を吐いていると、

「……桐き生りゆう……」

　身体を引きずるようにして、リゼットとアイリがやってくる。

　ずっとさっきまでの戦いを見ていたのだろう。二人とも、どう声をかけたらいいのかわからない様子だった。

「なんだよ、勝ったのにしみったれた顔するなよ……」

　微妙に口を尖とがらせて、将まさ人とが言う。

　すると、アイリもリゼットもいつも通りの将人に安心したのか、堅い表情を崩した。

「勝って当然よ。あれだけのことしておいて、負けたら末代まで呪のろってやったところよ」

「ひとまずよかったです……りんごさんも大丈夫そうですね」

　リゼットの言葉に頷うなずいて、将人は立ち上がる。

　尻についた砂を払う将人に、リゼットは再び表情を堅くする。

「……これからどうするのかが一番の問題ですよ。りんごさんを病院に運ぶにしても、因子軍ギアフアクターズから逃げなければならない。さっきからヘリが見当たらないのも、逆に不気味です」

「そのことについてなんだが、実は──」

　将人が言いかけた、その時だった。

「──なっ……！」

　突然、何もなかった場所に、因子軍ギアフアクターズの兵士達が三人の目の前に姿を現した。

　囲まれている。消えたはずのヘリも上空を飛んでいた。

「光こう学がく迷めい彩さい……！　これだけ接近されていながら気づかなかったなんて！」

　三人はりんごを守るように立ちながら、周りを警戒する。

　もう戦う気力も体力も無い。因子軍ギアフアクターズの兵士達はアーマーに身を包み、銃を将人へ向けたまま動かなかったが、一人の上官らしき男が三人の前へやってきた。

「桐き生りゆう将人……我が軍は君を極めて危険と判断した。この場で射殺させてもらう」

　上官が手を上げると、おびただしい数のレーザーポインターが将人の頭部と左胸に当てられた。ヘリからも、巨大なライフルを構える人影が見える。

　リゼットとアイリが将人を守るように前へ出ようとしたが、将人は二人を手で遮った。

「俺に任せてくれ」

　将人は一歩前へ出て、上官と対たい峙じした。

「あんたがこいつらの上官だよな……こっちからは手を出すつもりはない。話があるんだ、聞いてくれ」

「…………」

「今ここで撃てば……俺は容よう赦しやしない。あんたもさっきまでの戦いをずっと見てたんだろ？　だったら、今の俺がどれだけ危険かわかってるはずだ」

　将人が鋭く言い放つと、上官は小さく息を吐ついて手を下げた。

「……ありがとう。話は単純だ、交渉がしたい。上の人間に連絡はつかないか？」

「我々は『王の因子』覚かく醒せい者と交渉はしない。即そく座ざに排除するよう命令されている」

「じゃあなんで手を下げた？　あんた、部下の命が大事なんだろ？　気持ちはわかる。俺も似たような状況だ」

「…………」

「……頼むよ。ガキの戯たわ言ごとだと思わないでくれ。これ以上誰も傷つかずに済む方法を見つけたんだ……上に掛け合ってほしい」

　将まさ人とが頭を下げると、上官は何も言わずに黙り込んだ。

　だが、しばらくするとインカムのボタンを押して、通信相手と会話を始めた。

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの覚かく醒せい者が、軍と交渉をしたいと言っています。映像を送りました通り、奴やつの力は脅威です……殺人鬼因子ブギーマンズフアクターも、無力化されました」

「…………」

「はい……はい……了解しました」

　通信を終え、再び上官が向き直る。

「聞くだけ聞いてやる、とのことだ。映像も繫つながっている、好きにしゃべれ」

　高圧的ではあったが、落ち着いた様子で上官は言った。

　将人は小さく息を吸い、吐くと同時に言い放つ。

「俺はこれ以上、この力を使って他者を奴ど隷れいにはしない。条件つきで、一人もしないと誓う。組織を作ろうとも思わないし、力を誇示するつもりもない。俺はただ、いままで通りの生活を送りたいだけだ」

「…………」

「でも、一つ条件がある。もしも俺自身や、俺の大切なものを傷つけようとするのなら、俺は容よう赦しやしない。俺達から居場所を奪おうとする奴がいるなら──襲いかかる脅威を排除する。たとえあんた達のような軍隊が相手でもだ」

「…………」

「俺には二人の力強い仲間と、さっき跪ひざまずかせた殺人鬼がいる。覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターがどういうものかは、もう知ってるんだよな？　あの殺人鬼の力を使ったら、あんた達だってひとたまりもないはずだ……何せ不死身だからな」

　胸に手を当てて、将人ははっきりと告げた。

　上官は動じない。ヘルメットのバイザーからこちらを凝視していることだけはわかった。

「安心してくれ。俺を放ほうっておいてくれればいいんだ。それ以外何も望まない」

　将人が言うと、上官は無線の声に耳を傾けた。

「上は信用できるわけがない、と言っている。そのようなものはガキの戯言だ、とも」

「………………じゃあ、証明できればいいんだよな？」

　言って、将人は首輪つきの鎖を具現化させる。

　兵士達が警戒し、銃のトリガーに指を当てた。

「大丈夫だ……あんたらを奴隷にするつもりはない。奴隷にするのは……




　────俺自身だから」




　将まさ人とは言葉通りに、自分自身の首に首輪を装着させた。

　リゼットとアイリは驚いて目を見張る。

　上官も、バイザーの奥で目を細めた。

「……その行いに何の意味がある？」

「奴ど隷れいは絶対に自分で首輪を外せない。この特性は、たとえ覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターを持つ本人であろうと上書きされる。俺にはもう、この首輪を解かい除じよできない」

「自分自身を奴隷にしてどうする？　貴様は何がしたい？」

「自分に命令を下すんだよ──『傷つけようとしてくる相手以外の人間を奴隷化させた場合、即そく座ざに自害しろ』、ってな」

　将人の身体からだが光り、その光が鎖を伝って首輪に到とう達たつする。

　命令は実行された。

　啞あ然ぜんとするリゼットとアイリを他よ所そに、将人は続ける。

「これで俺はもう……俺自身の奴隷だ。自分からは誰も侵略できない」

「…………」

「不安なら検査してくれていいぜ。ちゃんと因子フアクターの性能が働いているかどうか、どうせあんた達なら調べられるんだろ？」

　沈黙が早朝の校庭に蔓延はびこる。

　将人はすがすがしい気持ちで、その場に立っていた。

（これでいつもの日常に戻れるなら……俺はそれでいい）

　守りたいものを守るための最善の方法はこれしかなかった。

　将人は覇王の力に興味がない。この程度の枷かせで丸く収まるならそれに超したことはなかった。守りたいもののためならば、自分の命を対価にすることぐらい朝飯前だった。

　将人にだって、かけがえのないものが一つや二つあるのだ。

　今日をもって、確実に二つほどそれが増えたけれど……。

　空を見上げていると、耳にインカムを当てていた上官が彼の前へ近づいてきた。

「……結論は検査を済ませてから出すそうだ。いったん、我々に同行してもらう」

「………りんご、俺の妹を……」

「すぐに運ばせる。命は保証しよう」

　それを聞いて安あん堵どして、将人は上官の要求におとなしく従った。

　両手に手錠がかけられ、兵士達に囲まれながら将人が去っていく。

「──桐き生りゆう！」

「──将まさ人とさん！」

　朝焼けに染まる背中に、二人の少女が声をかける。

　将人は足を止めて、一度だけ二人に横顔を向けた。

　そして、人の好よさそうな笑みを浮かべて、こう言った。

「大丈夫。帰ってくるさ。責任取るって言ったろ？」

　再び歩き出し、デバイスヘリに乗せられる。

　二人の奴ど隷れいは、ヘリが飛び立って見えなくなるまで、いつまでも彼の姿を見つめていた。




　──こうして、桐き生りゆう将人の覇道は幕を閉じる。

　だが、将人は知らない。

　たとえ彼がノアの因子フアクターを用いようと、怯ひるむことなく殺しにやってくる連中がいることを。

　そして覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターに匹敵するだけの力を持つ王達は他にも存在するのだということを、彼はまだ知る由も無かった。






エピローグ　epilogue






　十日後、望もち月づき学園の修復が終了し、生徒達にはまたいつもの日常が戻ってきていた。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターをめぐる一連の騒動は、今のところ一般人には誰にも知られていない。道路を分断した巨大な地割れや、学園にできたバカでかい穴なども、全すべて因子軍ギアフアクターズの演習中の事故として処理された。ニュースなどでも大げさに取りざたされたが、そこに『覇王』の文字は一文字も出てきていなかった。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの情報は、統制により抹消されていた。




「…………」

　制服を着たアイリはベッドの横に立ち、そこで眠る少女を見下ろしている。

　顔は引きつり、血管がこめかみに浮かんでいた。

　目の前で、子犬柄がらのパジャマを着て眠る少女、リゼットが安らかな寝息を立てている。

「むにゃむにゃ……パパ～」

　その寝言で怒りが頂点に達し、アイリはリゼットから布団をはぎ取った。

「こっ……の……！　またこいつは……！」

　ベッドの上にはリゼットと、そしてもう一人。

「うぅ、勘弁してくれぇ……鎖がこんがらがって解けない……皮膚に食い込んでるんだぁ……助けてくれぇ……アイリ～リゼット～誰か～」

　リゼットに抱きしめられながらうなされている桐き生りゆう将まさ人との姿があった。

　どうやらリゼットの抱擁が強すぎるらしく、さっきから身体からだがバキバキ音を立てている。

　アイリは怒りに任せて、リゼットの頭を自分が履はいていたスリッパでひっぱたいた。

　ついでに将人の顔面も同じようにひっぱたく。後者はただの八つ当たりだった。

　リゼットがうっすらと目を開けて、もにゃもにゃと口を動かしながら起き上がる。

「んぅ……何事ですか～、道化ピエロさん」

「何事ですかじゃないわよっ。あんたなんで朝起きるといつもこっちで寝てんのよ！　二段ベッドの上を占領したくせにどういうつもり……!?」

「じゃんけんに負けたのはあなたなのですから、上のベッドをどうしようが私の勝手ではありませんか。それと、将人さんの横で眠るのは護衛のためです。決して不純な動機ではないのです」

　ぷくーっと頰ほおを膨らませるリゼットに、アイリは悔しそうに怒鳴りつける。

「ひっぱたかれるまであたしの接近に気づかず寝てたあんたが護衛とかぬかすんじゃないわよ！　何がパパ～よ、もっかいひっぱたくわよ!?」

　うるさい人ですねぇ、と言いながら、リゼットはベッドから降りた。

　アイリは顔でも洗ってこいとリゼットの尻を蹴けっ飛とばして、今度は将人を見下ろす。

　将人は、鼻にスリッパの直撃をくらってもなお眠っていた。

　アイリはため息を吐ついて、膝ひざを曲げてベッド脇から将人の顔を眺める。

「すごいマヌケな寝顔だわ……いまだにこいつが『王の因子』の持ち主だってことが信じられない」

　言いながら、アイリは将人の鼻から垂れている鼻血を手ぬぐいで拭ぬぐってやる。

「あれからもう十日か……」

　将人のほっぺたを指でぷにぷにしながら、アイリはここ数日のことを振り返っていた。

　将人が因子軍ギアフアクターズに一時的に捕ほ縛ばくされた後、アイリとリゼットは行く場所が無かった。

　あんな出来事の直後だったのに、二人は因子軍ギアフアクターズに逮捕すらされなかった。将人の出した条件には、二人も含まれている。彼女らに手を出せば、将人に《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》を使用する権限を与えてしまうからだ。

　どこへ行ったらいいのかわからなかった二人が向かったのは、将人の家だった。

　結局二人は家の門を叩たたき、将人の母、詩し織おりに頭を下げてしばらく家に置いてもらい、将人の帰りを待つことになったのだ。

　彼が帰ってきたのは二日後。

　どうやら因子軍ギアフアクターズとの交渉はうまくいったらしく、不自由を感じない程度の監視はつくものの、以前の生活に戻っていいことになった。ただし覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターやさきの戦いのことは部外秘に徹するというのが条件だった。

　約束を守る限りは、因子軍ギアフアクターズも協力してくれるらしい。

　うさんくさい話だったが、今はその条件の下もとに普通の暮らしに戻っている。

　軍の問題は解決できたものの、アイリとリゼットは組織に所属していたため、将まさ人と達に危害が及ぶ危険性があると見ていたが、それも杞き憂ゆうに終わった。

　将人が帰ってくる前日に雑伎団サーカスとローグカンパニーから、因子軍ギアフアクターズから将人のことについて交渉がきたと連絡があった。

　軍は『俺を侵略するな』という将人の要求を、外郭アウトサイドの組織にも適用させたらしい。

　ひとまず、将人に関かかわる人物の一切に手出ししないという要求を、雑伎団サーカスとローグはしぶしぶ吞のんだ。

　こうして、アイリとリゼットは晴れて殺し屋から普通の高校生になることができた。二人が殺し屋だったことは生徒達や教師には秘密にし、定期測定は軍が手配した分析医が行うので問題ないとのことだったが……。

　本当に問題が無いのかは正直疑問である。

「なぁんか、落ち着かないのよねぇ……」

　今まで殺伐とした日々を過ごしてきたアイリにとって、こののん気すぎる毎日は逆に不安にさせられるのだった。







「やべ、遅刻じゃねこれ……？」

　アイリに叩たたき起こされ、早々に着替えを済ませた将人は、腕時計の時刻を確認して急いで階段を下りた。

　１階までたどり着いたところで、寝室から出てきた車くるま椅い子すのりんごに遭遇する。

　りんごはいつもの不機嫌そうな顔で、将人を見た。

「……おはようりんご、傷の具合はどうだ？」

「死にそう。おかげで仕事も休み。全部あにぃのせいだからね」

　矢継ぎ早にりんごが将人を非難する。

　将人は何も言い返せず、両手を顔の前で合わせて謝罪することしかできなかった。

　りんごはノアが降ってくる直前までのことしか覚えていなかった。将人に意い味み深しんなことを言われて後を追いかけたが、その途中で交通事故に遭ったということになっている。

「ごめんな。もう二度と意味わかんねーこと言わないから、許してくれ」

「……意味わかんないと言えばこの状況も意味わかんない。なんで家に知らない人間が三人も増えてるの？　すけこましも大概にしてよね」

　ぷんぷんしながら、りんごはリビングの方へ。

　将まさ人とは苦笑しながら後を追おうとしたが、丁度その時、トイレの水が流れる音がして顔をそちらに向けると、一人の少女が扉を開けて中から出てきた。

「…………」

　少女は据すわった目を将人へ向ける。将人も若干険しい顔でその少女を見ていたが、苦手だからと言って挨あい拶さつをしないのはおかしいと思った。

「……おはよう、ノア。どうだ、この家にも慣れたか？」

「…………」

　今にも人を殺しそうな目の少女、ノアは将人から視線を外すだけで何も答えなかった。

　奴ど隷れいにした以上、ノアも身近に置いておく必要があった。彼女の因子フアクターは、いわば軍との交渉材料。自分達が脅威であることを示すための抑止力だ。

　軍に引き渡すことも、野の放ばなしにすることもできない。

　彼女にもいろいろあることはなんとなく想像がついた。今の将人と同じで自分の因子に翻ほん弄ろうされながら生きてきたのだろう。

　殺人鬼と呼ばれるに値する気性も、精神強化ＭＮＤによる副作用だ。

　今は将人が首輪で彼女の因子を抑制させているので、暴走することはない。

　当然と言えば当然だが、ノアは将人を憎んでいるらしく、一言も口を利いてくれなかった。年齢的には小学校に通わせるべきなのだろうが、常識が身についているとも思えないので、今は家にいる詩し織おりやりんごを守る役目を担わせていた。

「いい加減、一言ぐらいしゃべってくれよ。俺とお前は敵同士なのかもしれないけど、俺にはお前の戦力が必要だし、お前にとっても因子を抑制できてるんだから、俺が必要だろ？　お互い因縁があるのはわかってるけど、もうちょっと歩み寄らないか？」

「…………」

　ノアは将人を無視して、物置の引き戸を開けるとその中に引きこもってしまった。別に将人が物置をあてがったのではなく、ノアがこの場所を自分で選んだのだ。

　将人は微妙なやり辛づらさを感じながら、髪をもしゃもしゃと搔かいた。

　幸い詩織がノアのことを気に入っており、何な故ぜかノアも詩織のベタベタを拒絶しないので、家の空気が悪くなることはないのだが……。

「……いろいろ、前途多難だな」

　家に猛獣を飼っているような心境に、将人はため息を吐つくのだった。







　朝食を済ませ、家族の元を離れていつもの通学路を歩く。

　将まさ人との両隣には、リゼットとアイリが歩いていた。

「あたし、学園に潜入した時の設定のままでいいのよね？」

「ああ。二人ともアルキオシティからの転校生のまんまだ」

「……うぇ、どうしよう、あたしあのキャラ続けんの？」

　お嬢様言葉の優等生を続けることに、アイリがげんなりとする。

　横を歩くリゼットが、じと目でアイリを見やる。

「自業自得ではありませんか……その点、私は噓うそをつきませんでしたので、ありのままでいられます」

　えっへんと無い胸を張るリゼット。

「マタギ女のくせに……あんた、これからクラスでずっとマタギちゃんって呼ばれるのよ？」

「うぐ……か、構いませんとも。銃を具現化できたほうが将人さんを守りやすいですし」

「だからってところ構わずぶっ放さないでよね。迷惑だから」

「迷惑と感じる暇も与えずにあなたを葬り去ってさしあげますので、ご心配なく」

「こ、こいつ……！　葬り去るの前提なのっ!?　いいわよぉ？　受けて立とうじゃない。気づかれずに殺すのはあたしのが得意だしね～」

「っ……やはりあなたとは相あい容いれませんねぇ！」

「先につっかかってきたのはあんたでしょ!?」

　二人の相変わらずなやりとりに、将人は笑みを浮かべる。

　最初に出会った時と同じように殺すだの殺さないだのと言ってはいるが、以前に比べれば空気は柔らかいものになっていた。

　といっても、二人から外郭アウトサイドの常識を捨てさせるには時間がかかるだろう。責任を取ると言ったのだから、その任は自分が請け負わねばならないのだろうなと、将人は思った。

（……でも、まあ）

　将人は通学路の並木道を歩きながら、雲一つ無い空を見上げる。

　因子フアクター開発者、バルタザール・アシモフのことは今もいけ好かない。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターだって、無いなら無いに越したことはない力だ。

　けれどこの力がなければ、将人はアイリとリゼットに出会うことすらなかっただろう。

　出会い方は考え得る限りで最悪だったが、それでも。

　将人は二人に出会えたのは自分が『覇王』の力を手に入れたおかげだと思った。そうやっていい方向に考えれば、世界を少しは面白く感じることができるような気がしたのだ。

　もちろん、この世界が面白いだけじゃないのは知っている。

　将人はある予感がしていた。

　どうせまた、変な連中が自分を殺しに来るに違いない。世界は広いし、海上都市はアーガスシティだけじゃない。他の王だって、もっとたくさんいるかもしれない。

　予感がするのだ。

　こうして平穏な日常を送っていると、唐とう突とつにやってくるという予感。

　自分の居場所を奪おうとする、常識外れなアウトサイダーが……。




「貴様が『覇王』──桐き生りゆう将まさ人とだな？」




　──ほら、きた。
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　皆様初めまして。この度、ＭＦ文庫Ｊ様から本を出させていただくことになりました柳やなぎ実み冬とう貴きと申します。もし別の作品で私を知っているという方がいらっしゃいましたら、ありがとうございます＆お久しぶりでございます。

『ヴァンキッシュ・オーバーロード』、楽しんでいただけたでしょうか。

　並行して書いている作品が結構ハードなお話なので、こちらはマイルドなお話でいこうと決めていました。まあ書いているうちにわからなくなってきて、結局いつも通りになってしまった気がしないでもないですが……。

　作品の発ほつ端たんとなるアイデアは人によって様々だと思うのですが、ヴァンキッシュの場合は、初めに覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの能力設定だけがポンと思い浮かんだ状態で始まりました。

　鎖って、かっこいいですよね。

　異能バトル物で見かける機会はそれなりにあるのですが、主人公の武器として登場している作品を見かけたことはありませんでした。

　どうしてだろう？　かぎ爪づめとか鞭むちとか鎌かまとかはトリッキーな脇役ポジションのキャラが持っていそうな武器だし、鎖も似たようなカテゴリーなんでしょうか。なんかこう、若干猟奇的でサディスティックな印象がありますしね。確かに主人公っぽくはありません。

　でもだからこそ、「ここは俺が先陣を切るぜ！」という気持ちで挑みました。

　……まあ、調べたら結構すでにいたわけですが、鎖武器主人公。

　アメコミのバイク大好き燃えさかる骸骨さんとか。

　でもちょっとだけ異質な要素を詰め込んで書くのは楽しかったです。書いててモチベーションが上がりました。

　勢い重視で始まったこの作品、どこまで続けられるかはわかりませんが、勢いを失わずにやっていけたらと思っております。




　熱い想おもいと共に私に声をかけてくださった担当Ｎ様。鎖のギミックや難しい女の子達をスタイリッシュに描いてくださった白しろ味みそ様。ＭＦ文庫Ｊの編集部の皆様。

　そして、この本を手にとってくださった全すべての方々に、感謝を送ります。

　ありがとうございます。また２巻でお会いできることを祈りつつ。
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